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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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黒猫と羽根くじらをめぐる冒険。

winged whale that flies through the blue sky






　　　　♪




　そこには、なにもなくて、

　たくさんがあふれていました。




　ハローハロー。

　だれかがよびかけます。




「ハロー、ハロー。キミはどこだい？」

　ここにいるよ。

　こんなちっぽけなボクだけれど、

　ちゃんと　こきゅうだってしているんだ。

　あしあとだって、ちゃんとつけているよ。

「そうかそうか。キミは、そこにいるんだね。」

　うん。そうだよ。

　そういえば、きみはどこにいるの？

「ここだよ。みえるだろう？」

　ううん。みえないよ。

「じゃあ、さがしてごらん。みつけてごらん。」

　ボクにも、さがせる？

　みつけられる？

「ああ、きっと。キミだからだよ。」




　それならと、うなずきました。

　そして、──黒猫は、




　羽根のはえた　くじらのしっぽをさがすたびに　でることにしました。




　あのいつかの、まっしろい花──

　いちばんたいせつなものをみつけるために。
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　　　　♪




　忘れそうになるけれど、それはとても簡かん単たんなことだ。

　生まれてみると、よく判わかる。人は、みんな望まれて産まれてくるんだと。

　ただ、白い、あわい、つたないヒカリの色。そのなかへ。

　ねぇ、声を聴きかせて。

　ねぇ、きみのこえを。

　ハローハロー、

　いつかの昨日きのう。

　ハローハロー、

　きみのあしたは、どっちだろう。

　どこにいった？

　どこへいく？

　どっちでもいい？

　なら、目を開けて、

　その手でふさいだ耳を、まるでうさぎのようにそばだててみて。

　ねぇ、声が聞こえるよ。

　ねぇ、あれはきみのこえだ。







　───リン。







　鈴すずの音ねが何ど処こかで鳴った。

　遠くのような、とても近く、耳鳴りのように。

　それは誰だれにも聴こえてなくて。

　誰にだって聴こえていた。







「正直なところ、よく判らないんだ」

　ぶしょうヒゲの男は、アゴに手をやりながら言った。

　それから、まいったなぁ、とひとりごちて、短い髪かみの頭をやれやれと撫なでる。

　辺あたりを樹じゆ木もくで囲まれた日曜の公園には、多くはないがそれなりに親子連れが目立つ。

　遠くで、幼おさない子供が手を振っている。

　男は、なさけない笑え顔がおで手を振り返した。

「いつの間にか、あんなおっきくなってたんだなぁ」

　その子供──男の子は、補ほ助じよ輪りんのないちいさな自転車にまたがろうとする。

「あの自転車さ、こないだ買ったんだぜ？　あ、俺おれ、買いに行くとき嫁よめにまかせてたけどさ。つうか、アレだ……。なに言ってんだろな……俺、今日までなんもやってこなかったのに」

　そう言って男は、左っかわに視し線せんを向けた。

　いつの間にか、そこには女の子が立っていた。

　それは、長い髪かみの毛もワンピースも透すき通りそうな肌はだも全部が真まっ白い女の子だった。

　だからだろう。

　女の子がはくその赫あかい靴くつがやけに鮮あざやかに目に映る。

　そして、気付く。女の子の足もとにいるいっぴきの猫。

　赤い首輪に大おお袈げ裟さな鈴すず。夜空に浮かぶ月のような黄おう金ごん色いろをした瞳ひとみ。全身真っ黒なのに、しっぽの尖せん端たんが小指の先ほど白くなっている黒猫だ。

　ダニエルという名前のその黒猫は、ふわりと身軽に飛び上がると、器用に真っ白い女の子のひどく花きや車しやな肩にのぼった。

　真っ白い女の子は、指先でやさしく黒猫の額ひたいを撫なでる。

　すると、

「くすぐったいよ」

　黒猫がかわいらしい男の子の声でつぶやいた。

　しゃべった。

　猫なのに。

　……なんて、驚おどろいたのは、最初だけだ。

　なにしろ、男にとってもっとがくぜんとさせられたのは、今、傍かたわらに立っている真っ白い女の子が『死神』だということだ。

　死神なんて、シャレみたいな存そん在ざいだ。真っ黒で、ガイコツみたいな顔をしていて、カマを手にしている。

　いや、この女の子も自分自身よりも巨きよ大だいな鈍にび色いろに光るカマを持っているが、なにしろ、これがひどく似に合あわない。

　女の子の花車な容よう姿しにはどうしても、釣つり合ってなかった。

　それでも、言ったんだ。

　とても子供っぽいのに、ひどくオトナびた不ふ思し議ぎな声で、

「──あたしは、死神『Ａ』の一〇〇じゆうまん一〇〇とんでひやく号。百モ々モって呼んでくれていいから」

　なんて、冗じよう談だんみたいなことを綺き麗れいな顔してシリアスに。

　そして今も、冗じよう談だんみたく、でもたしかにそこに存そん在ざいしていた。

　モモという真まっ白い死神の女の子は黒目がちな瞳ひとみで、遠くで一生懸けん命めい自転車のペダルをこぎ続ける幼おさない男の子を追う。

「本当は。自転車に乗る練習に付き合ってやるって約やく束そくしてたんだ。なのに、ぜんぜん約束守んなくてさ。ダメな父親だよ、まったく……」

　さみしそうに、ため息いきのように言こと葉ばをこぼす。

　背中を丸めながら、男は膝ひざを折おりしゃがみ込んだ。

　斜しや陽ようが、セピア色の風景をよけいせつなげに透すき通らせる。

　子供がペダルをこぐスピードで、世界が廻まわってく。めぐってく。

「あーあ。あいつ、曲がれないのか……」

　苦にが笑いで男は、遠くを過ぎていく子供の横顔を眺ながめた。

　子供が乗る自転車はあぶなっかしくふらふらとする。

　まだ、バランスをとるのに精せい一いつ杯ぱいで、曲がることができないらしい。

「なんか、たくましいよな」

　ぽつりつぶやく。

「いっつもいっつも付き合ってやれなかったのに。サッカーもキャッチボールも自転車に乗る練習も、なんにも付き合ってやれなかった。それでもさ、ああやってひとりで……──あ……こけた……」
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　曲がることのできない子供は、まっすぐまっすぐ進んでいた。

　けれど、何ど処こまで行っても公園ということはない。

　果てはくる。終わりはやってくる。

　いきどまりには樹じゆ木もく。

　子供は、引き返そうとハンドルをひねったが、ただでさえバランスの悪い自転車は、簡単にひっくり返ってしまった。

「ブレーキ使えよな……」

　男はあきれたように言うが、ブレーキに気が廻まわらないほど、息むす子こが必ひつ死しだったことも判わかっていた。

「まあ、アレはアレで、やっぱ、男の子なんだなぁ……」

「うん。そうだね」

　男の独ひとり言ごとのようなつぶやきに、真っ白い女の子がちいさくうなずいた。

「あ、立ったよ」

　女の子がいった言葉をたしかにするように、黒猫が大きな目をさらに大きく開いて、子供の様よう子すをうかがう。

　男もそれをたしかめて、ほっと安心感を表情にした。

「ついこの間生まれてきたと思ったらさ、泣いたり、はったり、立ったり、しゃべったり、歩いたり、走ったり……。そしたら、今日なんか、ひとりで自転車に乗ったりさ。いや、まあ、こけたけど……」

　ため息いきをひとつ、呼吸にかえて。

「ハァー……。あいつがすげぇいきおいで成長してる間、俺おれがやってきたことと言えば、起きて寝て、家と会社を往おう復ふくするだけ。子供にかまってやる時間もろくに作らないで、俺は何がしたかったんだろうなぁ」

　子供が遠くで、ころんで付いた土をはらい落とす。

　すこし膝ひざをすりむいているのが、判わかった。

　それでも子供はひとりで自転車を起こして、またがった。

「いつも口ばっかの俺とは違ちがうよ。あいつ。たぶん、母親に似にたんだ。ほんといい女だよな、あいつみたいなのを残してくれたんだから。俺はめちゃくちゃしあわせだ。なのにさ、いつも口ばっかだったんだ。『今度、今度』って」

　空が、青と朱あかと紫むらさきに染まっていく。

　あとすこしで、夜がくる。

　斜しや陽ように背中を押されながら、子供が手を振っている。

　ここまでこれたよ。

　ひとりでこれたんだよ。

　とか、ひどくうれしそうに、とてもほこらしげに。

「あいつ……大だい丈じよう夫ぶだよな？」

　男は訊きいた。傍かたわらの真まっ白い女の子に。

　しかし、すぐに、男は自分で首を振った。

「いや。キミに訊いてもしょうがないか……」

　と自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑う。

　哀かなしいくらいおだやかで、あざやかな夕陽はとてもよく透すんでいて、いやになってくる。

　男は、くやしさをかみ殺しながらうつむいた。

　すると、真っ白い女の子は、遠くで鳴るような、近くでささやくような声で言った。

　それはまるで、泣いているみたいに聞こえた。

　どうしても涙なみだが出てこない男のかわりに泣いているようで。

　男の心に注そそいだ感情をそのまま全部、ひとりで、その花きや車しやな身体からだで受け止めているようで。

「──大丈夫かもしれないし、大丈夫じゃないかもしれない。けど、大丈夫」

　真っ白い女の子の声は、何ど処こまでも透き通って響ひびいていった。

「意味が判わかりづれーなぁ」

　と、男は、とぼけた風ふうに苦笑いした。

　けど、それでいいんだと思う。

　自分がいなくたって、子供は育ってゆく。大きくなる。

　いつか、今の自分の身長を抜かしてしまうだろう。

　そうなることは、あまり想像できないが、とてもうれしい気持ちになる。

「そうだよ……なっ」

　膝ひざをのばして、立ち上がる。

　見上げると空は、青色がもう「限界だよ」と朱あかと紫むらさきにその場をゆずろうとしていた。

　やがて、朱と紫も真まっ暗くら闇やみにゆずるんだ。

　ひとつ、星が輝かがやきだす。

　ひとつ、星がまたたきだす。

　世界がまばたきするスピードで、呼吸をしてみる。

　もう、なんのにおいもしない。

　ああ、そうか。

「俺おれ、死んだんだった」

　また、苦にが笑い。

　真っ白い女の子は、哀かなしそうに、男の視し線せんから逃げることもなく受け止めた。

　男の命を奪うばうのは、真っ白い女の子だからだ。

　命を奪い、運ぶ、それが死神という存そん在ざい。

　でも、

「ごめんなさい」

　女の子は、涙なみだ声ごえのまま男に謝あやまった。

「なんで、あやまんだよ」

　やはり男は苦笑いする。

　困ってしまう。

「だって、あたしがあなたとあの子の時間を止めてしまったから」

「それはそうだけど……さ。この後こう悔かいは、俺おれ自身のモノだから。もっと子供の顔見ておけばよかったとか、もっと子供と遊んでやればよかったとか、もっと抱き上げてやればよかったとか。それは全部、俺がやってきたことなんだ。きっとさ、このままずっと生きられたとしてもどっかでおんなじ後悔をしてたと思うよ」

　男は言って、ひどく哀しくなった。

　それなのに、涙が出てこない。

　心の中に空くう洞どうがあるみたいに、感情が流れ出していってしまう。

　そして、その感情が消えてしまわないように女の子は受け止めている。

　ちいさくて花きや車しやでもしっかりと。

　かわりに自分の心が傷付くのもかまわないで。

　子供の姿すがたが、遠くに見える。

　いとおしくて、今すぐにでも走り出して、抱きしめてやりたい。本当は。

　自分がいなくなっても、息むす子こは育つだろう。

　けど、男がいなくなってしまえば、子供の心の何ど処こかが欠けてしまう。

　何かを失ってしまう。

　それは、ひどく哀かなしいことだ。

　つらいことだ。

　仕方がないなんて思いたくない。こんな風ふうでも、父親なんだ。

　ただ、今はもう、願うことくらいしかできない。

　想おもいだけでも傍そばに置いておいてほしい。

　そんな男の最さい期ごの願いを、真まっ白い女の子は叶かなえようとしてくれていた。

　最期に、こうして、息子の立りつ派ぱな姿を目にすることができた。

　日曜の公園には、いくつもの親子連れがいた。

　でも、もう夕暮れ、夜がやってくる。

　ああ、自分はもう、子供の手を引いて帰ることはできないんだ。

　遠くで子供が手を振って、また、自転車をこぎはじめた。

　まっすぐに、こっちへ向かってくる。

　途と中ちゆうでまた、ころんで。

　それでもまた、立ち上がって。

　だけど、透り過ぎていってしまった。

　向こうに、母親の姿が見えた。

「いつか、この想おもいも枯かれてしまうんだろうか」

　ぽつり、男がつぶやく。

　男の妻つまが子供の手を引いて、遠ざかっていく。

「この大事な想いも、いつか忘れてしまうんだろうか」

　子供の成長が泣きたいくらいにうれしいのに、何ど処こか哀かなしかった。

　そんな男に女の子は言った。

「あなたのこと、ちゃんと見てたんだよ。あの子、だから立ち上がってまた、歩きだせた。だから、あんなに……」

　途中から、涙なみだ声ごえになっていた。

　女の子の黒目がちな瞳ひとみからは、おっきなしずくがとめどなくあふれてくる。

　頰ほおを伝つたって、肩に乗っかった黒猫の額ひたいに触ふれた。

「泣かないで、モモ。泣かないで」

　黒猫が哀しい表情で、女の子の涙なみだを受け止める。

　こうやって、誰だれかが誰かを想って、めぐってる。

「なんで、キミが泣くんだよ」

　男はそう言うが、判わかっていた。

　もう自分が泣けないから、かわりに彼女が泣いているんだ。

　男の魂たましいを迎えにきたのは、真まっ白い女の子。

　泣き虫で、おせっかいの。

　みんな、死ぬときはこんな気分なんだろうか。

　こんなにも穏おだやかで、こんなにもやさしくって……。

　ああ、そうか。

　このコがいるからだ。

　真っ白くて、花きや車しやで、とても綺き麗れいなのにこんなに涙で顔をぐしゃぐしゃにして、それをぬぐおうともしない。

　不思議な女の子。

　ありがとう。

　……っていうのは、すごく変な感じだけれど。

「いつか、あいつが眠れないときに教えた、ひつじの数え方。いつまで憶おぼえていてくれるだろうか。ああ、もっと、ちゃんと役に立ちそうなことを教えてやればよかったなぁ」

　それでも、ひとは歩いてゆく。

　転んでもまた立ち上がって、歩いてゆく。

「じゃあ、もう、行くよ」

　男は言った。







　ヒカリが溢あふれて、

　あわい色のやさしい光になって、

　すべてをつつみこむ。

　真まっ白い女の子と黒猫が舞まい踊るとき、

　魂たましいが空へと導みちびかれてった。











　　　　Waltz for sleep - fin.
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　　　　♪




　──虹にじのはじまりを見付けるんだ。




　彼女は言った。

　終わりがあるなら、はじまりもある。

　だから、そこからはじめればいいと思った。

　続くなら、またはじめられるかもしれないと思った。

　よく晴れた日の通り雨。

　空に大きな七なな色いろを描えがいた。




　はじまりと終わり。

　終わりと、はじまり。




　こんなにもあったかな気持ちがあるんだと。

　痛いたくなって、

　心がちいさくなって、




　はじめて知ったんだった。




　彼女は歩き出した。




　一番叶かなえたい願いを、叶えるために。







　　　　♪




　──はきなれた靴くつでこい。

　と言われていたのに、やっぱり新しい靴できた子がいる。

　今はまだいいけど……、これからさんざん歩くことになるのに……。

　まあ、これからおそらく言うことになるだろう『足が痛いたくてもう歩けない』的な科白せりふとともに、その子ごと背せ負おい込むのが自分でなければいい。

　それでいい。

　他には、あきれて言うこともない。

　いや。あるとすれば、

「────……ばっかじゃないの……」

　くらいだ。

「え？　なんか言った？」

　彼女のつぶやきに、その隣となりを歩く（新しい靴の子じゃない）女の子がめざとく気が付いた。

「べつに」

　木きの下した梨り久くが短くため息いきのように応こたえると、鈴すず井い明あけ乃のは、おっきな目と長いまつげをぱちくりさせて、それで納なつ得とくしたのかしてないのか、とりあえず、

「そう？」

　と、小こ首くびをかしげ、それ以上は何も訊きいてこなかった。

　ほんとどうでもいいことなんだから、いちいち、気付かないでもらいたい。

　トロくて、ユルくて、かわいいだけしかとりえがないんだからさ、あんたは。

　梨久の毒どく吐はくもさすがに今度は、心の中でのことだったので、誰だれにも聞こえているはずもなく、すぐ隣となりの明乃はあいかわらずにこにこしていた。

　何がそんなに楽しいんだか。

　こんななんにもない山の中を歩いて、何が楽しいワケ？

　梨久が住む地区の子供会の企き画かくで、ハイキングにきていた。

　小学校三年から六年の子供二十八人。引いん率そつのオトナが、九人。

　全体的な子供の数が毎年減少傾けい向こうにあるけれど、梨久が住む地区は数年前にできた新しい住宅地で、大きめの団地もあるせいか子供の数も他の地区に比くらべて多い。

　結果、子供会一いつ行こうは、学校の一クラスくらいの大おお所じよ帯たいになっている。

　それにオトナといっても、九人のうち七人が高校生だ。

　引率をしている責任者夫婦の娘むすめが、学校でボランティア活動をやっていて、その活動の一いつ環かんとして今日は、娘の活動仲間や友達が集まって引率を手伝っている……らしい。

　子供会一いつ行こうは、責任者夫婦を先頭に、小学生の子たちが学年に関係なく、まじりまじりで二人が並ぶように列になって進んでいる。その前後や傍かたわらを引いん率そつの高校生たちが寄り添そって歩いていた。

　しかし、どうなんだ。

　梨り久くからすると、引率といってもしかし、どうも、自分たち子供よりも高校生カレたちの方がハイキングを楽しんでいるような気がした。

　特に、後列の方を並ぶように歩いている、極きよく端たんに背の高い男ノツポと、極端に背の低い女チビ。

　なんなんだ、あいつら。子供たちよりもはしゃいでる。

　あのノッポが、高校生たちが浮かれ気分なそもそもの源もとのような気がする。

　そのノッポのにこにこっぷりといったら、明あけ乃のの比ひじゃない。

　楽しくて仕方がない。という感じだ。

　積せつ極きよく的てきに子供たちに声をかけ、その輪の中に加わる。歳とし上うえとか歳下とか歳が離はなれてるとかそういうのはおかまいし。昨日きのう見たテレビの話や互いの学校のことをこれでもかというくらい楽しそうに話す。

　ノッポや他の子供たちが無む駄だに大きな声で喋しやべっているせいで、会話がイヤでも耳に入る。

　そのうち、カレの周まわりにはほとんどの子供たちが群むらがっていた。梨久もその輪に巻き込まれそうになったり、輪が列から離れてしまうこともあり、それを待まつことになったりと歩きにくいことこの上ない。それでも集団が前に進んでいるのは、背の低い女チビがいるからだ。

　このふたり、チビとノッポ。

　あまりに仲がよさげだから、最初、ふたりは兄妹で、チビ（妹）の方は中学生だと思っていたら、あれでも高校生ジヨシコーセー。で、しかも、ノッポよりも歳が上らしいが、信じられない……。

　チビの身長は、『チビ』と形容されるくらいだから、小学四年の梨久たちとそんなに変わるワケじゃなかった。

　女はちっちゃいけれど、メイクもばっちりきまっていて（たかがハイキングなのに）ギャルってほどでもないけど、イマドキっぽい。なんか、アホな男にモテそう。

　で、ノッポは、耳にピアスがいくつもつけられていて、髪かみの毛なんか、茶ちや髪ぱつというよりオレンジ色だ。チャラ男ってほどでもないけど、なんか、バカな女にモテそう。

　そんな、子供たちの中心になってしまっている、その大きな身体からだをのぞけば子供に交じってもまったく違い和わ感かんのないノッポごと、ある意味みんなを引率しているのが、チビだった。

　子供たちとの話に夢中になって、先頭を行く引率責任者からや、梨久たちからも離れてしまうノッポに、ちょこちょことチビが声をかけたり、手を引いたり、シャツの裾すそを引っ張ったり、背中を押したりしている。

　しかし。見た目はそうでも、ふたりとも他の高校生が子供たちにどう接していいのかをつかめていないのに比くらべて、もうすっかりうち解けて、子供たちの中に溶け込んでいた。

　行動に嫌いや味みがなく、それが〝素す〟なんだろうと思わせる。

　よく見ると、ノッポの方に集まっている子供たちの中で、五、六年生を中心に女の子がべったりとくっついていて、その瞳ひとみはまるで恋する乙女おとめちっく。

　その女の子たちに身長でむしろ負けている感のあるチビは、男の子たちに突つかれたり触さわられたり、つい好すきな女の子をいじめてしまうちっくにちょっかいをかけられていた。

　そのたび、チビは、

「きゃっ!?　ちょっ！　ど、何ど処こさわってんだっ！　このガキどもぉ[image: ][image: ]っ！」

　とか、わめく。

　列の一番後方のその声は、前方の真まん中ほどを歩く梨り久くの耳まではっきりと聞こえてきた。

　男の子たちにからかわれ、あげく、無ない乳ちちを触られたらしい。

　おかしいな、ないのに。触られたって。

　何なに気げなく振り返ると、梨久のすぐうしろを歩いていた眼鏡めがねの男の子が何気なくを装よそおって振り返っていた。でも、ぜんぜん何気なくない。ガン見してる。

　ノッポやチビが作っている輪の中に入りたそうにそわそわしているが、出で遅おくれたらしくなかなか入っていくきっかけをつかめないでいるようだ。

　行けばいいじゃん。

　梨久は簡単にそう思えるが、眼鏡の子は、やはり近付くことも声をかけることもできず、

「あー、もぅ、そのクラゲの知識が間ま違ちがっているんだよね。あー……」

　とか、他の子たちが話していた内容に対して、ひとりでぶつぶつ呟つぶやいているだけだった。

　梨久には、よく判わからない。

　行きたいなら、行けばいいのに。

　でも梨久は、べつに輪に加わりたいとか思わない。

「みんな、楽しそうだね」

　としかし、うしろを振り返りながら、梨久の隣となりを歩く明あけ乃のが言った。

　だったら、あんたもあっちに行けばいいじゃん。

　やはりそう思ってしまう梨久だが、明乃は『楽しそう』とは言ったが、あっちへ行きたそうな素そ振ぶりはなかった。

　あたりまえのように、梨久の傍そばから離はなれない。

　へんなやつ。

　梨久と明乃の付き合いは、長くはないが短くもない。

　四年生になってからのクラス替えで同じクラスになる前から、集団登校では別でも帰りはいっしょだったりした。

　なんで、いっしょなのか梨久もよく判らない。気が付くといつもふたりだ。

　ぜんぜん違ちがう、ふたり。

　明あけ乃のの父親は、某ぼう企き業ぎようの社長さんで、偉えらいひとだ。家もこの地区ではダントツに広くて大きくて立りつ派ぱ。なんで明乃が、公こう立りつ校こうに通っているのか不ふ思し議ぎなくらいだ。

　梨り久くには父親がいなくて、母親と安アパートでふたりぐらし。父親が今、何ど処こで何をしているのか知らないし、べつに知りたくもない。母親とはケンカばかりだけれど。

　そんなふたりがいつもいっしょにいる。

　でも、梨久は、あまり興きよう味みがなかった。

　だから、なんで明乃が自分にくっついてくるのか、よく判わからない。

　友達だから？




　──いや、




　梨久は、明乃のことを友達だなんて思ってなかった。




　　　　♪




　目指すは山のてっぺん。

　入り口に到着すると、いったん一いつ行こうは歩みを止めて、点てん呼こ。人数の再確認だ。

　点呼が終わると、引いん率そつ責任者のおじさんと娘むすめが、入り口にある判りやすくコースがしめされている、でかでかとかかげられていた看かん板ばんにコースを確認しに行く。

　引率のおじさんをふくめて、みんなが見渡せるような場所まで少し離はなれた梨久は、看板を見てはじめて『ハイキング』が『コース』になっていることを知った。

　ハイキングって、みんなでお弁当持って、小高い丘でそれを広げて歌でも唄うたいながら、お弁当を食べるんじゃなかったっけ？

　それって、ピクニックだっけ？

　まあ……どっちでもいいか。どっちも間ま違ちがってそうだし。

「はぁ……」

　梨久は、誰だれにも気付かれないように、小さくため息いきをついた。

　こんなところまできて今さらだが、梨久は、この子供会の企き画かく『みんなでハイキングにいこうよ！』にまったく気分が乗らなかった。

　団体行動は、苦手だ。

　それはクラスの担任から成績表に『もう少し協きよう調ちよう性せいがほしいですね』とか書かれるくらいに。

　ひそかに、

「はぁ……」

　また、ひとつ、こぼれる。

　と──気付かれないようにしていたのに、

「どうしたの？」

　気付いたヤツがいた。

　これまで、こんなめざといのは明あけ乃のくらいだったが、今日は、もうひとりいた。

　不意に声をかけられ、ぎくりとしたが、梨り久くは平静を気取ってゆっくりと振り返る。

　梨久がその影かげにすっぽりと収まってしまうくらい大きな身体からだをした、あの男ノツポだった。

　ノッポは、わざわざしゃがみ込んで、梨久の顔を覗のぞき込んでくる。

　ため息いきが気付かれないようにとみんなから少し離はなれたのが逆ぎやくに、目立ったのかもだ。

　まったく、協きよう調ちよう性せいがないったらありゃしない。自分。

　しゃがんでもまだ男が背にした太陽の逆光でできた影に、梨久は隠かくされてしまいそうだ。

　こうしてすぐ傍そばで見る男は、ひょろ長いのかと思いきや案外身体はしっかりしていた。

　通り抜けた風に、ふわりと揺れたオレンジ色の髪かみの毛が、太陽光線に透すけて鮮あざやかに映はえる。

　少しだけ……、




　きれいだなぁ──




　とか思ってしまった。

「べつに……」

　それだけ言って、梨久は、男から目をそらした。ちょっとあわてた。

　何もないのに、心しん臓ぞうが動きを早める。

　恥はずかしさで、顔がうっすらと紅こう潮ちようしてしまう。

　なに？

　よく判わからないけど、男の瞳ひとみが今まで見たことないくらい真まっ直ぐで澄すんでいて、このまま目を合わせていたら、心の中を見られてしまう気がした。

　そんなこと、あるはずないのに。

「そっか。なんかさ、朝からぜんぜん楽しそうじゃないから、ちょっと気になっちゃって」

　まただ。

　ドキリとさせられる。

　朝から──ということは、男は朝から梨久の様よう子すに気付いていたことになる。

　つまらなそうにしていること……。

　はじめて逢あったのに、なんでそんなことに気付ける？

　ずっと、自分のことを見ていた？

　そんなことはないはずだ。

　このノッポは、たえず他の子たちにかまっていたんだから。

「せっかくきたんだし、楽しまなきゃね。もったいないよ」

　そう、ノッポは笑って言った。




　──ウザイ。




　梨り久くには、理解できない。

　なにが、せっかくだ。

　なにが、もったいないだ。

　楽しむ、楽しまないなんて、自分の勝手だ。

　そうだ。コイツもおんなじ。

　他のオトナとおんなじ。

　私を見下すだけ。

　ちょっと私のことを気付くことができたくらいで。

　自分が私に見下されてることも知らないで。

　いい気になってればいい。

　バーカ。

　なのに──

「なんかあったら、ううん、なんもなくてもいい。言ってね。心の中にためとくといつか爆ばく発はつしちゃうかもしれないからさっ。なんて」

　ノッポはオレンジ色の髪かみを無む造ぞう作さにかきながら、冗じよう談だんっぽく言ったけれど、それっぽい科白せりふには聞こえなかった。

　それはやっぱりその瞳ひとみが晴れた空のように透すき通っていたからだろうか。

　けど、そんなのは、きっと──気のせいだ。

　梨久は、自分にそう言い聞かせる。

　どうせ、みんな、他人のことなんて、どうだっていいんだから。

　自分が一番。で、それがすべてで。

　もちろん、梨久自身もそうだ。

　私は、私が……一番だ。

　そんなの、あたりまえでしょ？

「──イッちゃーん。ほら、いくよー」

　ノッポを呼ぶ、女の声。

　背の低い女チビが、こちらに向いて手を振っていた。

　みんなハイキングコースへ移動をはじめている。梨久は、いつの間にか最さい後こう尾びで置いてけぼりを喰くらうカタチになってしまった。

「梨り久くちゃーんっ、はやくー」

　明あけ乃のがチビとおなじように、こっちに向かって手を振り、呼ぶ。

　ひとの名前を呼ぶくらいで、何をそんなにはしゃいでるんだ、コイツらは。

　あーウザイなー。

「じゃ、行こっか」

　ノッポが腰こしを上げた。

　そして、ぽんっ、とリュックを背せ負おった梨久の背中を押す。

　やっぱ、ウザイわ。コイツも。

　梨久は、ノッポを振り返ることなく、集団の中へ戻っていく。そのまま、梨久を待まっていた明乃たちを通り過ぎるように、ハイキングコースに入りはじめた列に加わった。そのあとに当たり前のように明乃が続いた。




　　　　♪




　背の高い男ノツポ──カレは、梨久たちが歩いていく背中をぼんやりと眺ながめていた。

　目を細める。

　梨久を通して、遠く、此こ処こじゃない別の場所を見てるようだった。

　懐なつかしむような表情で、頭に手をやり、夕陽みたいな色をした髪かみの毛を、わしゃわしゃとかく。ハハハ、と漏もれる微かすかな笑い声。

「どしたの？」

　そんなの様よう子すに気付いたのは、背の低い女チビ──カノジョだった。

　みんながハイキングコースへ入っていくのに、カレがぼーっとしているので、仕方なく迎えにきたようだ。

　カレは、カノジョに向いて言う。

「ああ、うん。なんか、ちょっと、思い出したことがあって」

「ふーん。それって、なに？」

「うん、ちょっと。ね？」

「『ね？』じゃなくて、おしえてくんないのっ？」

「そーだねー。うん。とりあえず、内ない緒しよってことで」

「えーっ！　なにそれ!?　どケチ!!」

　ブーブー文もん句くを言われても、カレはにこにことしながら、やがて歩き出した。

　カノジョも文句を言いながらも、そのあとをついて行く。

　こういうやりとりを何度も繰くり返してきた。という感じで。

　入り口にさしかかりカノジョ、そこに申もうし訳わけ程度に立てられていた看かん板ばんにふと、気付いた。

　ハイキングコースを案内するそれには、注意事じ項こうが書かれてある。

　足を止め、その中にあった一いち行ぎようにカノジョは目を細めた。

「……『山の天気は変わりやすいので、気を付けよう！』って……具体的にどう気を付けるかまで書いておいてほしいんだけど……ねぇ……、イッちゃ……あれ？　ちょ、ちょっと、待まってよ、イッちゃん！　なにげなく置いてけぼりくわさないで！　ほらほら、これが小学生の子だったら、手を引いたりするでしょ、こういうとき！」

「やえっぺ、先行くよー？」

「てか、もう行ってんじゃん！　だから、むしろ──待てよッッ！」

　カノジョの、国こ府う本もとやえ子の声が静かな山の中に響ひびく。

　ばたばたと騒さわがしくカレの、高たか槻つき壱いち吾ごのところに走り向かった。




　　　　♪




　緑が茂しげる。

　木こ漏もれ陽びがやわらかに降りつもっていた。

　そこには、白い花が咲いていて、ヒカリに包まれると、それは、真まっ白い姿すがたをした少女になった。

　髪かみも肌はだも透すき通るように白い。その身みをおおうワンピースも真っ白。少女の黒目がちな瞳ひとみと鮮あざやかな赫あかい靴くつだけが色を持って映はえていた。

　赫色に惹ひかれ目を向けると、足もとにはいっぴきの猫。

　真っ黒の猫。くりっくりした大きな黄おう金ごん色いろの瞳、ぶかぶかの赫い首輪には大おお袈げ裟さな鈴すずが付けられていた。それが、黒猫が歩くたびに、りりりん、と歌を唄うたう。

　少女が歩くとき、風の音だけが通り過ぎる。少女は、ふわりふわり、と重力に引かれることなく宙ちゆうを浮かび歩いていた。

　それに合わせるようにいつの間にか黒猫の背中には、コウモリのような羽根が広げられていて、パタパタと羽ばたかせていた。

「モモー、でさー」

　黒猫が、かわいらしい少年の声で言う。

「なにー？」

　少女は、オトナびているのに、ひどく子供じみた不ふ思し議ぎな声で応こたえる。

「まだ、行かないの？」

　黒猫が訊きく。

「何ど処こへ？」

　よく判わからないといった様よう子すで少女は、自分の少しうしろを飛んでいる黒猫を振り返った。

「何ど処こへ、ってモモっ。それ、本気で言ってる!?　仕事に決まってるでしょ!?　おーしーごーとーっ！」

「そっか、そうだね」

　とか、少女はとぼけたが、故こ意いにそうしているワケではなくて、本当にそう思っているらしい。

　それが判って黒猫はため息いきをついてしまいそうになった。

　いつものことだと判ってはいるけれど……、

「まったく、もう……いいけどさ。いや、よくないや。あのさ、いつまでこんなところでこんなことしてるワケ？」

　黒猫は器き用ように腕組みでうなる。

「もう少し。もう少し、木こ漏もれ陽びにつかってよう……」

　としかし、少女は言った。

　瞳ひとみを閉じて、膝ひざを抱える。




　くるり、くるり、くるり。

　ふわり、ふわり、ふわり──




　緑色の中をたゆたう。

　重力は導みちびかず、まだ若い葉は風に吹かれると宙ちゆうに舞まって、少女をかすめることなく土を隠かくす落ち葉になった。

　少女が手を伸ばす先には黒猫がいて、触ふれると、全身真っ黒なのに尖せん端たんだけが小指の先ほど真っ白になったしっぽが、ぴくんとのびをした。

「……しょうがないなー、もぉ……」

　そんな風ふうに言って黒猫は、羽根を閉じて少女のやわらかい腕の中に包まれた。

　ヒカリが射うって、世界を溶かすように。

　ヒカリが鳴って、世界を呼ぶように。

　少女は、真っ白で、今にもすべてに溶けてしまいそうで。

　だから、黒猫は、少女の名前を呼んだ。




　遠くに、子供たちの声がした。

　笑って。

　汚けがれたモノなんてないみたいに。

　ヒカリが射って、それをつなぎとめようとする。

　それが、すべてだと、

　この世界の全部だと、本当は。

　遠くに、哀かなしみの堕おちる音がした。

　天気が変わってしまうことを恐れて、

　涙なみだが降らないことを願ってしまう。




　遠くで子供たちが、笑ってる。

　歩く音。

　導みちびかれるように、惹ひかれるように。




　だから、少女を呼んだ。

　名前を呼んだ。




　　　　♪




「梨り久くちゃんっ」

　はずんだ声に背中を引かれた。

「ん……？」

　振り返るとすぐうしろに明あけ乃のがいて、梨久の左腕に自分の腕を絡からめてきた。そのまま、なかば強引に梨久の身体からだの向きを変える。

「あれあれ！」

　明乃がはしゃぎながら指を差す。

　その先は、当然ここは山の中なので木々が生おい茂しげっていただけだった。しかし、目を凝こらすとそれらの一本に、がさがさと音を立てて動く小さな影かげを見付けた。

　細い枝の上に、リスがいっぴき。

「かっわいーっ！」

　明乃はただでさえこぼれてしまいそうなくらい大きな目をいっそう開いて、キラキラさせる。

　リスは、一いつ瞬しゆん立ち止まり、こちらを見るがすぐに枝から幹みきへ移ると、茂みの中へ姿すがたを消してしまった。

　リスなんて自然公園やふれあい動物園みたいなところでしか見たことがなかったので、めずらしくはあったが、梨久は特にこれといって興きよう味みがわいてこなかった。

　べつに、そんなさわぐほどかわいくもないし。

「ふーん」

　梨久はつまらなそうに、歩き出した。それに引っ張られることなく自然に、明乃も続く。

　ただのリスじゃん。

　学校で飼かってる、ハムスターとあんま変わんなくない？

　そう思うが、歩き出してからもまだ梨り久くに腕を絡からませている明あけ乃のは興こう奮ふんしてやはり声をはずませていた。

　こんなくらいで、テンションが上がるなんて、お気楽でいい。

　私もこれくらい気楽だったら……。

　って、ちょっと待まって。

　これだと、今が気楽じゃないみたいじゃないか。

　べつに……、ぜんぜんそんなことない。

　私は、いつもとおんなじ。

　何も変わらない。

　いつもとおなじ。

　いつもと……。

「今の、しまリスかなぁ？」

　明乃のぼやきは、結局、独ひとり言ごとになった。

　もちろん、梨久が答えなかったからだ。

　けれど、この手のやりとりはだいたいいつも通りだ。

　てゆーか、なんで、私がこいつの面めん倒どうを見なきゃなんないの？

　そんな風ふうにさえ思っている梨久だから、明乃のことを引っ張っていっているというよりも、明乃が勝手にくっついてきているという感じだ。

　明乃のことを梨久は友達だと一度も思ったことがない。

　というより、梨久は、オトナも子供も誰だれも信用することができずにいた。

　心の中を見せることはない。

　心を相手に預けること、ゆだねることもない。

　それなのに自分の傍そばに集まってくる明乃、俊とし紀き、勝まさるが不ふ思し議ぎでしょうがなかった。




　でも、あった。

　本当は、彼女の心にもあった。

　ちゃんと、信じられるモノがあった。

　それは、彼女も気付かない心の何ど処こかで芽め生ばえた。

　彼女も知らないけれど、それは、彼女のモノだ。

　ただ、彼女が素直になりさえすれば、いつだって──叶かなえられる。

　きっと、見付かる。

　自分も知らない心の中。預けられる。ゆだねられる。

　今はまだ、知らないだけだ。

　信じられること。

　信じられるモノ。




　それが、あること。

　たしかなモノ──







「うらー、しっかりしろっ、もう……」

　とか、カノジョが子供たち、特に、ついさっきまで自分のことをからかっていた男の子たちにはっぱをかける。

「休きゆう憩けいまであと少しだからがんばろうね」

　そんなことをひとりひとりに言って、はげまし声をかけているのは、カレ。

　ハイキングコースに入って最初のうちはワイワイと騒さわいでいた子供たちだが、休憩所のある中間地点を前に早くも口くち数かずが減へってきていた。

　歩いても歩いても変わらない景色、人が通るための道が造られているとはいえ、ここは大自然の中、アスファルトで舗ほ装そうしてあるワケじゃない。階段状に盛られた土が木材で補強されているだけだ。

　くわえて、歩けば歩くほど靴くつ底ぞこには土が付着して、それだけ滑すべりやすくなる。

　五、六年生はまだしも、体力的に劣おとる最年少組の梨り久くたち四年生はついて行くだけでやっと。うつむき加か減げんで景色を楽しむ余よ裕ゆうもなくなってきた。

　他の引いん率そつのおじさんや高校生たちが子供たちにただ連れそっているような中、積せつ極きよく的てきに子供たちに声をかけ、手を引いたり背中を押したりと元気づけていたのは、でこぼこコンビのカレとカノジョ。

　カノジョは列の最さい後こう尾びからはっぱをかけ、カレは列の前に行ったり、うしろに下がったりしながら、子供たちひとりひとりを気き遣づかう。

　さらにカレは、最近よく耳にする歌を唄うたいだした。小学生でも知っているような耳になじんだ歌だが、しかし、カレは歌か詞しをろくに覚えてなかったらしく、前半の途と中ちゆうから残りすべてを「るるる〜♪」で通すという強ごう引いんな盛り上げ方をした。

　それでも、一いつ行こう、子供たちに笑いが生まれた。

　誰だれでも知っている歌で、自分から唄い出したのに、歌詞をしらないなんて。

　一生懸けん命めいなんだろうけれど、何ど処こか間の抜けているカレの歌に、カノジョがユニゾンするとひとりまたひとりと増え、最後の方ではみんなで合唱。もちろん、「るるる」で。

　でも、やっぱり、梨久だけが終しゆう始し無表情のままだった。

　歌を口ずさむことなく、開いた唇くちびるはただ呼吸をするためだけ。ただ黙だまって、歩く。

　体力的な問題というより、人に対しても物事に対してもひどく興きよう味みが薄うすい。周まわりの景色にも同じ子供たちにもカレやカノジョにも関心を示すことがなかった。

　やはり、それに気付いたのはカレで、そうするのが当然のように梨り久くに声をかけてきた。

「疲つかれた？」

　とカレが訊きくが、梨久は、

「べつに」

　カレの方には視し線せんすら向けないで、無ぶ愛あい想そうに応こたえた。

「そっか。あとちょっとで休きゆう憩けいだから、がんばろうね」

「そうですね」

　梨久とカレの会話といえばずっとこんな風ふう。一いち応おう『会話』のカタチをしているだけで、意思の疎そ通つうなどできていないのとおんなじだった。

　特に話しかける必ひつ要ようもないでしょ？

　私が疲れてるように見えるワケ？

　心の中でぶつぶつと呟つぶやいた。

　が、

「……っ？」

　会話は途と絶だえた。なのに、まだ傍そばにはカレがいたことに少し驚おどろかされた。

　カレはあいかわらずおだやかな笑みを浮かべながら、こっちを、梨久のことを見ていた。

　まるで、梨久のとぼしい表情の中からでも何かを見付けようとしているみたいだった。

　山の中の景色は、あいかわらず山の中で、進んでいる気があまりしない。でも、確実に景色は変わっている。それに気付かないのは、それを見ようとしないから、できないから。

「なんですか？」

　梨久は、思わずカレに訊たずねてしまう。

「ううん、べつに」

　カレは短くそう言った。

　そして、梨久の傍に付いて歩く。

　なに？

　なんなの？

　コイツ……っ、ああ、もうっ、イライラする。

　さっきまで応答の立場が逆転していた。

　いつもなら、話しかけられても適当に切って、その場を離はなれるか、相手が離れるか。

　けれど、今は、目的地があってそこを目指している以上、梨久がカレから離れるには無理して早足で進むしかない。それは体力的にもゴメンだ。

　となると、カレに離はなれてほしい。

　ずっと、くっついてられるとイラつく。

　話があるのなら話しかけてくればいい。テキトーにやりすごす。

　だが、カレは話がある風ふうでもない。無む言ごんですぐ傍そばを歩いている。

　なんなんだ。

　だから、なにがしたいんだ、コイツ。

「あの」

　また、梨り久くから話しかけることになった。

「なにっ？」

　カレは、話しかけられるのをまっていたのか（少なくとも梨久にはそう見えた）、うれしそうに梨久に向いた。

「私だったら、大だい丈じよう夫ぶなんで。それより、うしろの子みてあげてください」

　梨久は、カレを自分から少しでも離そうとして、自分に続いている明あけ乃のに目線を送った。

　運動が苦手で、体育では鉄てつ棒ぼうも跳とび箱ばこもまったくできない明乃は、このハイキングでも持ち前の運動神しん経けい（のなさ）を発はつ揮きして、すっかりくたびれかけていた。

　リュックのベルトを握にぎりしめ、身体からだがお辞じ儀ぎするように倒たおれてしまっている。

　しかし、梨久とカレが自分の方を見ていることに気が付いた明乃は、顔中に大おお粒つぶの汗あせを浮かべながら、──ニッコリと笑った。

　梨久は思わず、あきれてしまう。

　だって、

「あ、わ、わたしは大丈夫なんで、あ、あのっ、梨久ちゃんについてあげててください」

　明乃がそんなワケの判わからないことを言い出したからだ。

「ね？」

　カレは、いきなりそんなことを口にして、梨久に向き直った。

　けれど、梨久には、カレの同意を求めるような科白せりふが何を指しているか判るはずもなく、

「は？　どういう……？」

　訊きき返すハメになった。

　すると、カレは、苦笑いで言った。

「さっきもさ、『大丈夫』って訊いたら、──だいじょうぶ、って。それよりキミの方を心配してたんだ。彼女には他のひとに付いててもらってるし」

　そういえば、気付かなかった。

　明乃のすぐうしろには、付き添うようにして他の引いん率そつの高校生が歩いていた。

　でも、だから、なんで私の方なの？

　誰だれがどう見たって、あからさまに明乃の方がヘロヘロじゃん。

　ノッポが私に付く意味も判わかんないんだけど。

　カレから視し線せんを明あけ乃のに移す。

　明乃は笑った。

　……ニコニコすんな。

　なんで、そんなヘバってて笑ってられるんだ。

　他人の心配なんかしてる暇ひまがあったら、自分の状態を心配しろ。

　それじゃ、休きゆう憩けい地ち点てんまでもいけないんじゃん？

　つーか、あんたに心配されるようなことなんにもないっつの？

　そう思ったのに。




　───リン。




　耳鳴りのようで、鈴すずの音ねのようなモノが、頭の中で響ひびいた。

　その音の在処すみかをさがすようにして、梨り久くは明乃から視線を外した。

「ほんと、私は大だい丈じよう夫ぶですから。明乃のこと見ててあげてください」

　平静なフリで、まるで教科書でも読むような口く調ちようになった。

　まるで誰だれかに言わされたようだ。

　カレは、梨久と明乃を交こう互ごに見て、

「そうか……。うん。そうかもね」

　そう、うなずいた。

　そして、やっと梨久の傍そばから離はなれる様よう子すを見せる。

　しかし、

「なんかあったら、言ってね」

　念を押すようにして、明乃のところへ下がっていった。

　いちいち、ウザイヤツ。

　そんな必ひつ要ようない。大丈夫だと言っている。

　仮かりに、話したとしても、見ず知らずの、他人のあんたに何ができる。




　……話す？




　何を？

　何ができる、って、私は何かをしてほしいの？

　そんなワケないじゃん。




　梨り久くの中の〝気持ち〟が、揺れはじめた。

　引かれはじめた。

　自分の中の〝悩み〟に。

　気付いた。

　それが、今、自分を苦しめていることに。

　そうして、彼女は迫せまられることになる。

　悩むことをあたりまえに受け入れるはじまり。

　自分の周しゆう囲いを、自分自身のことを見つめ直すための、ささいなきっかけ。

　ちいさな、でも、とてもたいせつな。

　彼女は──知る。




　こころ。




　　　　♪




『山の天気は変わりやすいので、気を付けよう！』







[image: ]










　国こ府う本もとやえ子は、ハイキングコースの入り口に書いてあった看かん板ばんの文もん句くを思い出した。

「だから、どうやって気を付けるかを書いておいてほしかったなぁ……」

　高たか槻つき壱いち吾ごが、歌か詞しを知らないのに何な故ぜその歌を唄いはじめたんだ的選曲で、疲つかれの見えていた子供たちに笑え顔がおが戻った。

　なのに、今度は空の方がだだをこねはじめた。

　空は晴れているのに、いきなり雨が降り出してきてしまったから、さあ、たいへんだ。

「つーか、天気が変わるどーのこーのじゃなくて、空晴れたままなんですけどねっ！」

　天気雨というやつに、はしゃいだり、困って泣きそうだったりと、なかばパニックの子供たちを誘ゆう導どうしながら、やえ子は誰だれに言うでもなく叫さけんだ。

　しかし、これが噂うわさに聞く不幸中の幸いというやつだろうか。

　雨宿りのできる休きゆう憩けいポイント（中ちゆう継けい地点）までは目と鼻の先だった。

　小走りで行けばすぐ。

　でも、気を付けなきゃだ。

　ただでさえ歩きやすい道じゃないのに、雨で滑すべる──




　ずざざざざざぁぁぁぁぁぁぁっっっっっ!!




　やえ子の真まうしろで、誰だれかが派は手でにずっこける音がした。

「マジでか！」

　滑すべるとか思っていた矢先。

　こ、こんな状じよう況きようでお約やく束そく的てきなことをすんのはっ！

　まさかと思いつつ、逆に、そうじゃなければいいなとも思いつつ、振り返る。

　そう。

　それは……、




　──十五歳。高校一年生。身長百八十センチメートル以上。




「やえっぺ[image: ][image: ]っ」

「やっぱ、イッちゃんかっ！　しかも、半泣きかよっ！」

　高槻壱吾。

　期待を裏うら切ぎらない男。

「ったくぅ、あんたって子はぁ[image: ][image: ]っ！」

　やえ子は子供たちに、

「無様な姿ああならないように先行ってて。気を付けてねっ！」

　とか壱いち吾ごを指さしで、反面教師として注意をうながす。やえ子は、あきれながらも、ひとりバックドロップ状態でひっくり返っているカレシのところへ向かった。

「まったくぅ、ほんとイッちゃんてば、しょうがないなぁ」

　──が、







　ずざざざあぁぁぁぁぁぁぁぁぁっっっっっっ！







　……こけた。

　己おのれで注意を訴うつたえておいて。

　ただでさえ歩きやすい道じゃないのに、雨で滑った。

　期待を裏切らない女。（ちっちゃいけど）

　それが、国こ府う本もとやえ子。

　十六歳。高校二年生。身長百四十四センチメートル。

　いまだに小学生に間ま違ちがわれる。（メイクしてても）

　注意をうながしておいて、自分はさらに注意不足。

　スカートだったらまず間ま違ちがいなく、今日の下着が水色だとみんなに知られていたに違いない。

　そうじゃなくてよかった。

　泥どろだらけになりましたがね……。

　まだ、雨降ってるしね……。

「あははははははっ、やえっぺ。気を付けなよー」

　同じく泥まみれの壱吾がひとりバックドロップ状態から復活して、指さしでやえ子を笑う。

「おまえがゆうなっ！　そして、指さすな！　誰だれのおかけでこんなんなってると思ってんの!?」

　自分のせいですが？

　いやいやいやいやいやいやいやいやいやいやいやいや。

　置いとこう。とりあえず、この話は置いておきましょう。

「やえっぺ、はいっ」

　先に立ち上がっていた壱吾がしゃがみ込んで、やえ子に手を差し出してくれた。

　さっきまで半泣きだったくせに。

「あーあ、もう、ズブ濡ぬれついでに…ドロまみれ……」

　とかブーたれながらも壱吾の手を取ろうとしたが、

「え…あれ？」

　壱いち吾ごの手は、伸ばしたやえ子の手を通り過ぎそのまま身体からだに触ふれた。そして、

「え、ええっ!?」

　もう片方の手も加わって、やえ子の身体は、ふわりと浮かび上がる。

　壱吾がミニマムなやえ子を軽々と持ち上げたからだった。

　しかも、子供を『高い高い』するみたいに。

「ちょ、ちょっと、イッちゃん、ハズイッ！　子供たちが見て……見て……、見てねぇ！　もうすでにいやしねぇっっ！」

　あたりまえだ。

　やえ子が自分で先に行ってて、と言ったんだから。もちろん、素直な子供たちは、さっさと先に行ってしまっている。

　でも、いや、あの、その、あっちでね。もしか見てるかもじゃん!?

　──いやさ、見せつけたいってワケじゃないんだけどちょっとぐらいアチチなところを見せつけたっていいんじゃないかなーなんて思ったりなんかしちゃったりなんかしてみたいな？

　ねっ？　ねっ？　ねっ？

　よく判わからないが、見せてほしいけど、でもやっぱり、はずかしいらしい。

　やさしく下ろされたやえ子だが、ドロがはねた顔を少し紅あかくさせていた。

　あたしが、子供会かっつーんだ。引いん率そつだよ？

　いっしょにハイキングにきた子供たちよりももしかして子供みたいな男の子に、それよりもっと子供みたくあつかわれてしまった。

　本当は、誰だれかに見られていたなら、冷やかされても逆ぎやくギレ気ぎ味みの態度で笑いにでもできるけど、こうしてふたりっきりだとやっぱり照てれる。

　しかも、壱吾がこんなはずかしいことを平然とやるもんだから、自分だけ身みもだえしてるのもなんだかなぁだ。

　目が合うと、

「ん？」

　壱吾は首をかしげながら、でも、やさしげに微笑ほほえむ。

　き、気持ちのやり場に困るなぁ。

　壱吾は、やえ子にとって、誰だれよりも子供あつかいされたくない男の子だ。

　初はつ恋こいの相手だったけど、壱吾が両親の仕事の都つ合ごうで海外へ行ってしまっていて、ずっと離はなればなれだった。

　それでも半年ちょっと前にようやく、無事……とはいかない再さい会かい。

　あの別れから、やえ子は身長も中身もほとんど成長しないまま。なのに、女の子みたいにかわいらしかった壱吾は、すっかりもう〝男〟ってかんじになってた。

　正直、戸と惑まどいが大きかった。

「絶対、帰ってくるから」

　と言った壱いち吾ごの約やく束そくを信じて、ずっと待まっていた。

　そして、カレは約束通り帰ってきてくれた……けど……、弱々しくて、いつだってやえ子が手を引いて守っていた男の子はもうそこにはいなかった。

　数年ぶりに現れた壱吾は、ずっと成長していた。（一方、やえ子は、ほとんど成長せず……）

　やえ子が想おもい出で（妄もう想そう）の中ですくすくと育てていた（イメージの）壱吾とは、かけ離はなれすぎていた。

　あのころの壱吾が大好きだったのに……。

　こんなの、イッちゃんじゃない。

　最初のうちは、とまどい、敬けい遠えんすらしてしまった。

　けれど、壱吾は──ちゃんと壱吾だった。

　あのときのまま、やさしくて、あったかくて、やえ子の一番好きな壱吾のまま。

　だから、やえ子は素直になれたんだ。

　だから、今もこうして、手をつなげる。

　こんな雨の中でも。

　うれしくなれるんだ。

「行こっ、これ以上濡ぬれたくないしね。ま、もうドロだらけだけどさ」

　壱吾はドロに汚よごれていても、いつもの笑え顔がおを見せてくれた。

「うん、そだねっ」

　やえ子も、笑顔でうなずいた。

　やっぱり、ドロが付いていたけど。




　晴れ間がこちらをのぞきながら、ずっと、ハローとかいって陽気に笑ったままだ。

　この雨は、もうすぐやむだろう。

　ただ、空がまた、いつ機き嫌げんを悪くするかは、判わからなかった。







　───リン。










　　　　♪




「雨か……」

　真まっ白い少女は、ため息いきのように言った。

「通り雨だね。すぐにやむよ」

　少女の腕に抱えられた黒猫は、大きな瞳ひとみで空を眺ながめる。

　ザーッ。

　激しい雨も、樹じゆ木もくの重なり伸びる枝や葉を簡単に突つき抜けることはむずかしく。

　ザーッ。

　枝や葉っぱに、当たっては跳はね、当たっては跳ね、繰くり返し、当たっては跳ね、当たっては跳ね、繰り返し、ようやく地上にしみこんでいく。

　ドロップ。

　雨の粒つぶ。

　しずく。

　ドロップ。

　繰り返して。ループ。

　少女の黒目がちな瞳が、それらをぼんやりと映す。

　景色の中に、ひらりひらりと動くモノがある。

　雨に追われた蝶ちようがいっぴき、少女と黒猫のところにやってきた。

「んっ？」

　ダニエルが気付くのとほぼ同時に、蝶は、一ひと息いきつける場所を見付けた。

　とまる。それは、

「って！　わー、ちょっと、コラ！　ボクの鼻はおまえがとまる花じゃないぞっ!?」

　黒猫の鼻の上だった。

「えっ？　ダニエル、今のは……『お花』と『お鼻』をかけた……」

「か、かけてないよ！　ギャグじゃないよ？」

「うーわー、ダニー……。おもしろくない……」

「いやーっ！　違ちがうよ、モモ！　違うよ、モモっ！　そんなんじゃないよ！　はぁぁぁぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ、なんじゃこりゃあぁ──────っ」

　黒猫の必ひつ死しの弁べん明めい。

　それをまったく関係ないとばかりに、蝶は羽根をぱたぱたとさせる。

　すると、真っ白い少女が、くすっ、と笑った。

　綺き麗れいに笑った。




　　　　♪




「──マジっ？　デキてんの？　おまえら、デキてんのかよっ!?」

　少し遅おくれて中ちゆう継けい地ち点てんの休きゆう憩けい所じよにやってきたカレとカノジョが、男の子たちに質問攻ぜめ、というより、からかわれていた。

　カレとカノジョはいつもそうしてるように、普通に手をつないでやってきた。

　カノジョは、しまった、うかつだった。みたいな表情になったけれど、あとの祭り。男の子も女の子も一いつ斉せいにふたりに群むらがった。

　ハイキングコースのほぼ中間地点にあるこの休憩所。もっと小屋みたいなところかと思っていたが、実際は、きちんとした施設になっていた。梨り久くの近所にある公民館よりもよっぽどいい造りだ。

　小学校の体育館の半分。バスケコートがすっぽり埋うまるくらいの広さがあって、吹き抜けの天てん井じよう──天てん窓まどからは、光が射さしている。

　ここには、ご丁てい寧ねいに自動販はん売ばい機きまであった。そして、あたりまえのように値段は若じやつ干かん、高い。

　外からは、まだ激しい雨の音が流れ込んでくる。

　そんな、カレとカノジョと子供たちのやりとりを梨久は眺ながめていた。

　梨久はみんなから離はなれた場所に、今朝、集合前に買ったペットボトルのお茶を飲みながら、壁かべにもたれかかるように腰を下ろす。

　アホらし……。

　改あらためて梨久にそう思わせたのは、休憩場にくるまでずっとカノジョのことを執しつ拗ようにからかっていた五年生の男の子のせい。

　よくある話。

『好きな女の子にいたずらしてしまう』

　っていうやつ。

　まあ、女の子っていっても、もう高校生のオバさんだけど。

　男の子はあからさまに、あのおチビさんのことが気になっていたみたいだ。

　そういえば、カノジョは、かなりかわいい部類に入ると思う。

　それに明るくて、言いたいことをはっきりと口にする。

　テレビに出てるアイドルなんかより、よっぽどリアルでモテそうだ。

　…………って、なんで、自分はこんなコト考えてるんだ。

　バカらしい。

　なんにもなんない。

　そう、言い聞かせる。

「デキてるよ！　ああ、そうりゃあもうすっかりデキてるよ！」

　あんまりしつこくみんなが『付き合ってる付き合ってない』の話でからかうものだから、カノジョがキレて、ついには開き直った。

　カレに、ぎゅーっ、と抱きついてみせる。

「もう、ちょーラヴラヴっすよねぇ？　ほら、イッちゃんもなんか言ってやりなさいよッ！」

「…………あ？　え？　なに、やえっぺ？」

　としかし、カレはよそ見をしていた。

「ええー!?　ちょっとー、イッちゃぁーんッ！」

　カノジョが情なさけない声をあげると、誰だれかが「ぜんぜんラヴラヴじゃねぇー」と突つっ込みを入れた。どっと笑いが起こる。

　梨り久くは、ぼんやりとしながら雨の音に混じって聞こえてくる会話に、カレシによそ見されんなよ、とか心の中でせせら笑った。

　でも、まさかその〝よそ見〟が自分の方だったなんて思いもしなかった。

　カレが見ていたのは、梨久の方だった。

　むしろ、気にかけていた。というのが正しかったかもしれないが、そのときの彼女には、すべてを安よう易いに把は握あくできるほどの余よ裕ゆうがなかった。

　目が合うと、カレはゆるゆるとした笑え顔がおになった。

　あったま悪そー。

　つーか、見てんじゃねーよ。

　まったくさぁ、さっきからなんなワケ？

　イライラすんだけど。

　そんなことを梨久は、あっちには絶対届とどかないような声で、ぽそり。

「──たのしいねっ、梨久ちゃん」

　と、すぐ横からいきなり話しかけられた。明あけ乃のだ。

　気がそぞろな梨久は、今日は、ドキリとさせられてばかり。

　カレに気を取られていたせいで、さっきまでカレとカノジョを囲んでいた野や次じ馬うまの独ひとりだった明乃が、すぐ傍かたわらにやってきていたことに気付かなかった。

　そのせいで、梨久は明乃に返す言こと葉ばがとっさに出てこなかった。

　しかし今の独ひとり言は聞こえてなかったみたいだ。

　明乃は梨久からの反応を求めることもなかった。梨久と同じように壁かべに寄りかかり、腰を下ろす。

「ちょっと早いけど、ここでお昼にするってさ。しょうがないよね、雨降ってるし」

　言って明乃は、リュックの中から薄うす桃もも色いろに包まれたお弁当を取り出し、ピンク色の水すい筒とうの蓋ふたを外はずすと、お茶を注そそいだ。

「わたしね、まだお弁当の中身見てないんだー。お母さんが『今日は、明乃の好きなものばっかりだよ』って言ってたから、すっごいたのしみにしてたんだっ」

　明乃に対して梨久は無む反はん応のう。まるで、独り言だ。

　それでも、明あけ乃ののもともとのおっとりとしたおおらかな性格がなせるワザなのか、特に気にしていないよう。

　というより、梨り久くといっしょにいるとこういうことはよくあるので、明乃にしてみればもうなれっこ。

　まあ、どちらにせよ、梨久にすればあいかわらず、『なんで私にくっついてくるんだろう』という不ふ思し議ぎだけが残る。

　それだって梨久は特に関心があるワケでもないが。

　──だけど、今日は違ちがった。

　イライラする。

　明乃の科白せりふ。その一ひと言こと一言が、いちいち、梨久をイラ立たせる。

「お母さんね、早起きが苦手なんだってほんとは。でも、今日はね──……」

　関心を持つ持たない。それ以前のことだった。

「…………────ッ」

「梨久ちゃん？」

　唐とう突とつに梨久が立ち上がったことに、明乃は何事かと目を丸くした。

「お弁当食べないの？」

　明乃が訊きく。それほど驚おどろくことでもないだろうに、何な故ぜか瞳ひとみが潤うるんでいる。

　──そんな目で、見ないでよね！

「お弁当なんか、持ってきてないの」

　梨久の奥底に詰つめ込んでいた言こと葉ばが吐はき出される。

「え、どうして？」

　言葉の意味をそのままとらえることができず、明乃が訊き返してきた。

　そして、またイラ立つ。

　繰くり返す。

　フラッシュバック現げん象しよう。

　母親の顔。浮かんで消えて。

　自分に対して怒っていたはずの表情が、急激に変化する。

　苦しそうにうめく。うずくまる。

　それが本当に母親だったのか、鏡かがみに映った自分の顔なのか、判わからなくなる。

　錯さつ覚かくと現実。行ったり来たり。

　考えるはずの物事がすっぽりと抜け落ちてしまったように。

　気付いたら、朝で。

　コンビニで買ったおにぎりの入ったビニール袋。

　見たくないから、リュックに押し込む。

　フラッシュバック現げん象しよう。

　ループ。繰くり返して。

「どうだっていいでしょ？」

　梨り久くは、微かすかに震ふるえる声をごまかせなかった。

「で、でも──お母さん、作ってくれなかったの？」

　明あけ乃のらしい単たん純じゆんで素直な疑問だ。

　だけど、梨久は、心しん臓ぞうにナイフを突つきたてられたような気分だった。

「あのっ、じゃあ、わたしの分けて……っ」

「いらない」

　振り絞しぼった声は、短く消えた。

　それ以上言こと葉ばをつなぐことができなくなった。

　梨久は、導みちびかれるようにして、休きゆう憩けい場じようの出口へと向かう。

　いつの間にか、建物全体を鳴らしていた雨の音はしなくなっていた。

　出口にさしかかったとき、カレが何か声をかけてきたけど、それが頭の中で言葉に変へん換かんされることなく、消え失せる。

　外に出る。

　雨はあがって、さっきよりも太陽光線を眩まぶしく感じた。

　光が射うって、吸い込まれた。




　ななつの、ひかり。




　　　　♪




「──そろそろ、行かなきゃ」

　真っ白い少女が、雨の落とす音の中に、違ちがう音を拾った。

　それは、声だ。

　誰だれかを呼ぶ声。

　何かを捜さがす声。

「行こう、ダニエル」

　そう言われて、でも、黒猫は勘かん違ちがいをしてしまったらしい。

「あ、行くの？」

「うん」

　少女がやけに素直にうなずいた。

「そっか。そうだよね。うーん。モモもやっとやる気になってくれたんだねっ。なんか、ボクうれしいよ[image: ][image: ]。そうだそうだ。よーっし、仕事だね、し・ご・とっ。うんうん！　えっとねー、次の仕事先はぁ……って、あ、ちょ、ちょっとモモ!?」

　しかし、黒猫が科白せりふを終える前に、少女がその場から離はなれてしまう。

「先、行くよ」

　少女は言うが、

「えっ？　えっ？　えっ？　ど、何ど処こ行くの!?　そっちじゃないよ？」

　黒猫にはちんぷんかんぷんだ。

「えぇぇ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ??」

　そして、木々の中に風が吹いて、少女の姿すがたは溶けるように消えた。

「も、モモぉ[image: ][image: ]っ！　ふわーっ！　なんでだぁぁぁぁぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！」

　黒猫は少女のあとを追いかけて、泡あわがはじけるようにしてその場からいなくなった。




　雨があがる。

　ヒカリが射うった。




　ななつの、いろ。




　ヒカリの風景画。




　　　　♪




　空。

　青と白と、七つの色。

　雨あがり。

　晴れた空。

　虹にじが架かかってた。




　それを見た刹せつ那な、思い出した。

　小学校の読書の時間。つい最近呼んだばかりの本に書いてあったことだ。




　──虹のはじまる場所には、たったひとつだけ、どんな願いでも叶かなえてくれる神さまがいる。




　……らしい。

　心に願う一番欲ほつする願いを叶かなえてくれる。

　たまたま、梨り久くにとってはたいくつな読書の時間、手持ちぶさたの彼女に先生が勧すすめてくれたその外国のひとが書いた本の中に記しるされていたこと。

　開けば、紡つむがれるひとつの物語り。つながる。

　今、梨久が目の前にして、呆ぼう然ぜんとするほど鮮あざやかなのは、空にかかる──虹にじの橋だった。

　それもとびきり大きくて、距きよ離り感かんがおかしくなるほど間近にあった。

　虹なんて滅めつ多たに見ることがない。

　しかも、こんなに近くだ。

　これなら、虹のはじまる場所だって、すぐに見付かるかも知れない。

　梨久は、めくった本のページを埋うめていた文字を思い出していく。つなげて、言こと葉ばにして、物語りを頭の中で再さい生せいさせる。

　物語りの中で、旅人は、大きな夢ゆめを抱えて、虹のはじまりを目指す。

　願いを叶えてくれる神さまに逢あうため。

　そして、神さまと巡めぐり逢うことができた幸運な旅人はしかし、長い旅路のせいで身体からだも心も、もうボロボロだった。

　自分が願ってたことって、なんだった？

　自分の夢は、なんだった？

　なんで、此こ処こに居いるんだった？

　そして、夢も希望も心もすり減らして、すべてを失くしたそのとき、虹の根本に辿たどり着いて願ったことは、




『水が飲みたい』




　それだけだった。

　バカな話だ。

　とんでもなく愚おろかで。

　お金でも何でも望めば、水なんていくらだって買える。

　願えば、湖みずうみだって、海だって手に入る。

　なのに、旅人は、願ったんだ。

　喉のどの渇かわきをいやすための、水だ。

　私はそんなバカな願いをしない。

　私だったら……、

　お母さんの────

　そう考えたところで梨久は、はっとなった。

　自分で気付かないようにしていた気持ちが真まっ先に浮かび上がってきたからだ。

　なんで？

　それは、母親の笑え顔がおだった。

　いつもケンカをしてばかりの母親の笑顔。

　なんで？

　知らない。

　こんなの。

　なんで？

　噓うそなんかついてない。

　私はこんなモノ望んでなんかないんだ。

　ベッドで横たわる母親の姿すがた。

　今日は、お弁当を作れないからと言って。

　お金だけ渡わたされた。

　笑顔の母親じゃなくて。

　いつもの、母親がいなくなる。

　ケンカしてたのに。

　ケンカもできなくなる。

　なんで？

　こんなことばかり思い浮かぶの？

　なんで？

　違ちがう。

　私はこんなモノ望んでないんだ。

　そうだ。

　それを確かめればいい。

　私が噓をついていないって。

　見付ける。




　虹にじのはじまりを。

　そうすれば、判わかるでしょ？

　判るんでしょ？




　梨り久くは、見付けることにした。

　虹のはじまりを。

　そこに行けば──




　願いが、

　願いは、

　願いの、

　願いを、

　願う。

　真しん価か、




　短い、ちいさな想おもい、




　強く響ひびいた。







　───リン。




　　　　♪




「ったくよぉー、もぐもぐ、ガキどもめ。このプリティべいべーやえ子ちゃんのことをバカにしやがってー、さんざんだよっ、もぐもぐ……ごきゅらっ」

　結局、壱いち吾ごと〝デキてる〟ことを証明することができず、やえ子は、昼食のおにぎりをむさぼり食っていた。

「あーもー、焼きたらこ、うめぇなー。大好きです！」

　朝早く起きて自分で作っただけある。

　まあ、むしろ、母親が作るのを手て伝つだった感がぬぐえなくもないが。

　なんせ、普段はあまり料理なんてしないやえ子だ。

　壱吾の分も作るとはりきってみたけれど、お弁当に入ってるおかずといえば……、

『アレだ！　コレだ！』

『ソレだ！　でも、ムリだ！』

　とかメニューを考えていたら、結果、何を何ど処こからどうはじめたらいいのか判わからなくなってしまった。

　たかがハイキング。されどハイキング。

　子供会の引いん率そつってことは、自分たちはおまけみたいなカンジ。

　それでも、母親の手を借り（レシピも指示も全部だけど）、なんとかかんとか、壱いち吾ごの分も作った。

　愛情たっぷり。プリップリだ。

　なのに──

「なんでいないワケ!?　イッちゃんはさッッ！」

　食べてほしい相手の姿すがたが、さっきから見あたらない。

　子供たちの好こう奇き心しんから解放され、お弁当を広げていたときには、確か……、

「そ、そういえば……もう、いなかったような……」

　気付けよ、自分っ！

「何ど処こ行った、イッちゃん……？」

　それでもまだ、もぐもぐとおにぎりを頰ほおばりながら、やえ子は辺あたりを見渡した。

　休きゆう憩けい場じようには、やえ子たち子供会の面めん々めんのほかに、同じくハイキングにきているらしい中年夫婦と老夫婦がいるが、目的の人物を見失うほどの大人数じゃない。

「うーん。いない」

　としかし、その中に壱吾の姿を見付けることができなかった。

　みんな、お弁当にしているというのに……。

　外？

　雨はあがっている。

　これからの予定などもある。それで、外の様よう子すを見に行ったのかも知れない。

　やえ子は、立ち上がった。おにぎりは持ったままで。

　休憩所から外に出ると、

「おぅっ！」

　とか、なさけない声を漏もらしてしまった。

　青空と白い雲にはね返る七つの色。

　雨あがりの晴れた空。

　ものすごくおおきな、というより、ひどく近くに感じる──虹にじが空に架かかっていた。

「すっごぉ……っ！」

　ため息いきが出たが、これは感かん嘆たんというやつ。

　すると、

「ねっ。すごいでしょ？」

　やさしい声がして振り返る。そこには。

「イッちゃんっ、コレ、やっばいね！　こんなに近い虹見たことないよっ」

　壱吾とやえ子、肩を並べるというには身長の差がありすぎるふたりだけど、並んで空を見上げる。

「うん。やえっぺにも見てほしいなって思って、呼びに行ったんだけど。出てきてたんだね」

　どうやら、やえ子が壱いち吾ごを捜さがしに外に出てきたのと、壱吾がやえ子を呼びに中へ戻るのとで入れ違ちがいになってしまったみたいだ。

　休きゆう憩けい場じようは入り口がいくつかあるので、うっかりだった。

　でも、

　いいや。

　ちゃんと、逢あえたし。

「追いかけたら追いつきそうだね。なんか、あたしの身長でも届とどきそうだもん」

　こんな綺き麗れいで、もしかしたら、もう二度と見るチャンスがないかもしれないくらいの虹にじを、こうやっていっしょに見ることができてるんだから。

　やえ子は、何なに気げなく左側に立つ壱吾の手をにぎろうと、手を伸ばした。

　といっても壱吾は身体からだが大きいので、もちろん手足も大きい。やえ子は手をにぎるというよりも、壱吾の〝指〟につかまるというカンジになる。

　笑ってしまうが、それも小指だと丁ちよう度どいい。

　あたしはどんだけちっさいんじゃ。とか思うこともあったけど、最近は、こっちの方がしっくりくる。

　が──




　むにっ。




「おぅ？」

　いつもと違う感かん触しよく。

　なっ、なっ、なっ、なんじゃこりゃあぁぁぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッッ！

　とゆうか、

「おにぎり持ったままだった！」

　具ぐの焼きたらこがはみ出して、べっちょりと壱吾の手にくっついているではありませんか。

「あわわわわっ、す、すまん、イッちゃん！」

　手をたらこまみれにしてしまったのをごめんなさい。というより、せっかくいい雰ふん囲い気きだったのに、台なしにしちゃってごめんきわまりないっす。というカンジ。

　あわてておにぎりの残りを口に運び、もごもごとしながらも謝あやまりつつ、壱吾の手に付いたたらこを責任持って、ぺしぺしはたき落とす。

「あっ、いいよ、やえっぺ。べつに。それより──はい、これっ」

「んごっ？」

　なに？　と訊きいたつもり。

　壱いち吾ごは手にした赤いリュックをやえ子に手渡してきた。

　それは、お弁当と一いつ緒しよに休きゆう憩けい所じよに置いてきたはずの、やえ子自じ身しんのリュックだった。

「はい、お茶」

　言って、今度は自分のリュックの中から、水すい筒とうを取り出してお茶を注そそぐ。と、それをやえ子に渡した。

「ごきゅらっ、ぷはーっ！　イッちゃん、ありがと。……て、なに？　え？　え？　なんなの？　あ、お弁当？」

　おにぎりは飲み込めたが、状じよう況きようはうまく飲み込めない。

　なんで、壱吾がリュックを持ってきたのか？

　お昼休憩が終わるまでには、もう少し時間があるはず。まして、みんなお弁当を食べはじめたばかりだ。自分たちもお弁当にする……その様よう子すが壱吾にはない。

　どーゆーことぉ？

「子供会の会長さんには、うまく言っておいたから」

　──何をですか？

「じゃあ、行こう」

　──何ど処こへですか？

　やえ子が科白せりふを発する前に、壱吾がぽんぽんと話を先に進めてしまう。

　急いでいるようにも見えて。そして、壱吾はいつもの調ちよう子しのいつもの笑え顔がおのまま、やえ子の手を取る。

　歩き出した。

　そっちは、

「え、行くって？　みんなより先に行くってこと？」

　なるほど、雨が降ったからこの先を子供たちが歩けるかどうか、見に行くんだね！

　さすが、引いん率そつのひとだよ！　あんた鑑かがみだよ！

　それなら──

「ううん、違ちがうよ？」

　としかし壱吾は、首を左右に振った。

「ええー？　じゃあ、どうゆう……？」

「捜さがしに行ったんだ。──あの子たち」

「は……？」

「もう、休憩場にバッグもなかったし、いなかったから、早く行かないと見失っちゃうからね」

「だから、どういう？」

「だって、僕ら引いん率そつのひとだもんねっ、やえっぺ！　さあ、行こう！　早くしないと虹にじも消えちゃうから、あの子たちに追いつかないと」

　そう言って、壱いち吾ごはとびきりの笑え顔がおを見せた。

　でも、

「はぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ？」

　やえ子にはちんぷんかんぷんだった。




　空に虹が架かかっていて、そこには、真まっ白い花びらが浮かんでいた。

　まるで、虹の橋を渡っているように。




　そんな風ふうに見えた。







「見えた……」

　真っ白い少女は、はるか空の高い場所から、地上を見下ろしていた。

「なにが…見えた……の？」

　さっきから、ワケが判わからず、傍かたわらの黒猫は、コウモリのような羽根をパタパタとさせながら、疑ぎ心しん暗あん鬼きに訊きく。

「あの子たち……どうするんだろう……？」

　そう言う少女の表情からは、しかし何も読み取れない。

「なにが？　どうするの？」

　黒猫が訊くと、少女は、

「きっと、あの子、〝死〟にしばられてるんじゃないかな」

　そんなことを呟つぶやく。

「しばられる？　それって、仕事？」

「さあ、まだ、時間はあるから、あの子たちのやれることをやればいいと思う」

「…………いや、ね。モモ、ないよ、時間。仕事だから……」




　　　　♪




　休きゆう憩けい所じよまでの道のりを歩きにくいと思っていたが、あれはまだマシだったと考えを改あらためた。

　梨り久くは、道なき道を、山の中を黙もく々もくと歩いていた。

　草ボーボーとか樹じゆ海かいが広がってるというワケではないので、歩あゆみを進めることはそれほど難むずかしくはなかった。

　が、それでも、ときどき行く手を邪じや魔まするように伸びた草や枝に足を取られるのは、面めん倒どうだった。

　あー、こんなことなら、短パンじゃなくて、ズボンにすればよかった。

　いつものはき慣なれたやつできてしまったことを後こう悔かいする。

　もうすでに太ももやふくらはぎに小さな傷ができて、血がにじんでいる。

　なんか、痛がゆい。

　歩き出してから、それほど経たってない。にも関わらず、梨り久くの背中からは、もうひとりの乱みだれた呼吸音が聞こえてきていた。

　梨久は、振り返らずに、もうひとりに言う。

「だからさぁ、ついてこなくていいって、言ったじゃん」

「で、でも、ハァハァ……、わたし……っ、ハァハァ……」

　もうひとり──明あけ乃のは、肩で息いきをしながらも応こたえようとするが、うまく言こと葉ばが出てこない。

　思えば、休きゆう憩けい所じよに着く前に、ヘバっていた明乃が、こんな悪あく路ろに耐たえられるはずがなかった。それでも、『虹にじのはじまりを見付けに行く』と言い出した梨久に、ついて行くと決めたのは、明乃自じ身しんだ。

　いつもは、『何がしたい』とか、普段のことでも、夢ゆめだったり、希望だったり、現実的なことすら話してくれない梨久が、いきなり非現実なことを言い出した。

　明乃は、驚おどろいたが、なんだかうれしくなった。

「だって、わたしたち、友達でしょ」

　そう言って。

　しかし、梨久はバカかと思った。

『友達』なんて言葉が簡かん単たんに出ること自体、うさんくさい。

　だいたい、友達って、なに？

　仲良しのこと？

　じゃあ、私とあんたは、友達──じゃない。

　べつに、仲良し、ってワケじゃないでしょ？

　あんたが私にくっついて廻まわってるだけ。

　それでも、梨久は、明乃がいっしょにくることを止めなかった。

　どうせ、すぐついてこれなくなるか、あきらめるかだろう。

　倒たおれようが、どうなろうが、知ったことじゃないし……。

　そうだ。

　私とあいつは、友達なんかじゃない。

　関係ない。

　そう思って歩き出したが、すでに明乃の息は上がりはじめている。

「ハァハァ……」

　背中にかかる音。

「ハァハァハァハァ……っ」

　ゆっくりとでも確実に荒くなっていく呼吸。

「ハァッハァッハァ………ッ」

　ああ、ウルサイ！

「ったくさぁ、足あし手でまといにならないでよね」

　立ち止まり梨り久くは振り返る。

「ハァハァ……ご…ごめんね……梨久ちゃん……ハァハァ……」

　つらそうにしてるくせに明あけ乃のはまだ、梨久に笑え顔がおを見せようとする。

「チッ」

　考えるよりも先に身体からだが動いて、梨久はひったくるように明乃のリュックをはぎ取っていた。

「それで少しはマシんなるでしょ？　もう、次はないからね」

　明乃の返事を聞くことなく梨久は、前を向いて再ふたたび歩き出した。

「ごめん……ありがとう、梨久ちゃん。いつも、心配してくれて」

　という明乃の声を梨久は、無む視しした。

　傷になったところじゃない部分が、なんだかむずがゆい気がした。




　梨久が目指しているのは、虹にじのはじまり。

　さっき見た虹は、とても近いところにあった。

　今まで梨久が目にしてきたどの虹よりも、ずっと近く。

　すぐ近くの山の中だ。

　真まっ直ぐ歩いていればそのうち着く。

　そしたら、すぐにみんなのところに戻れるから、何の問題もない。

　なら、見付けられると思った。

　いつもなら、こんなこときっと考えなかった。

　今日の自分は、いったいどうしたんだろう。

　虹のはじまり。

　願い事を叶かなえてくれるという神さまにも逢あえる。

　叶えてほしい願い事なんて、いくらでもある。

　携けい帯たいゲーム機がほしい。最新のやつ。そのソフトもほしい。ＲＰＧだ。

　新しい自転車もほしい。今のは、小学校に入ったころのやつだし。

　髪かみも早く伸びてほしい。この前、切りすぎた。明乃くらいの長さがいい。

　体育で長い距きよ離りを走らされないようにしたい。

　あと、面めん倒どうな合がつ唱しようコンクールもなくなればいい。

　早く、オトナになりたい。子供はイヤだ。

　この世界は、オトナの都つ合ごうのいいことばかりでできている。

　子供ががんばらなきゃならないのも、きっとオトナのせい。

　子供は、オトナのいいなりだ。

　でも、そんないいかげんなオトナにはなりたくない。

　つまらないオトナにはなりたくない。

　お金もほしい。

　楽らくができたらいい。

　ほら、考えただけで、しあわせなことばっかりじゃないか。

　今すぐ、ほしいモノ──

　それは、ゲームのはずだ。

　それは、自転車のはずだ。

　本当にほしいモノだけのはずだ。

　なのに、

　なのに、

　ほしいモノがひとつ浮かぶたびに、母親の顔が思い浮かぶ。

　なんで。

　昨日きのう、ケンカしたのに。

　おとといもケンカした。

　いつも、ケンカしてる。

　梨り久くには、家族と呼べる人間が、母親しかいない。

　シングルマザー。

　父親の顔もしらない。でも、死んではないらしい。

　逢あいたいとは、思わない。

　最近は、母親とも顔を合わせたくないのに。

　自分と母親を捨てた人間に、逢いたいなんて思わないでしょ？

　それなのに、母親とは顔を合わせればケンカばかりしている。

　あーしろ、こーしろ、うるさい。

　自分はどうなんだ。

　朝から夜までずっと、ずぅーっと、働はたらいているクセに、「お金がない」「お金がない」そればかりじゃないか。

　おまけに、会社で嫌いやなことがあったり、気に入らないことがあるとすぐに私に当たる。

　オトナなんて……信用できない。

　梨り久くは、ずっとそう思ってきた。

　だけど、昨日、母親が梨久の目の前で──倒たおれた。

　いつものように会社から帰ってくると、宿題もせずテレビに向かってゲームをしていた梨久に小こ言ごと。

　梨久もそれにムッとなって言い返す。ケンカがはじまる。

　いつもといっしょだ。

　それが違ちがっていたのは、夜のご飯はんの用意と、明日の梨久のハイキングで食べるお弁当の準備をしていたはずの母親が、台所で派は手でな音を立てて、床ゆかに倒れ込んだ。

　あんなに強い母親が倒れた。

　梨久は、母親の元気なところしか見たことがない。

「お母……さん……？」

「……大だい丈じよう夫ぶ……だから……」

　そう言う母親の声は、ひどく弱々しく、このまま目を閉じて立ち上がることはもう二度となくなってしまうんじゃないかと思った。

　朝になっても、母親はベッドから起きるのもつらそうで、梨久はハイキングなんかに行く気になれなかった。

　それなのに、母親は、

「大丈夫だから、行ってきなさい」

　と言った。

　お弁当は作れないから、キッチンに財さい布ふが置いてあるから、自分でなんか買いなさい──なんて、なんでこんなときにも母親は命令をするように言うんだろう。

　言いつけも守らないし、口答えばかりするから？

　なら、今日ぐらい言われた通りにしてあげる……。

　そして、梨久は、ベッドで眠る母親を置いて、家を出た。

　ハイキングなんて、気分じゃなかったけど。

　家にいることもできなかった。

　だって、お母さん……、

　こんなところ見たことないよ。

　ケンカばかりだけど、ケンカすることさえできなくなって。

　あんな、お母さん、見たくないよ。

　後こう悔かいしていた。

　ちゃんと家にいればよかった。

　あんな状態の母親をひとりきりにしてこなければよかった。

　このまま、もう、二度と逢あえなくなるかもしれない。

　死んじゃうかもしれない。

　本当はいつも、後こう悔かいしている。

　ケンカのあとには、いつだって、嫌いやな気分になる。

　ごめんなさい。と謝あやまってしまえば、すむことなのに、できない。

　素直になれない。

　虹にじを見たとき、願い事を叶かなえてくれる神さまのことを思い出した。

　一番最初に、思い浮かんだのは、母親の顔。

　笑ってる顔。元気な顔。

　ああ、素直になりたい。

　ごめんなさいも、ありがとうも、ちゃんと言えてない。

　素直になりたい。




　でも──なれない。

　なれない。

　どうしよう。

　母親にも、明あけ乃のにも、誰だれにも。

　どうしたらいいんだろう。

　どうしたらいいの？




　虹のはじまりは、もうすぐだ。

　明乃も悪あく路ろに身体からだがなれてきたのか、なんとかついてきている。

　虹のはじまりは、もうすぐなんだ。

　見付かる。

　願いを叶えてくる？

　ねえ、神さま？




　お母さんを──元気にしてくれる？




　そんなときだった。

　真まっ白い花を見付けた。




　それは、真っ白い女の子だった。







　───リン。







　　　　♪




　虹にじのはじまりを捜さがしに行ったふたりは、まだ、遠くにはいっていない。

　カレとカノジョは、それを追いかける。

　ふたりに何かあったらたいへんだ。

　それに、カレとカノジョは、今日は、子供たちの引いん率そつ。

　ふたりを、子供たちを守る責任と義務がある。

　だから、きっと、あの虹が架かかったあそこに──




　山の中を行く、もうふたり。

　壱いち吾ごとやえ子。でこぼこなふたり。

　しかし、やえ子は、壱吾に手を引かれているだけで、今どのへんを歩いていて、何ど処こに向かっているのか知らなかった。

　むしろ、気になっていたのは、




　──つーか、これって、もしや!?




　壱吾は若じやつ干かん、いつもよりも無む口くちで何かを考えているようだ。

　それに、何処かキンチョーしている感じもする。

　さらに、こんな人ひと気けのない山奥に、ずんずん、ずんずん、進んでいってる。

　木々が生い茂しげってて、進めば進むほど、辺りは薄うす暗ぐらくなってく。

　ふたりきり。

　そうなんです。

　いやいやいやいや、でも、今日、あたしたちは、子供たちの引率で責任と義務とかいろいろあって、そんなことしてる場合じゃ……。

　そんなことって、どんなことだよ。

　イッちゃんは大だい丈じよう夫ぶって言ってたけど。

　引率責任者のおじさんとか、みんな、心配してないかなぁ……。

　で、でも！

　ふたりきりなんですっ。

　えっ？　ふたりきりですか？

　ちょっと、待まって。

　他には誰だれもいないんですか？

　そうなんですっ。

　これって、もしかして、……ムフッ。

　ヤヴァイ♡

　あらやだっ！　イッちゃんったら！

　人ひと気けのない山奥、薄うす暗ぐらいところ！

　そしたら、することなんて決まってるじゃないのさ、奥さん!?

　そ、そんなイッちゃん！

　あたしたち、まだ高校生よっ！

　でも──やってやれないことはなくてよ！

　いいのよ、イッちゃん。

　おねえさん、判わかってる。

　判っちゃってるわ。

　シチュエーションがちょっとマニアックだけど、だいじょうぶ。

　ヤッてヤレないことはないッ！

　アハハハハッ。

　我わが友人Ａ、Ｂ、Ｃよ。

　ごめんね、あたし、お先ネっ！

　ムフッ♥

　あー、いかんいかん。

　よだれが……。

　すると、ここまでほとんど口を開かなかった壱いち吾ごがやけにまじめな表情で、やえ子の手を強くにぎりしめたりなんかしてくるもんだから。

「あのさ、やえっぺ……」

　しかもちょっと声も渋しぶいような感じがしたもんだから、







　き、き、き、き、き、き、き、きたぁぁ────────────────ッ！







　いいのよ、イッちゃん！

　がばっときても！

　バッチコーイ!!

　ドキドキ、わくわく。

　ドキドキ、はらはら。

「僕ぼくね、海外にいたころさ。一度だけ、あんな綺き麗れいな虹にじを見たことがあるんだ」

　え、あ？

　あー、そういうところから入ってくのね。

　じらしプレイね！

　オーケーオーケー、おねえさん。そういうのもバッチコイだから。

　変化球にも強い方よ（？）。

　やえ子の妄もう想そうは暴ぼう走そうするばかりだった。

　が──

「虹のはじまる場所には、なんでもひとつだけ、どんな願いでも叶かなえてくれる神さまがいるんだ」

「は？」

「知らない？　僕、子供のころに読んだ本に書いてあったんだけど」

　な、なんの話ですか？

「あの子たちも、たぶん、神さまに逢あいに行ったんじゃないかな？」

　なに？　どーゆーことー？

「あんなに虹にじが近くにあったんだよ？　僕だって、もしかしたら虹のはじまりを見付けられるかも、って思っちゃうよ。やえっぺもそう思わない？」

　うん。思わない。

　つーか、なんじゃそりゃあ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッ！

　なんだ、違ちがうのか？

　暗がりでムフフじゃないの？

　ムッフィングはどうした？

　ま、まさか……、




　ディス・イズ・はやとちり。




　はうぁ──ッ！

　あたしってば、チョーハズイっ！

　先走っちまいやがりましたよ！

　ぐあー。

　また笑われるー。

　友人Ａ、Ｂ、Ｃのおもちゃにされるー。

　ぐはー。

　ようやく、自分がとんでもない勘かん違ちがいをしていたことに気付いた、やえ子。

　あと、自分から話をしなければ、今の先走り事件も友人たちに知られないことも気付けばいいのに……。

　妄もう想そう暴ぼう走そうの果てに、がっくりと力なくうなだれるやえ子の手を引いて、壱いち吾ごは話を続ける。

「僕ぼくは、本当はまだ今でも、虹のはじまりがあればいいなって思ってるんだ。あのときは見付けられなかったけど」

「え？　イッちゃん、捜さがしに行ったことあるの？」

　やえ子が訊きくと、壱吾は照てれくさそうに頭をかいて、思い出し笑った。

「うん。海外あつちにいたころね、友達とふたりで」

　そういえば。やえ子は、はたと思った。

　壱吾の海外にいる間のこと、よく知らない。

　壱吾と再さい会かいするまでの六年間。

　やえ子にはやえ子の時間があったし、壱吾には壱吾の時間があった。

　再会してからは、毎日が楽しくて、逢あえなかった時間を埋うめようと一生懸けん命めいだったし、すっかり忘れてた。

　今がしあわせすぎたのかもだ。

　だって、こうして手をつないでられるんだから。

「その友達ってゆうのが、いっしょに虹にじのはじまりを捜さがしに行くまで、そんなに仲良くなかった子だったんだ。その子、あんまり他人と関わろうとしなかったし……」

　壱吾の中で、想おもい出でが鮮あざやかに色づいていた。

　当時、壱吾は海外にやってきたばかり。言こと葉ばは以前から少しずつ両親に教えてもらっていたとはいえ、コミュニケーションを取るには完全じゃなかった。

　そして、〝その子〟もまた、別の国からやってきた子供だった。

　壱吾は、持ち前の明るさと物もの怖おじしない性格で、どんどんと地元の子供たちの中に飛び込んでいって、間もなくして、とけ込むことができた。

　けれど、その子は、それができなかった。

　まるで、自分以外の誰だれも認めないようなそんな感じだった。

　のちに判わかったことだが、両親の仕事の都つ合ごうでやってきた壱吾と違ちがい、その子は両親が離り婚こんして母親の国にやってきたという。

　両親同士がケンカして、別れて、それを目まの当たりにしていたせいで、人を信じられなくなっていたようだ。

　その上、慣なれない環境。言葉は不自由なく話せたが、コミュニケーションを取ることはなかった。

　壱いち吾ごは、ちゃんと言葉が話せなくても、みんなと仲良くなれた。

　その子は、ちゃんと言葉が話せるのに、みんなと仲良くなれなかった。

　ふたりが虹のはじまりを捜す冒険に出るのは、ふたりが出で逢あって丁ちよう度ど三ヶ月目のこと。

　雨あがりに、空に大きな、とても大きな虹が架かかった。

　今まで見た中で、一番大きくて、一番綺き麗れいだった。

　そのとき、ふたりは、学校の図書室にいた。

　借りた本を返しにきていたけれど、思わず窓まど枠わくから身を乗り出して、そこから見える巨きよ大だいな虹に目を奪うばわれた。

　ふたりの手の中には、同じ本。

　図書室に二冊あったモノをほとんど同じ日に借りていたらしい。

　その子は言った。

「虹のはじまりを見付けに行く」

　壱吾はそれを聞いて、なんだかうれしくなった。

「僕もそう思ってたよっ」

　その想いを、足たりない言葉を、身振り手振りで表現して。

　そして、ふたりは虹を捜す旅に出た。

「──でも、まあ、さっきも言ったけど、見付からなかったんだ。虹のはじまり」

「そっか、残念だったね」

　やえ子は、本当にそう思った。

　きっと、ふたりは本気で見付けられると思って、捜さがしに行ったんだ。

　それなのに──

「裏うら切ぎられた。って思った？」

　やえ子は訊きいた。

　自分にだって、子供のころ信じていたモノが、本当はないと知ったことぐらいある。

　そのときの悲しみといったら、思い出すだけでも、胸が痛くなる。

　だけど、壱吾は、

「ううん。ぜんぜん。今でも旅は続いてるから」

　と笑った。とびきりの笑え顔がおで。

　やっぱり。

　イッちゃんなら、そういうと思った。

　意い地じ悪わるな質問だったけどさ。

　それに……、




　──笑顔、ぐーっ！




　おねえさん、たまりませんわ。

　おーっとっとっと、また、よだれがっ。

「イッちゃん、虹にじのはじまりを捜しに行ったってことは、なんか願い事あったんでしょ？」

「あったよ。でも、もうそれ叶かなちゃった」

　そ、それって、もしや!?

　すると、壱いち吾ごは簡単に言った。

「やえっぺにまた逢あえますように。ってやつ」




　き、き、き、き、き、き、き、きたぁぁぁぁぁ────────────ラヴッッッ!!




　や、ヤバイ！

　鼻血出そう！

　ああもうっ、あたしは、下げ品ひんなオヤジか！

　で、でも、数年分の空くう白はく、その反動の衝しよう動どう…………なかなか止められませんくてよ！

「クソかわいいぞ、イッちゃんっ！」

　なかばどさくさにやえ子は、壱吾に抱き付いた。

　もうなんか、草くさ葉ばの陰かげに連れ込んで押し倒たおしたい気分だった。

「あたしゃ、世界一のしあわせもんだよっ！」

　こんなに想おもわれて、うれしくないワケない。

　しあわせを感じないワケがない。

「叶かなったら、あたらしい願いができたけどね。僕、欲よく張ばりだから」

　やさしげな声がやえ子の耳をくすぐる。

「それって、なに？」

　やえ子が訊きくが、壱吾は首を振った。

「こういうのってさ、なんか口にしちゃったら、叶わなくなる。ってよくいうでしょ？」

　だから、教えてくれないってことか。

　ふーん。

　いいもん。

　あたしにもあるもん。

　願い事。




　──このまま、こんな風ふうに、ずっといっしょにいられますように。




　笑え顔がお。

　あったか。

　まぁるい気持ち。

　ぜんぶ、抱きしめていくんだ。

　けど、

　それは言わないよ。

　ぜったい叶えたい願いだから。

「だからさ、あの子たちのこと、止められなくて」

　壱いち吾ごが言う。

「ん？　さっきから出てるけど、『あの子たち』って？　虹にじのはじまり捜さがしてるのイッちゃんじゃないの？　他にもいるの？」

「うん、ほら、小四の、髪かみの短い子と長い子……」

「んー？　あ、あの子？　なんか無ぶ愛あい想そうな子。イッちゃんが話しかけても、無む視ししてどっかいっちゃった子……って、アレか、あのときから、いなくなってたの？」

「そういうこと。ふたりが山の中に入ってくの見たんだけど、声かけられなかった」

「マジで？　なんで止めなかったの？」

「あの子、すごく真しん剣けんな目をしてたんだ……。あのときと同じ……」

「……そっか」

　遠い国での冒険。

　いっしょに旅した友達。

　虹にじを見たとき、あっちでのことを思い出して、あのときの友達と同じ目をしていたんだろう。

　だから、止められなかった。

　あの子たちに、自分たちを重ねて。

「だったら、しょうがないか……」

　ぽそりとやえ子のちいさな唇くちびるからこぼれた言こと葉ばに、壱吾が「え？」と訊きき返すが、なんでもないよとごまかした。

　なんとなく壱吾のやろうとしていることが判わかってきた。

　やえ子たちは今日、〝引いん率そつ〟なんだ。

　子供たちをしっかり守る責任がある。

　あと、このせいで、手作り弁当を壱吾に食べてもらえなかったという無念もあるんで。

　どうしてくれよう。

　とりあえず、

「よし、行こうっ！」

　やえ子は言った。

　壱いち吾ごから身体からだを離はなして、今度はちゃんと手をにぎった。

　だが、しかし、

「うん。でもさ……」

　壱吾は、ぽりぽりと頰ほおをかいた。

「さっきから、どうも……」

「え、なに？」

「うんとね、言いにくいんだけど」

「だから、なに？　なんなの？」

「虹にじも消えてて、目め印じるしなくしてさ」

「はい？」

「ぶっちゃけると、なんか、──迷ってるっぽいんだよね」

「え？」

　よく見れば。獣けもの道みちと呼べる道すらなくなり、チョー山の中。

　そういえば。やえ子が幼おさないころ、なんでいつも壱吾の手を引いていたか思い出した。

　壱吾が──チョー方向音おん痴ちだったからだ。

　ということは。

「え？　え？　え？　えぇぇ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!」




　──マジでかッッッ!?




　　　　♪




　不安なんて、誰だれにでもあるモノで、いつだってそこらへんに転がっている。

　たいせつなのはそれをどうするかで、自分自身が決めること。

　不安と向き合うか、逃げるか。

　それに気付けば、簡単なことなんだろう。

　自分の一部、それは自分自身の一部だって、気が付けば。




　虹が消えても、その場所まではだいたい見当が付く。

　ずっとまっすぐ山の中を進んでいく。獣道を分け入る。

　すると、今までの場所よりもいくぶん開けた、光の差し込む場所に出た。

　しかしそこは今までよりも足場が悪く、すぐ近くに水の流れる音が聞こえたが、水みず辺べへ行くにはほとんど垂すい直ちよくのところを降りて行かなくてはならなかった。

　そんな場所で、梨り久くは〝花〟を見付けた。

　真まっ白い花は、風が吹くと花びらを散らして、真っ白い女の子になった。

　女の子は、髪かみも肌はだも着ている服も真っ白。

　それだけに、惹ひき付けられる赫あかい靴くつと、その細い指がからめ持つ大きな鈍にび色いろの鎌かまが不ふ思し議ぎな雰ふん囲い気きを引き立てる。

　女の子の花きや車しやな肩の上、長い髪の毛をかき分けるようにして、ひょっこり黒猫が顔を出した。赫い首輪に付けられた大きな鈴すずが、りりりん、と歌を唄うたうように鳴く。

　梨り久くは、ぴくりとも動けないで、視し線せんは女の子に釘くぎ付づけだった。

　明あけ乃のも梨久と同じように固まっている。

　女の子の黒目がちな瞳ひとみが、梨久をとらえた。

　じっと見つめる。

　しかし、すぐに視し線せんを外はずして、歩き出してしまった。

　梨久は、すがるように叫さけんだ。

「待まって！」

　その声に女の子は再び動きを止め、梨久に向く。

　──虹のはじまる場所には、願い事を叶かなえてくれる神さまがいる。

　神さまが女の子なら、きっと、こんな感じに違ちがいない。

「あなたが神さまなの……？」







[image: ]







　震ふるえる声で梨り久くが訊たずねると、しかし、女の子は、薄うすく笑って小首をかしげた。

「どっちってゆうと、あたしは、〝死〟を司つかさどる方だけどね」

　女の子は、オトナびているのに子供じみた不ふ思し議ぎな声で答えた。

　それに、

「死神だっ」

　と、黒猫がかわいらしい男の子の声でつけ加える。

「そして、ボクがその死神のものぉ[image: ][image: ][image: ][image: ]すごく優ゆう秀しゆうな仕つかえ…………んもぁぁ[image: ][image: ]……っ」

「はいはい、判わかった。判ったから」

　黒猫が最後まで言う前に、面めん倒どうくさそうに女の子がその口をふさいだ。

　──シニガミ？

　じゃあ、やっぱり……、神さま？

「ならっ！　聞いてほしいことがあるの！」

　梨久はふるえが止まらない足を前に進ませ、女の子に近付いていく。

　明あけ乃のが悲鳴のように小さく、アッ……、と声を上げるが、今の梨久の耳には届かなかった。

「なに？　聞いてほしいこと、って」

　女の子は、また歩き出す。ゆっくり、ゆっくりだ。それもふわりと跳はねるように。

「あのっ、えっと……」

　言こと葉ばに詰つまる。

　それ以上、何も出てこない。

　すると、女の子が言った。

「あなた自身が自分で見えていない気持ちなんか、あたしに見えるはずないじゃん」

「え？」

「だから、あたしには、あなたの願いは叶かなえられない」

　女の子の科白せりふに、梨久は一いつ瞬しゆん呼吸ができなくなった。

　なんで？

　なんで、聞いてくれないの？

　叶えてくれないの？

　お母さんだけでいいの。

　他には何も望まないから。

　なんで、叶えてくれないの？

　女の子の瞳ひとみに、梨久が映る。

　心を見透かされるように。

「お願い！　私のお願いを聞いて！」

　それでも振り絞しぼるように、やっと声が出た。

「なら、もがくしかない。自分自じ身しんで、一生懸けん命めいね」

　としかし言って女の子は、ふわり、浮かんで梨り久くから遠ざかっていく。

　梨久は恐くなった。離はなれていくのに。

　逃げたくなった。

　と、女の子は言う。

「それを決めるのもキミ。逃げるのも、もがくのもね」

　女の子のオトナびているのにひどく子供っぽい声が、透すき通って、梨久の中にしみこんでいく。

「それに、運命は変わらない。変えられない」

　女の子は、真まっ直ぐに梨久を見る。

　梨久は、心を確かめる。

　でも、それでも、

「私を、ううん。──私のお母さんを助けてほしいの！」

　願い事。

　ひとつだけ。

　叶かなえたいのは。

　やっぱり、母親の笑え顔がおだった。

　あのとき、力なく倒たおれた母親。

　恐くって、でも、何もできなくって。

　何かしたくても、できないと判わかってる母親は、言った。

『大だい丈じよう夫ぶ』だと、私はなにもしなくてもいいと。

　だから、意地を張って、母親をひとりにしてしまった。

　けど、もう、ケンカすらできなくなってしまう。

　死んじゃう……。

　いやだ。

　いやだ。

　イヤだ──

「お母さんが元気になるようにしてほしいの！」

　想おもいが言こと葉ばになる。

　願いが言葉になる。

　お母さん、元気になって。

　そしたら、言うんだ。

　ごめんなさい、って。

　ありがとう、って。

「だったら言こと葉ばにして、口に出して、声は届とどくよ。きっと、ちゃんと、届くよ」

　と、さっきまでの薄うすい笑えみが消え、あたたかな笑みを浮かべる女の子。

　そして、最後に、

「願い事が見付かったなら、十秒数えて、想おもい描えがいてみて。それが叶かなうところを。じゃあね、がんばって──」

　そう言って、笑った。

　綺き麗れいに笑った。

　視し線せんが梨り久くと明あけ乃のを見ていた。

　女の子はそのまま、霧きりが晴れるように、すぅーっと消えていなくなってしまった。

　いきなりの連続にいうことを聞いてくれない手足の代わりに梨久は、きょろきょろと目を動かし、辺りを捜さがす。真まっ白い姿すがたを捜す。

　もう、何ど処こにもいない。

　どうしよう。

　叶えてくれなかった。

　願い事。

　たったひとつの。

　考えてみれば、考えようとしなかっただけだったんだ。

　不安になってしまうから。全部が、信じられないことも不安で仕方がなかった。

　本当は、ちゃんと信じていたいのに。

　どうして、つまらない意地を張ってしまうんだろう。

　ひとりでなんか、生きられない。

　誰だれかに寄り添そって、誰かに頼たよって、生きているのに。

　どうして、素直になれないんだろう。

　素直になれば、嫌いやなことばかり言わなくてすむ。嫌なことばかり思わないですむ。

　ケンカなんかしなくていい。

　こんなところにもこなかった。

　虹にじのはじまりを捜そうなんて思わなかった。

　願いは？

　私の願いは？

　叶えたいこと。

　お母さんの顔しか浮かんでこなかった。

　コワイ。さびしい。

　死んじゃイヤだ。

　いなくならないで。

　私のこと、ひとりにしないで。

　今すぐ、傍そばにいる明あけ乃のにすがりつきたい。

　なさけなくて、みじめで。

　でも、何もできなくて、泣いてしまうこともできない。

　なんで、こんなときにも意地を張ってるんだろう。

　私は……っ。

　シングルマザーの家庭に育って、忙いそがしい母親を助けたい気持ちがありながら、一方で、学校の行事には必かならずといっていいほど参加できない母親に不満を抱いだいてしまう。

　それが複雑な想おもいになって、素直になれなくなった。母親だけじゃなくて、誰だれにも。

　心が折おれそうだ。

　もう、遅おそいの？

　戻れない？

　願い事は叶かなわないまま……？

　身体からだから力が抜けていく。

　意識が遠くなっていく。

　こんなところで、急な場所で倒たおれたら、危ないのに。

　下に落ちてしまう。

　そんなとき、声がした。

　とても騒さわがしい声だった。

「いたぁ──────────────────────────ッッ!!」

　響ひびく。

　それは、カノジョの声。

　壱いち吾ごとやえ子がそこにいた。




　　　　♪




　木々が邪じや魔まして、太陽光線をさまたげる。

　それでも漏もれてくる陽は、やさしくて、あたたかで、誰かの腕の中のようだった。




　すばやく、壱吾が近くにいた明乃に駈かけ寄る。

「だいじょうぶ？」

　放心状態の明乃だったが、

「梨り久くちゃんっ」

　友達の名前を呼ぶ。

　けれど、梨り久くは、頭かぶりを振り、

「なんで、あんたたちがいるの!?」

　冷たく言った。

　本当は、そんなのどうだっていい。

　誰だれかがきてくれたのに。

　こんなにも安心できているのに。

　どうして、私は意地を張ってしまうんだ。

　誰も必ひつ要ようとしてないなんて、思いたくないのに。

「ちょっと、危ないじゃん！　あんた、こっちきなって！」

　やえ子がすっとんきょうな声を上げる。

　梨久が立っているところから、少し行くとそこから道がなくなっている。

　崖がけのようになっているんだろう。

　さっきの真まっ白い女の子に注意がいっていて気付かなかったが、女の子がいなかったらそのまま進んで、落っこちていたかもしれない。

　しかし今も、ちょっとでもバランスをくずしたら大変なことになりそうだ。

「梨久ちゃん！」

　さっきまで呆ぼう然ぜんとしていた明あけ乃のだったが、梨久が危険な場所に立っているのに気付くなり、動いたのは──明乃だった。やえ子や壱いち吾ごたちよりも早く。

「また捜さがしに行こう。わたしも行くからっ」

　明乃は、ふらふらとしながらもちゃんと梨久のもとへ歩いていく。真っ直ぐに彼女を見て。

　そして、手を伸ばせば触ふれられる距きよ離り。

　強い意志を持って、明乃が梨久に接しようとしていた。

「また、いっしょに行こう」

　手を伸ばす。

　だけど、その手を拒こばむように、梨久は言う。

「なんで？　なんで、そんなこと言うの？」

　声が震ふるえた。

　明乃は、にっこりと微笑ほほえんだ。

「だって──友達でしょっ」

　触れる。手が、手をつかんだ。

　その瞬しゆん間かん、梨久の身体からだから完全に力が抜け落ちる。

　あわてて、明乃がそれを支えようとするが、梨久の膝ひざががくりと折れ、重力に引かれてしまう。明乃ごと後方に身体を持っていかれた。

　それでも明乃はその手をつかんで絶対に離はなさなかった。

　けれど、非ひ力りきな明あけ乃のでは力の抜けた梨り久くの身体からだを支えきれなかった。

　このままでは、真まっ逆さかさまに転げ落ちてしまう。

「りっ、梨久ちゃんっ！」

　叫さけぶが、梨久は意識を失っていた。

「こなくそぉぉ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！」

　やえ子だった。

　ふたりのところまで転がるように駈かけ付けると、梨久と明乃の身体を両手で抱かかえた。

　が──

「む、む、む、む、む──無理ぃぃぃ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！」

　小学生級の体格のやえ子じゃ、ふたりを支えるのに、完全に無理があった。

「やえっぺ!!」

「イッちゃん……っ、──とゎわすたすけとぅえけてぇ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッ！」

　悲鳴を上げるやえ子の身体ごと、梨久と明乃を包む大きな腕。

　しかし、壱いち吾ごに抱えられたまま、転がり落ちていく。

　記き憶おくが途と切ぎれた。




　　　　♪




「あーあ……、どうすんの？」

　黒猫があきれた風ふうに口を尖とがらす。

「どうもしないけど？」

　言って、真っ白い少女は、小さく笑った。

「またさー、結局さー。やんなっちゃうよ……。ちょっと、知った顔がいたからって……なんで、こうなるかなー……。ほんともう、おせっかいなんだからぁ……」

「べつに、あの子たち死ぬ予定なかったんだし」

「それはそう……だけどさぁ……結局──助けちゃったじゃないか……。子供たちが危ないからって、あいつらがくるまで時間かせぎしたでしょ？　それにさ、今も……。あーあ、知らないよ？　ボク知らないからね？　また、人間と関わって……」

「あははっ、まあ、いいじゃん」




　　　　♪




　ヒカリが眩まぶしくて、目をそらした。

　光があったかくて、目を開いた。




「あたし……マジ死ぬかと思ったよ、イッちゃん！」

　やえ子は、生きてることを実感すべく、壱いち吾ごに抱きついた。

　ぎゅっとした。

　あったかかった。

　あー、生きてるんだ。って思えた。

　壱吾は、

「うん、生きてるんだよ」

　と、いつものやさしい声で言ってくれた。

　やえ子たちは、崖がけのようになったところから真まっ逆さかさまに転がり落ちた。

　下は河原になっていて、石がごろごろしていた。つまり衝しよう撃げきをやわらげてくれるような、クッションになりそうなモノは何もなかった。

　──でも、かすり傷ひとつなかった。

　いや、正確に言うと。落ちていく際さいに、サーフボードのように下した敷じきになった壱吾が小さな切り傷やすり傷を作ったぐらいで、やえ子も、梨り久くも、明あけ乃のも、無事だった。

　崖は数メートルあって、普通なら、骨ほねの二、三本折おれてても文もん句くひとつ言えやしない。命だって危なかったかもだ。

　……特に、壱吾が。

　なのに、無事だったのは、奇き蹟せきとしか言いようがない。

「いやさ……これこそ──」




　愛のチカラっっ！




　かよ！

「いやー、マジでやってやれないことはないなぁ……イッちゃんが……」

　見れば、壱吾が川でタオルを濡ぬらして戻ってきたところだった。

　それを、梨久と明乃に、

「はいっ、汚よごれちゃったでしょ？」

　と手渡そうとする。

　けれど、落ちてすぐに意識を取り戻した梨り久くだったが、壱いち吾ごの腕から流れる血を見た途と端たん、とりつかれたように泣き出した。

「ごめんなさい！　ごめんなさい！」

　ただ繰くり返す。

　今も、そうだ。

　そんな梨久に寄り添そい、明あけ乃のがずっと抱きしめていた。

「ごめんなさい、ごめんなさい……っ」

　また、繰り返す。

　それは、今まで言えなかった分を必ひつ死しでつぐなおうとしているように見えた。

　と、壱吾は、しゃがみ込んだ。

　明乃と目を合わせ、にこりと微笑ほほえむ。

　それから、やえ子が大好きなやさしくてあったかくて、包み込むような声で言った。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。もう、大丈夫だよ」

　大きな手で、よしよし、とでも言うように壱吾は、梨久の髪かみを撫なでた。

　どうして、梨久がこんな行動を取ったのかを訊きかないんだろう。

　どうして、危険な思いまでして、誰だれかを助けられるんだろう。

　ああ、そうか。

　このひとは、信じているんだ。

　私を、そして、カノジョのことを。

　だから、カノジョもカレのことを信じてる。

　あのとき、あの瞬しゆん間かん、カレなら助けてくれるとカノジョは信じていた。

　カレも自分なら、カノジョを助けると信じた。

　だから、信じられるんだ。

　私は、なれるだろうか。

　そんな風ふうに、思えるだろうか。

　誰かのことを、想おもえるだろうか。

　私なんかのことを、友達と言ってくれる子のために。







　そんな様よう子すを見つめながら、やえ子は思った。

　いつだって、自分のことより、他の誰かのことが一番。

　たいせつにしたい気持ちがいっぱいになる。

　たいせつな気持ちでいっぱいにしてくれる。

　それが、やえ子が大好きな男の子──壱吾。

　やえ子は、そんなカレの一番になりたいなーとか、思う。

　そして、この子たちにもそんな気持ちを持ってほしい。




　さあ、帰ろう。

　みんなのところへ。




　……帰り方判わからないけど……。




　　　　♪




　結局、引いん率そつ責せき任にん者しやのおじさんに、梨り久くと明あけ乃のがいなくなっていたことがバレ、しかもそれを黙だまっていた壱いち吾ごとやえ子が怒られた。

　何もなかったからいいものの、と。

　本当は、あったんだけど。

　ケガをした壱吾は、笑って、ごまかしていた。

　たしかに、梨久たちのことを止めなかったのは、壱吾だ。

　それに、壱吾たちが自分のために叱しかられているのをただ見てる梨久も、つらい。

　それが壱吾には判っていたんだろうけれど。

　梨久のこと、何も訊きかなかったクセに、なんでそんな風ふうにかばえるんだ。

「信じてほしいから、信じるんだよ」

　ハイキングの帰り、別れ際ぎわにカレは、梨久にそんなことを言った。

　だから、信じるんだ。キミのことを。

　そんな風にも聞こえた。

　なんだか判らないけど、判ったような気がした。

　ずっと、帰り道もいっしょに肩を並べて歩いている明乃の笑え顔がおを見ていると、そんな気がした。

　信じる何かがきっと何ど処こかにあるのかもしれない。

　それは遠くか、近くか。

　ただ、遅おそくはないいつか見付かると思った。

　明乃は笑ってた。

「ありがと……」

　ぼそりと、梨久は呟つぶやいた。

「え？　なに？」

　声がちいさかったから、明乃には聞こえなかったみたいだった。

「ううん。なんでもない」

　家に着いたら、母親にも、

『ごめん』と、

『ありがとう』を言おう。

　そして、元気になってほしいと思った。




　　　　♪




「ただいま──」

　玄げん関かんのドアを開けた梨り久くは、びっくりして目を白黒させてしまった。

　母親が、普通に立って、キッチンで夕ゆう飯はんの用意をしていたからだ。

「ど、どーゆーこと？」

　ようは、アレだ。

　母親は、ただの──風か邪ぜだってことだ。

「えっ？　死ぬんじゃないの？」

「誰だれが？」

「お母さんがっ！」

「はぁー？」

　梨久が本気でおかしなこと言い出したものだから、今度は母親は目を白黒させ、それから、大声でお腹なかを抱かかえて笑い出した。

「なに言ってんのよぉ、風邪くらいで、死ぬワケないでしょ！　ほんと、この子はバカなんだからぁ」

　梨久は少しムッとした。でも、それ以上に『開いた口がふさがらない』って、こういうことだったんだとはじめて知った。

　じゃあ、なんだったんだ。

　私のあの気持ちは。

　元気になってほしい。なんて、お願いしなきゃよかった……。

　いや、違ちがう。

　願ってよかったんだ。

　もしかすると、あの真まっ白い女の子が願いを叶かなえてくれたのかもしれない。

　そう思ったら、なんだか、梨久も笑えてきた。

　急に笑い出した梨久に、また母親が目を白黒させた。

　なに笑ってんのという母親に、笑ってないとか梨久が言って。

　それからまた、ケンカしてしまった。

　いきなり、素直になれないけど、でも、今度からはちゃんと「ごめん」って言える。

「ありがとう」って、言える。

　そんな気がする。

　笑え顔がおでいてほしいから。

　ちゃんとそう思えるから。




　　　　♪




　同じく家に着いたやえ子は、『しまった』と思った。

　さんざん壱いち吾ごとふたりでいて、あんな薄うす暗ぐらい山の中で、

「きゃっ、イッちゃん……、あたし、コワイのぅ……」

　とかなんとか乙女おとめチックに迫せまれば、なんとかなったんじゃないかと。

　いや、さ。

　なんとかなんなくてもいいんだけどねっ。

　ま、いっか。

　あとで、お弁当食べてくれたし。

「おいしい」っていってくれたし。

　また、作ろう。

　笑顔にしちゃおう。

　あたしも、笑顔がいいから。




　なんて、余よ裕ゆうぶっこいてたら、後日。

「そういえば、イッちゃん。海外のときの友達とは、もう音信不通になっちゃってるの？」

　ふとハイキングのときの話を思い出し、やえ子は何気なく訊きいた。

　これが自分の危機感を大きくあおることになるなんて思ってもみなかった。

「ううん。今でもちゃんと友達だよ。たいせつな友達。ちょくちょくメールしてる」

　簡単に壱吾は、笑った。

「そっか。よかった。うん。なんか、よかった」

　やえ子は、うれしくなる。

　やっぱり、イッちゃんはそういう男の子なんだ。

　が、徐じよ々じよに、雲くも行ゆきはあやしく……。

「そうそう。僕がやえっぺに逢あえたんだ、って話してたら、彼女も『よかった』って言ってくれてたよ」

「あ、そうなんだ。いいひとなんだねー、その彼女。へー…………あぁ？　か…の…じょ？」

「うん？」

「〝彼女〟って！　──オンナかよ!!」

　つまりふたりは、いっしょに大冒険をしていて、離はなればなれになっても今でもメールのやりとりをするほどで、しかも自分のプライベートを話しちゃうほどの仲なかで……。

「そうだけど？」

　まったく理解できてない壱いち吾ご。

　やえ子がどうして、いきなり大おお袈げ裟さな突つっ込みをしたのか。

　そのあと、眉み間けんにしわ寄せ、ワナワナとふるえているのか。

　ぜんぜん、判わかってない。

　なもんだから、やえ子もさらに加速する。

「なにが『友達以上そ恋人未満うだけど、何か問題でも？』だッッッ！　イッちゃん！　ちょっと、詳くわしく話を聞かせてもらおうかしらんっ？」

「え？　え？　え？　なに？」

「ほほぅ。今度は、おとぼけ攻こう撃げきですか。黙秘権行使だんまりですか？　キミはベタな政治家か!?」

「や、やえっぺ？」

「おぅし！　友人Ａ、Ｂ、Ｃも呼んでじっくり訊きくからね！　訊いちゃうんだから!!」











　　　　Orange Sunshine - fin.
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　　　　♪




　たぶん、外からやってきたほとんどのひとがこの街まちに一歩踏ふみ入ったとき、不ふ思し議ぎな感覚を受けるはずだ。

　あるひとには、懐なつかしく。あるひとにとってみれば、新しい。

　この街は、東洋と西洋が入り交じった文化を持っていたころの名残なごりをいたるところにとどめている。

　上空から見下ろせば、涙なみだが落ちるときの水すい滴てきに似にた形をしていて、その象しよう徴ちようのように、よっつの大きな煙えん突とつが東西南北それぞれに建っていた。

　それは工場の煙突──なんかじゃなくて、昔むかしながらの〝銭せん湯とう〟の煙突だ。

　毎日、毎日、煙けむりを吐はいていた。

　けれど、それは、いつかのまま止まってしまった街の姿すがたとは逆ぎやくに、ひとつ、また、ひとつと取り壊こわされていく。

　時代が進んで人間が便べん利りさを手に入れると、各家庭に風ふ呂ろがあることが当たり前になって、銭湯が必ひつ要ようとされなくなってしまったからだ。

　今では、最後のひとつになった。

　けど、最後のひとつは、今日も、煙を吐いている。

　まだ此こ処こでこうしているよ。

　まだここにいるんだよ！

　と、声を上げる代わりに、煙をあげて。

　昔むかしは、街をおおい隠かくそうとするくらいに吐き出されていた煙が、今じゃ、在処ありかを示すのがやっとの『狼煙のろし』みたく思える。

　そして、そんな狼煙に今ごろ気付いたのか、街や地方自治体的な面めん倒どうくさいオトナたちがにわかに騒さわぎはじめた。

「ちょいとちょいと」

「なにさ」

「まずいんじゃない？」

「なにがだい？」

「ほら、ここだよ。ここ」

「どこだい？」

「なにをすっとぼけているんだよ。ここっていったら、ここしかないでしょう」

「ここって、この常とこ夏なつの国のことかい？」

「そうそう。いつもあつくて、アロハー。って、違ちがうでしょ！」

「はいはい（つまんないなー）」

「今、つまんないなーって思ったでしょ」

「全然。で、ここって、ここでしょ。この街まちのことでしょ？」

「そうだよ。そうなんだよ」

「この街が何か？　と言っても、どうしようもないよね。ちっちゃくて、何も無い街さ。あ、でも、最近、開発が進んで、古ふるくさい和わなんだか洋ようなんだかってゆう建物は取り壊こわされて、新しいビルが建つようになったね。やったね」

「それだよ！　それが問題なんだ！」

「え？　じゃあ、『やった』ワケじゃないの」

「ワケじゃないね。やってないね。まずいよ。君。まずいんだよ」

「だって、いいことじゃないか。近代的になるのは」

「それが、いいことが全部いいことだとは限らないんだよ」

「どうゆう意味？」

「いいことってゆうのは、いつも側面でしかないんだ。反対側を見てみたら……ってね」

「うーん。よく判わからないなぁ……」

「そうか。なら、よく考えてごらん。この街には、ほかの街にはないものがあるだろう」

「だから、何もないよ。古くさい和なんだか洋なんだかってゆう建物が……」

「そーれ！　それそれそれそれ、そーれ！　そーれーだーよ！」

「え？」

「この街の東洋と西洋の文化が入り交じって生み出された古い建築物は、文化的な財ざい産さんとして他にはないとても価か値ちのあるモノなんだよ！」

「冗じよう談だん！」

「ジョーダンじゃないよ？　本当さ。ほら、偉えらい人が動き出したよ」

「何をする気だろう」

「決まっているよ。守るんだ」

「守る？」

「そうさ。街の外観、景観、価値のある財産だよ」

「えー。でも、古くさいだけじゃないか」

「ずっとここで暮らしている街のひとたちにはそうかもしれないけれど。そうじゃないんだ。モノの価値なんてね。自分が決めるもんじゃないよ。他人が決めるんだよ！」

「そうか。それもそうだね」

「そうだよ。だから、君んちの古いけどとても価値のある東洋と西洋が入り交じった建物も、アレさ、勝手にいじっちゃダメだからね？」

「え？　ええーっ？　だって、近々、リフォームする予定なんだよ？」

「ダメ。ぜったいダメ」

「なんでだよぅ。自分のウチなのに！」

「ダメ。決まったことなの。偉えらい人が言ったの。『勝手禁止』って。いわゆる条例に基もとづいた共有財産の保ほ護ごがなんたらかんたら──」

「ちょっと！　そんなこと勝手に決めないでよ」

「判わかっておくれよ。これも街まちのとても価値のある財産を守るためなんだ。それがこの街に暮くらすみんなのためでもあるんだ」

「……そうか、みんなのためか。じゃあ、仕方ないね」

「そうだよ。共有財産だもの。おまえのモノはおれのモノ」

「おれのモノは？」

「それは、──おれのモノ」

「あれ？」

　というアレで、街の偉い人たちや、街で暮らしたことも訪おとずれたこともないような何ど処こかの偉い人たちによって、この街は〝特別な〟いろいろで守られることになった。

　もちろん、街のひとは反対しなかった。

　だって、街が守られるんだ。

　なんにもない、なんでもない、たいくつなだけの街が、『特別』になったんだ。

　なんにもしてないのに、勝手にそうなったんだ。

　なんて、すばらしいことだろう。

　そうだ。これはいいことだ。

　いいことに決まっている。

　誰だれもが最初はそう思っていた。

　でも、実際はどうだろう。




「──どうだろう……なっ！」

　ひとりごちて、少年が黙もく々もくとバットを振っている。

　いわゆる素す振ぶりというやつ。べつに少年は、試合でヒットが打てるようになるためでも、ここぞというときにホームランが打てるようになるためでもなく、となるともちろんたよれるエースで四番バッターになるためでもなく、ただ、バットを振っている。

　ぼこぼこのぼろぼろの金属バットで夕ゆう凪なぎにフルスイングする。

　斜しや陽ようが、煙えん突とつの吐はき出す煙けむりに映って、鮮あざやかに栄はえる。

「べつに、守ってほしくなんか……ないっ！」

　びゅんっ、と金属バットが鳴る。

「いちいちいちいち、なんかするたびに文もん句くいいやが……って！」

　びゅんっ、と金属バットが夕ゆう凪なぎに空から振ぶる。

「この──銭せん湯とうは、じーちゃんとおれの銭湯だっつー……のっ！」

　金属バットをフルスイング。

　もちろん、何も打ち返すことはない。

　少年は、ハァハァと息いきをして、もう一度バットを構えた。

「蝶ちようのように舞まい、蜂はちのように打つべし！」

　どっかで聞いた科白せりふを口に出して言ってみる。

　使いどころを間ま違ちがってるけど。

　少年はそれを知ることもなく、フルスイングで、夕凪に黄昏たそがれる。

　けど、

　何も打ち返すことはない。

　誰だれもボールを投げてくれない。

　誰かと試合をしているワケでもない。

　これから誰かと試合をするワケでもない。

　ただ、バットを振っている。

　誰も、何にも、ない。

　でも。あえて、〝何か〟を相あい手てにするなら。

　それは、たとえば、近所から聞こえてくるやたらとうまいヴァイオリンの音を斬きり裂さくためだったりするんだろう。

　ばびゅん。

　三さん振しん。

　ストライクスリー。

　バッターアウト。

　スリーアウト、チェンジ。

　一回の表おもて。

　少年の攻こう撃げき。

　０点。




　　　　♪




　東洋と西洋が入り交じった街まちにある、東洋と西洋が入り交じった外観と内装を持つ銭湯『はるえのゆ。』の孫まごで、近所の子供たちのガキ大将的存そん在ざい（としてオトナたちには認にん識しきされているが、本人にその自じ覚かくがあるかはべつ）の──春ハル江エ湯ユ吉キチは、なりたての中学一年生にしては、不ふ釣つり合いなため息を、

「はぁー……」

　とついて、ついでにあご肘ひじもついた。

　今日は、銭せん湯とうの番ばん台だいに座すわらせてもらっていて、ここから見る景色が好きなのに、気分がぜんぜん盛もり上がってこない。

　べつに、いやらしい意味はない。

　生まれたときから銭湯の孫まごの湯ユ吉キチには、この番台の上が聖せい地ちではあるけど、同時に、銭湯は日常の光景にもなっている。

　だいたい、おばちゃんやおじちゃんばっかりだしな。

　最近は、街まちの象しよう徴ちよう的てき存そん在ざいとしてまつり上げられつつある、街の重じゆう要よう文ぶん化か財ざいなんちゃらとかいうありがた迷めい惑わくな指定を受けたせいで、この『はるえのゆ。』は雑ざつ誌しや新聞にとりあげられて、観光目当ての客がたまにくることもある。

　あと、銭湯のとなりで湯吉の両親がおっぱじめたマッサージの店がサラリーマンやＯＬでにぎわうようになって、その流れでやってくる客とか。

　銭湯にひとがこないよりは、いいけど、なんかムカツクんだよな。

　そうそう。

　ムカツクといえば、あいつだ。

　すぐ近所に住んでるあいつ。

　羽ハ野ノ美ミ邦クニ。おない歳どし。

　でも、学校は違ちがう。

　湯吉は公こう立りつで、美邦は同じ学区にある私し立りつ校こう。

　湯吉の尊そん敬けいする銭セン湯トーマンのじーちゃんの言こと葉ばを借りるなら、

「ちょっとおしゃまなお嬢じようちゃんお坊ぼつちゃんが通う学校」だ。

　まったくだ。

　おしゃまって意味判わかんないけど、たぶん、おしゃまなんだ、あいつらは。

　特に、あいつな。

　羽野美邦。

　サラサラヘアーの真んなか分けだ。

　メガネだしな。

　中学にもなって、短ハーパンとかはいてんじゃねーよな。まったく。

　小学校まで、おなじ公立校だったくせに。

　中学から私立行きやがった。

　そういや、昔むかし、『はのん』なんてあだ名で呼んでいた時期もあったような気もするけど、今じゃ記き憶おくのかなたにポイだ。ポイ捨てしてやる。

　というアレで。

　はい、忘れた。

　忘れてやった。

　あいつな、あいつ。

　ずっと前から、あいつをあいつって呼んでた。

　よし。

「てか、ムカツク。私し立りつだからって、カッコつけやがって」

「──それって、アタシのこと？」

「ぅわっ！」

　いきなり、目の前、番ばん台だいの下から、にゅーっとショートカットの健康的に陽に焼けた少女の顔が出てきた。

「なに、ビビってんの？」

「びびってねーよ……！」

　何も動じていない風ふうをよそおいながら、多た少しよう目をキョロキョロさせつつ、湯ユ吉キチは、その少女に言い返した。

「ガキっぽい」

　少女は目を細くして、じとーっと湯吉を見る。

「うっせー。ガキにガキって言われたくねぇ」

「そういう言いかたが、ガキだっつーの」

「う、う、うっせーっ！」

　と、少女は、「どもってやんの」とか言って、番台の上に、銭せん湯とうの入浴料代わりの無料チケットを置いた。

「……おまえなー、また……。このチケットどうしたんだよ」

　湯吉は、少女が置いたチケットに目を向ける。

　電車の切きつ符ぷくらいの大きさに、達たつ筆ぴつな字で『無料！』と手書きされていた。

　この字をよく知っている。

「おじーちゃんにもらったんだよ。決まってんじゃん。何を今さら」

　少女がケロリと言った。

　判わかってたっつーの。

　この『無料チケット』は、家族のみに渡されているモノで、家族以外の少女が持っていることがおかしいんだ。本当は。

　湯吉は、それを言っている。

「なんでじーちゃんがおまえに渡してんだっつー話だよ。おまえのチケットが失くなるたびによ」

「んなの、湯吉あんたの幼おさな馴な染じみだからじゃん？」

　また少女はケロリと言う。

　たしかに。

　少女は、湯ユ吉キチんちのすぐ近所に住んでいて、家族ぐるみの付き合いもある、判わかりやすい幼おさな馴な染じみだ。

　ふたたびじーちゃんの言こと葉ばを借りると、

「腐くされ縁えんってやつだろうな」

　──でもある。

　クサった関係ってやつか。

　と、湯吉は言葉の意味をちょっと間ま違ちがえながら、あからさまに不満げな表情と視し線せんを少女に向ける。

　だからと言って、少女のことがキライなワケじゃない。

　生まれたときからいっしょで、湯吉の記き憶おくがはじまったのと同時に登場してくるのがこの少女、丸マル岡オカ碧アオだ。

　スキとかキライとかそれ以前の、兄弟みたいなものなんだ。

　ちなみに、この場合。

　生まれたのが数日早い碧が姉で、弟が湯吉という認にん識しきが碧や家族たちの中であるが、湯吉自じ身しんは認めてない。

　碧は碧で、それ以上でもそれ以下でもない。

　湯吉にとって、碧はいつまでたっても碧でしかない。そう思っているし、てか、そういうのはどうでもいい。

　そんな碧は、小学校のころから、やたらとモテてたとか、今も上級生から告こく白はくされたり狙ねらわれまくってるとか聞くが、それもどうでもいい。

　こいつの何ど処こがいいのか、よく判らないけど、まあ、どうでもいい。ほんと、どうでもいい。

　けど、中学になって学校が、湯吉は公こう立りつ、碧が私し立りつと変わってしまっても、今日もこうして、ふたりの『腐れ縁』は続いている。

「てか、さっきのアレだけど。ムカツクってアタシ？」

　脱だつ衣い場じよに誰だれもいないのをいいことに、肩にかけていたスポーツバッグを床ゆかに放り投げ、我わが物もの顔がおでいつものロッカーの前に立った碧が、思い出したように訊きいてきた。

「べつに──おまえのことじゃねーよ」

　湯吉がそう言うと、

「じゃあやっぱ、〝はのん〟のことか、また」

　碧は、ため息いき混まじりにつぶやいた。

「判ってんなら、訊くなよ」

「ったく。あんたさぁ、いいかげんムカツクとか言って無む視ししたりすんの、ガキっぽいよ」

「うっせー、ムカツクもんはムカツクんだからしょうがねーだろーが。てゆーか！　おれがあいつをムシしてんじゃなくて、あいつがおれをムシしてんだよ。ムカツクことに。だから、おれもあいつをムシしてんだよ。スカしやがってよ。ムカツクだろ？」

「はいはい……」

　あきれた風ふうに碧アオは首を振った。「ほんとガキなんだから……」つぶやきながら、上着に手をかけると、湯ユ吉キチに冷たい視し線せんを向けた。

「つーか……」

「なんだよ」

　幼おさな馴な染じみの視線にひるみもせず、湯吉はにらみかえしてやった。

　が、

「──服脱ぬぐから後ろ向いててよっ！　毎日おんなじこと言わせんなーっ！」

　碧がバッグの中から取りだした空からのペットボトルを投げつけてきた。

「ごわっ!!」

　そして、見事に、がっつん、と湯吉のおでこにヒットする。

　さすがソフト部の一年生エース。しかも四番。

　さすが元もとリトルリーグ所属のレギュラー。

　ナイスピッチ。
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　抜ばつ群ぐんのコントロール。

　湯ユ吉キチは悶もん絶ぜつしながら、再ふたたびバッグに手を突つっ込む碧アオの第二撃げきを喰くらう前に、おとなしく番ばん台だいの上で方向転てん換かんした。

　正せい座ざで、明後日あさつての方を向く。

　湯吉にしてみると碧は記き憶おくがないころからの幼おさな馴な染じみだ。何度この『はるえのゆ。』の湯ゆ船ぶねにいっしょにつかったことか。何度のぼせるまではしゃいで、何度じーちゃんに叱しかられたことか。

　服を脱ぬぐからあっちを向いてろとか、

「今さらだよな、ったく……」

　碧には聞こえないように湯吉はつぶやく。

「見られるのイヤなんだったら、自分ちの風ふ呂ろに入れっつーの」

　とは言っても、湯吉たちといっしょに入っていたころからずっと、碧にとってこの銭せん湯とうに入るのが日につ課かになっている。

　湯吉は公こう立りつの中学、碧は私し立りつの中学に入学してバラバラになってもそれは続いていた。

　碧はほとんど毎日、ソフト部の練習が終わるとそのまま直接、『はるえのゆ。』に汗あせを流しにやってくる。

「客ならいいんだけどなぁ、あいつ無タ料ダだもん……」

　背はい後ごで、がらがらと浴場への扉とびらを開ける音がした。

「三十、二十九、二十八、二十七……」

　湯吉は口ずさんで、おもむろにカウントダウンをはじめた。

　これは、湯吉が番台に座すわっているときの、碧との〝決まりごと〟だった。

『碧が浴場に入って三十秒たったら、振り向いてよし。もしも、カウントダウンが終わるまでに振り向いたら──即そく、死し刑けい』

　この決まりを破やぶったら、空からじゃなくて中身の入ったペットボトルが飛んでくるかもしれない。

　普段ならこの時間帯の番台には、湯吉の祖そ母ぼが座すわっているけれど、最近、うっかりぎっくり腰をやってしまって、今ごろは家でおとなしくしているはずだ。

　腰の具ぐ合あいはよくはないが、このまま引いん退たいなんてしてもらっては困る。

　早く治なおして、また番台に上がってほしい。

　と湯吉は思っている。

　教えてもらってないこともたくさんある。

　けれど。

　そうは言っても、やっぱり、銭セン湯トーマンに憧あこがれる湯吉にとって、ひとりで番台を任まかせてもらえることは、とてもうれしいことだ。

　祖母が復活するまでの間、この誇ほこり高い仕事をしているという至し福ふくを存分に味わいたいと思っている。

　クラスのやつらにも自じ慢まんしてやったけど、

「ああ、そうなんだ。ふーん、よかったね」

　っていうかんじで、ものすごく反はん応のうが薄うすい。

　この場所に座すわれるということがどれだけすばらしいか。

　おまえらみんな、判わかってねぇっ！

　もっかいゆうけど、べつに、変ないやらしい意味でじゃない。

　どうせ、じーちゃんばーちゃん、もしくは、貧びん乏ぼうそうな男子学生ばかりだし。

　まあ、例外もいるけど──

「三、二、一……ゼロ…………」

　ゆっくりと振り返る。

　脱だつ衣い場じよには誰だれもいない。

　碧アオも磨すりガラスの向こう側だ。

「……やれやれだ……」

　まだひりひりするおでこを押さえながら、湯ユ吉キチは、時計に目を向けた。

　何十分後かに、碧がお風ふ呂ろから上がってくるときに備えなくちゃだ。

　磨りガラスの向こうから、碧が扉とびらをノックしたら、また明後日あさつての方に向いて、今度は碧が、

「もう、いいよ」

　と言うまで、振り返れない。これもふたりの決まり。

「ほんと、めんどくせぇなあ……」

　でも、仕方ない。

「これも、腐くされ縁えんってやつだからな」

　ひとりごちて、湯吉は、うんうんとうなずいた。

　この街まちで生まれて育ったじーちゃんにも、湯吉と同じような『腐れ縁』の幼おさな馴な染じみや友達がいる。

　バカを言い合ったり、ときどきケンカしたり、なんでも許し合える存そん在ざいだ。

　腐れ縁って、幼馴染みって、そういうものなんだと、湯吉はオトナたちから教わった。

　だから、自分と碧もそういうかんじだ。

　メンドー臭くさいのは、腐ってるからだな、縁が。

　納なつ得とくだ。

　だけど──

「あいつは違ちがうからな」

　あいつといったら、アイツだ。

　近所に住んでるスカしたやつだ。

　黒くろ髪かみサラサラの真まんなか分けだ。

　ヴァイオリンなんか弾ひいてる。

　ピアノもやってた。

　家庭教師に勉強を教えてもらってて。

　とにかく、なんかいちいちスカしてんだ。

　家が近所だから、たまに出くわすこともあるけど、ムシ。

「あー、思い出したら、またムカツいてきた」

　だから、

　羽ハ野ノ美ミ邦クミのことが──キライだ。

　たぶん、

　あっちも、こっちを──キライだろう。

　おたがいさまだ。

　腐くさった縁えんなんかじゃない。

　いっそ、腐って腐って、なくなってしまえばいいんだ。




　　　　♪




　むかしむかし──




　オトナにとっては、とても短い、ついこの間のような時間だろうけど、子供にとってはそうじゃない。

　オトナの一日は、子供にとって、一週間にも一ヶ月にもなる。だからそれは、とても気の遠くなるようなむかしむかしのこと。




　春ハル江エ湯ユ吉キチと羽野美邦と丸マル岡オカ碧アオ。

　三人は近所でも仲なか良よしで有名だった。

　いつも三人で。

　何ど処こへ行くにも、何をするにも、三人はいっしょで。

　それがいつからだろう。

　バラバラになった。

　湯吉と美邦は、言こと葉ばをかわすことも、視し線せんを合わせることもなくなった。

　今では、たがいにその存そん在ざいがなかったような態度を取っている。

　原因は？

　ある。

　いや、ない。

　いや、ある。

　いや、ない。

　いや。

　やっぱり、ある。

　湯ユ吉キチにとって、それはつらくて哀かなしくてやりきれなくて、痛いたいだけの記き憶おくだ。

　あれはまだ、三人がバラバラじゃなくて、三人で〝ひとつ〟だったころ。

　湯吉には、偉い大だいなる銭セン湯トーマンのじーちゃんのほかにもうひとり、尊そん敬けいする人物がいた。

　もしかすると湯吉にとって、じーちゃん以上に、ヒーロー的な存在だったかもしれない。

　それは、湯吉だけじゃなくて、美ミ邦クニや碧アオにとって、そして、この何もないたいくつなだけの街まちに暮くらすすべてのひとたちにとっての、ヒーローだった。

　ヒーロー──丸マル岡オカ昇ノボルは、碧の実兄で、湯吉たちよりも歳としが四つ上。

　当時、中学三年の昇は、地ち域いきの野球リーグのシニアで活かつ躍やくしていた。年ねん齢れい別べつの世界大会にも選せん抜ばつされるほどだった。

　何もないたいくつなだけの街で、唯ゆい一いつの明るいその話題は、みんなを笑え顔がおにした。

　誰だれもが期き待たいをして、それに応こたえる昇。

　街のヒーロー。

　ちいさな、たいくつなだけの街で。たったひとりのヒーロー。

　たったひとりで、みんなの期待を背せ負おって。

　バッターボックスに立って。

　ボールを打ち返した。

　たったひとり、期待を背負い込んで。

　ピッチャーマウンドに立って。

　ボールを放り投げた。

　すべての期待に応えようと。

　すべての期待に応えてみせるよ。

　と、笑って言って。

　近所のガキ大将的存在だったのが、いつの間にか街のヒーローだ。

　だから、もちろん、湯吉にとって、美邦や碧にとってのヒーローで、憧あこがれだった。

　三人もすぐに野球をはじめて、昇と同じリトルリーグのチームに所属した。

　三人は、昇から直接指し導どうを受け、楽しみながら練習を重ねていった。

　湯ユ吉キチは、昇ノボルのあとに続く存そん在ざいとして期き待たいされはじめ、兄譲ゆずりの才能か碧アオは女の子ながらレギュラーに定着、美ミ邦クニは三人の中では運動が苦手だったけれど、真ま面じ目めな性格もあって、もくもくと努力した。その結果、チームでも認められ、チームの中心の湯吉や碧になんとか食らいついていった。

　野球は楽しかったし、自分たちはほかのひとたちよりもヒーローと親しくて、近くて、そんな優ゆう越えつ感かんもあった。

　毎日が、どきどきとわくわくに満ちていた。

　むかしむかし。

　コドモノコロ。

　街まちがこんなにちいさくて、たいくつなだけだなんて思いもしなかった。

　たのしいだけの毎日が続くんだと思っていた。

　こんなにもすばらしい日々が。

　終わるなんて知らずに。




　──一年とすこし昔。




　夕ゆう暮ぐれは、灰はい色いろと白色と茜あかね色いろの雲をバラバラに浮かべながら黄昏たそがれていた。

　雨あがりのにおいがする。春が過ぎて、夏はまだ先。

　川かわ縁ぶちのグラウンド脇わきの空き地で、湯吉と美邦と碧は、三人で野球をして遊んでいた。

　さんざん練習をして、その上、遊びも野球なんてと、湯吉のじーちゃんはおかしそうに言っていたけれど。

　三人には、テレビゲームよりもマンガを読むよりも、三人いっしょ、野球が楽しかった。

　ひとりでいるより、ふたりでいるより、三人が一番。

　それに、もうすぐ、シニアの練習試合が終わって、ヒーローが帰ってくる。

　このあと逢あう約やく束そくをしていた。

　今日は、何を教えてもらおうか。

「よっしゃ、こーい！」

　湯吉が、ブンブンとバットを振り廻まわす。

　守しゆ備びについているのが美邦。

　ピッチャーは碧。

「そう何回も打たせないんだから──ねっ！」

　はじめのうちはそうじゃなかったが、あまりに湯吉にぽかすか打たれるので、碧もちょっとムキになっていた。

　チームのエースは湯吉だけど、それに追いつけ追い越こせとやっている碧は、二番手ピッチャーだ。

　なのに、湯ユ吉キチときたら、

「ぐわし[image: ][image: ][image: ][image: ]んっ！」

　と、また打ち返す。

　湯吉も碧アオとおなじで、本気でやっていた。

　じゃないと、碧の球は打てない。

　手て加か減げんしてる余よ裕ゆうなんてないんだ。

　野球になると良くも悪くも真しん剣けんになりすぎる。

　湯吉が打ったボールは、美ミ邦クニの頭の上を越え、空き地を横断すると、川の方へと転がっていってしまった。

「手加減しなよ……」

　ぽつりと言って、美邦がボールを拾いに行く。

「手加減そんなことされたら、よけいムカツクわ」

　碧は、悔くやしさを隠かくしきれず不ふ機き嫌げんな表情をする。

「はのーんっ。気を付けろよー。川の水が増えてるからなー」

　一昨日おとといからの雨で、川の水位は上がり、流れもかなり速くなっていた。

　本当なら、川かわ縁ぶちで野球をするのは危ないので禁止になっていた。いつものグラウンドも、遊び場の公園も、先せん客きやくがいたせいで、仕方なくここへきた。

　もうすぐ、昇ノボルがくるはずだから、そしたら、ここから移動しよう。

　なにしろ、この街まちのヒーローがいっしょなんだ。

　きっと、グラウンドも公園も自分たちに使わせてくれるにちがいない。

「ん？　はのん、どうしたー？」

　なかなかこっちに戻ってこない

　向こうで美邦がきょろきょろしている。

「ちょっとボールが」

　美邦が振り返らずに言った。

　川縁の方は、数日続いた雨もあってか、青々とした雑ざつ草そうが伸び放題になっている。

　運うん悪わるくボールがその中に入ってしまったらしい。

　美邦は、雑草を手でかき分けボールを捜さがす。

「もう、いいよー。はのん。あきらめようぜ。あぶねーし」

　湯吉はバットを置いた。

「あとちょっとだけ」

　そう美邦は返す。

　このボールは、三人が昇にもらったモノだ。

　ホームランとか、サヨナラヒットとか、完かん封ぷう勝利とか、地ち区く優ゆう勝しようの記念とか、そういうボールじゃないけど。

　特別じゃないけど。

　ヒーローがくれたボールだ。

　だから、美ミ邦クニは、簡単にあきらめられなかった。

　湯ユ吉キチも碧アオもそれを判わかっていた。

　でも、

「はのーん、あぶねぇーからさー」

「もういいよ、また、にーちゃんに言ってもらってあげるからさー」

　ふたりは、美邦に声をかける。

　しかし、美邦からの返事はなかった。

「──え？」

　代わりに聞こえてきたのは、







　バシャン！







　という水が跳はねる音だった。

　本当に運うんが悪かった。

　雨が降った。

　水かさの増した川。

　速い流れ。

　使えなかったグラウンドと公園。

　のびた雑ざつ草そう。

　転がったボール。

　見失った。

　捜さがしているうちに、美邦は、川かわ縁ぶちのぎりぎりのところまで行ってしまっていた。

　そして、ぬかるんだ地面と雑草に足を取られた。バランスを崩くずした美邦は、そのまま吸すい込まれるように川に転落してしまった。

「──はのんっ!?」

　そんな碧の悲鳴を耳にしながら、湯吉は、無む我が夢む中ちゆうで駈かけ出していた。

　だって！

　あいつ、泳げないんだぜ!?

　美ミ邦クニは運動が苦にが手てだ。それでも野球はものすごい努力をして、チームの大切な戦力になるくらいになった。

　三人は、野球の練習ばっかりしてたから、夏休みはほとんどプールにも行ってなかった。

　だからずっと、美邦は泳げないまま。

「はのん!!」

　大声で叫さけぶ。

　背の高い雑ざつ草そうの向こう側から、騒さわがしく水しぶきが上がる音がする。

「はのん!!」

　雑草をかき分けた。

　葉で手や腕が切れてしまっても痛いたみは感じなかった。

　なにやってんだよ！

　もう、いいっていったのに。

　捜さがさなくていいって、いったのに。

「──くそっ！」

　こういうとき、どうすればいんだっけ。

　学校の先生は、

「誰だれか、おとなのひとを呼びましょう」

　と言っていた。

　子供が子供を助けようとしてはいけない。

　危ないから。

　けど、今、このあたりにオトナは誰もいなかったはずだ。

　オトナノヒトヲヨビマショウ。

　アブナイカラ。

　でも──

　次の瞬しゆん間かん。

　湯ユ吉キチは、川へ飛び込んでいた。

　碧アオがうしろで何か叫んでいたが、湯吉の耳には届とどかなかった。

「はのんっっ！」

　水しぶきを上げる湯吉から、数メートル先に美邦がいた。

　やはり川の流れは速く、美邦はどんどんと流されてしまう。にごっていて水かさが増しているせいで足が底につかない。

　しかも泳げない美邦はパニックになっておぼれかけている。

「こ、こっち！　つかまれ……！」

　流されないように、必ひつ死しに泳ぎながら美邦に近付き、湯吉は手を伸ばす。

　しかし美ミ邦クニはもがいて、ばしゃばしゃと水しぶきを上げるだけだった。

　その間に美邦の身体からだがにごった水の中に飲み込まれていく。

「は、はのんっ……！」

　湯ユ吉キチは全力で泳いで、美邦を捕まえた。

「ぶわぁっ！」

　水面から顔を出した美邦だったが、支える湯吉の身体にしがみついてしまった。

「は、はのんっ！」

　今度は、うまく身動きの取れなくなってしまった湯吉もいっしょに水の中に沈しずみはじめた。

　このままじゃ、ふたりとも溺おぼれる！

　そう思ったときには、すでに湯吉は頭まで水の中だった。

　それでも美邦を助けようと、湯吉は美邦の身体を持ち上げるように支えた。

　そのせいで湯吉の身体はさらに沈んでしまったけれど、美邦は水面から顔を出すことができた。

「ぷはぁっ、はぁっ！」

　美邦は思いっきり、息いきを吸い込む。

　が。湯吉の息が持たなくなってきていた。

　急きゆう激げきに苦しくなって、視し界かいが狭せばまる。

　ヤバイ。

　泳がなきゃ。

　でも力が入らない。

　オトナノヒトヲヨビマショウ。

　アブナイカラ。

　オトナノヒトヲヨビマショウ。

　アブナイカラ。

　泳がなきゃ！

　力を振り絞しぼって、湯吉も水面から顔を出した。

　どんどん流されていく。

　岸きしが遠くなのか近くなのか、何ど処こにあるのかも判わからなくなってきた。

　ヤバイ。

　泳がなきゃ。

　でも美邦の身体を支えるだけで精せい一いつ杯ぱいだ。

　どうしたらいい。

　どうすればいい。

　湯吉は、ヒーローに憧あこがれて、ヒーローになりたかった。

　こんなとき、ヒーローだったら助けられるのに。

　自分は、ヒーローじゃない。

　ヒーローになれないんだ。

　野球もはじめた。

　ピッチャーになった。

　四番バッターにもなった。

　なのに、ヒーローにはなれない。

　なれなかった。

　このまま、沈しずんでいくんだ。

　水の中。

　速い流れに飲まれて。

　流されていく。

　自分は、特別な存そん在ざいなんかじゃないんだ。

　ヒーローごっこをしていただけの。

　ただの、子供だ。

　オトナになるのを待まつことしかできない。

　ただの、子供だ。

　オトナになればいいのかな。

　オトナになれればいいのかな。

　子供じゃなくなるのかな。

　あーあ、早くオトナになりたいなぁ。

　子供はイヤだ。

　ヒーローになれないから。

　誰だれも助けられないから。

　助けたい。

　でも、もう……。

「──ユキチ、はのんっ！」

　声が聞こえた。

　でも、水の中で本当に聞こえていたのか、どうか判わからない。

　けどそれが、この街まちでたったひとりのヒーロー、それ以前に湯ユ吉キチと美ミ邦クニと碧アオという子供たちのヒーロー──昇ノボルの声を聴きいた最後になってしまった。







　その日。

　このたいくつなだけの街まちは、たった一ひと筋すじの光さえも失くした。




　あの日。




　この街から──ヒーローが居いなくなった。




　　　　♪




　昇ノボルは発見されたときには、もう、息いきをしていなくて、搬はん送そう先さきの病院で死し亡ぼうが確認された。

　湯ユ吉キチと美ミ邦クニと碧アオとの約やく束そく通どおり、練習試合を終えて真まっ先に、三人のところへ帰ってきた昇は、川で溺おぼれている湯吉と美邦を見付けた。

　そして、碧に誰だれかを呼んでくるように言うと、自分は川へ飛び込んだ。

　流されそうになりながらも昇は、何とか、意識のない湯吉と美邦を岸まで運んだ。が、自分は速い流れに引っ張られるように飲み込まれてしまった。

　子供たちを助けたヒーローは、人じん命めい救きゆう助じよという新あらたなヒーローとしての勲くん章しようと引き替えに、死んでしまった。

「ヒーローが、本当のヒーローになった。永えい遠えんに」

　と、誰かが言っていた。

「そうだね」

　と、誰かがうなずいていた。

　でも、みんな判わかっていた。

　自分たちがヒーローを失ったこと。

　この街は、たいくつなだけの街に戻った。

　ヒーローは、輝かがやくヒカリになった。

　それは、触ふれられないモノだ。

　そこにあっても。

　それは、形のないモノだ。

　そこにあるのに。

　ヒーローが居なくなった。

　何ど処こにも居ない。

　捜さがしても無む駄ださ。

　だって、もう、居ない。

　ヒーローは死んだ。

　子供たちを助けて。

　なんて、ヒーローらしい最さい期ごだろうか。

　本当にそうか？

　ヒカリなんて、触ふれない。

　当たり前すぎて、意味がない。

　特別じゃない何かなんて。

　意味がない。

　触れられなきゃ意味なんてない。

　意味なんていらない。

　ただ、傍そばにいたかっただけだ。

　手が触れて、手に触れて、話をしたかっただけだ。

　名前を呼んでほしかっただけだ。

　ずっと傍で見てたかっただけだ。

　ヒーローの活かつ躍やくを。

　あれから、日々は過ぎていった。

　今では、遠い昔むかしのようだ。

　東洋と西洋が入り交じったような街まちの象しよう徴ちようだった四本の煙えん突とつは、もう、一本だけになった。

　その下で、ひとりの少年がバットを振っている。

　野球を辞やめてしまった少年が、バットを振っている。

　びゅん。

　びゅん。

　ばびゅん。

　ストライクスリー。

　バッターアウト。

　スリーアウト、

　チェンジ。

　二回の表おもて。

　三者凡ぼん退たい。

　いまだヒットなし。




　　　　♪




　春過ぎて。

　中学一年生。

　湯ユ吉キチは、公こう立りつの中学に入り、ぱたりと野球をやめた。今は、じーちゃんのような立りつ派ぱで偉い大だいな銭セン湯トーマンになるべく、日々、浴場のタイルを磨みがいている。

　しかし哀かなしいかな、ここ一番の仕事が、幼おさな馴な染じみの女の子が浴場から出てくる合あい図ずを番ばん台だいの上で待まっていること、だというのがなんとも。

　その女の子、碧アオは、ひとりリトルリーグで野球を続けた。私し立りつ中学に入ってからは、ソフトボール部に所しよ属ぞく。けして強くない部ぶ活かつだけど、一年生で早くもエースで四番だ。一いち応おう。

　もうひとりは──

〝はのん〟こと美ミ邦クニは、野球をやめ、私立の中学に入った。小学校のときから、あの日以来、湯ユ吉キチとはほとんど言こと葉ばを交わしていない。

　目も合わせない。

　湯吉もおんなじ。

　お互たがいがお互いの存そん在ざいを否ひ定ていし合うような関係になってしまった。

　どうして、そうなったのか。

　理由はある。

　きっと、ある。

　でも、それは、湯吉にも美邦にも、もう思い出せない。

　すごく、昔むかしのことだ。

　子供のころの時間は、オトナに比くらべてとても永ながい。

　その一日は、オトナの一週間にも一ヶ月にもなる。

　忘れてしまったんだ。

　そんなこと。

　そんなことよりも、湯吉にとって重要なのは、『はるえのゆ。』の今後だ。

　新しく街まちの一番偉えらいひとになった偉いオトナは、なんともめずらしい東洋と西洋が入り交じった街の外観と文化を守ろうとした。

　四本だった煙えん突とつが一本になってしまったみたく、街のいたるところで古い建物が壊こわされ、新しい近代的な今いま風ふうのビルなどが建てられた。

　だから、消えゆく街並みを残そうと、街の一番偉いひとになった偉いオトナはしゃかりきに、おなじように偉かったり偉そうだったりするオトナたちを従えて、『決まり』を作った。

　その『決まり』によって、さまざまなモノが守られている。

　湯吉のうちの銭せん湯とう『はるえのゆ。』もそのひとつだ。

　傾かたむいていた経営も街の援えん助じよで、持ち直した。街の協力に調ちよう子しに乗った湯吉の両親がはじめたマッサージ業も軌き道どうに乗って、今では、銭湯の収しゆう入にゆうを越こえている。

　マッサージは副ふく業ぎようだったはずなのに、両親は完全にそっちにシフトしようとしている。

　なんだよ。

　おれはやだぞ。

　おれは、銭セン湯トーマンになりたいんだ！

　このままじゃ、湯ユ吉キチは、立りつ派ぱなマッサージ職しよく人にんになってしまいそうだ。

　街まちの援えん助じよのおかげで、銭せん湯とうは助かったけど、そのせいで、マッサージ業の方が繁はん盛じようしてしまった。

　援助があったからよかったけど、あったせいで悪かった。

　どっちがいいんだろう。

　どっちもいいんだろうか。

　判わかんないや。

　判るワケないよ。

　だって、街のほとんどのオトナが判ってないんだから。

　この街を守る『決まり』に、みんなが縛しばられてしまっている。

　建物などが古くなったから、新しくしたいと言っても簡単にはできない。

　さまざまな手続きを踏ふんで、建物の状態、保ほ護ごレベルなどなど、いろんなチェックをパスしないと何もできないんだから。

　自分たちのモノなのに。自分たちの意志だけじゃ何もできない。

　守られてはいる。

　それによって、助かっていることもある。

　でも、本当にそれはいいことなんだろうか。

　湯吉にも『決まり』はある。

　碧アオと決めたアレだ。

　振り返って三十秒数えること。

　湯吉的には、べつにそんなものはどうだっていい。

　見ようとも思わないし、見ることもないだろう。でも、碧にとっては必ひつ要ようなんだろう。

　そう。

　必要な部分と、不必要な部分がある。

　いいことも悪いこともある。

　湯吉には、街の偉えらいひとたちにはそれが判わかってないように感じた。

　だって、うちには、『はるえのゆ。』には必要なくないか？

　この銭湯は、自分たちが守ってみせる。

『決まり』なんて、勝手に決めて。

　きっと、街一番の偉いひとも他の偉いひとたちも、悪わる気ぎがあったんじゃないとは思う。

　よかれと思ってやったことだ。

　でも、守られる方の気持ちはどうだ。

　何を守りたくて、何が守れなくて。

　どうして、それが判わからないんだろう。

　何のために、街まちの文化を守ろうとしたのか、それは街に暮くらす人々のためだったんじゃなかったんだろうか。

　だけど、それが人々を縛しばり付けることもある。

　街は、変わりたいと思ってなかった。

　街は、変わりたくないと思ってなかった。

　どっちだってよかった。

　変わりたくないけど、変わらなくちゃいけない。

　変わりたいけど、変われない。

　ちょうど、湯ユ吉キチと美ミ邦クニの関係もそんな感じだった。

　自分で何も決められなくなってしまった。

　自分で自分自身が判らなくなってしまった。

　そして、いつの間にかふたりは、目も合わせなくなった。

　湯吉と美邦と碧アオは、バラバラになってしまった。

　そのことにひどく心を痛いためたのは、碧と碧の家族だった。

　昇ノボルは、ふたりの仲ナカを悪くするために死んだんじゃない。

　逆ぎやくだ。

　ふたりを守ろうとした。

　湯吉と美邦と碧が、いつも三人いっしょで、街一番の仲なか良よしだったこと。

　昇は、そんな三人のことをとても好きだったこと。だから、それを守ろうとしたのに。

　三人がバラバラにならないように。

　なのに。

　バラバラだ。

　もう、元もとには戻らない？

　元のカタチって、どんなだった？

　もう、忘れた。

　もしか。

　あのとき、美邦にボールを取りに行かせるのをやめさせていたら。

　もしか、あのとき、碧のボールを打ち返さなかったら。

　もしか、あのとき、ムキにならなかったら。

　もしか、あのとき、野球なんてしてなかったら。もしか、野球なんてはじめなかったら。もしか、ヒーローに憧あこがれなかったら。もしか、最初からヒーローになんてなれないって知ってたら。もしか、自分がオトナだったら。

　あのとき、誰だれかが、

「ヒーローが子供たちを救った。なんてすばらしいことだろう」

　じゃなくて、

「おまえが悪かったんだ」

　って言ってくれたら。

　叱しかってくれたら。

　もっと楽らくだったのかもな。

　ああ、でも、

　もう、

　忘れたよ。

　子供じゃないんだから。

　子供じゃないんだ、もう。

　だから、ボールなんて必ひつ要ようない。

　ヒーローになれなくたっていい。

　どうせ、なれないんだ。

　ヒーローにも悪わる者ものにも。

　中ちゆう途と半はん端ぱに、今日にぶら下がって、時間が通り過すぎていくのを待まっているだけだ。

　だから、もう、ヒーローなんて必要ない。

　守られてるから。

　守るモノもない。

　ボールもいらない。

　なのに、どうして、今日も少年はバットを振るんだろう。

　夕ゆう暮ぐれが黄昏たそがれながら、少年の様よう子すを眺ながめている。

「じゃあ、先に行って待まっているよ。明日で待っているよ。夜がやってきたら、よろしく言っておいておくれ」

　なんて、太陽が沈しずんでいく。




　びゅん。




　三球三振。

　ストライクスリー。

　バッターアウト。

　スリーアウト、

　チェンジ。

　三回の表おもて。

　三者凡ぼん退たい。

　今日も、無得点のまま。




　また、近くなのに、やけに遠く、ヴァイオリンの鳴る音が聴きこえてきた。




　　　　♪




　夜になると、湯ユ吉キチは夢ゆめを見る。

　そりゃ、眠るから夢は見るだろうけど。

　それはとてもおかしな夢なんだ。

　あっちを見てもこっちを見ても、茜あかね色いろの夢で描えがくアーチはとても大きく。

　サヨナラ満まん塁るいホームランよりもすごいのさ。

「わー、こりゃあ、行ったなぁ。飛んだ飛んだ、すげぇ、飛んだ」

　夕暮れか、網もう膜まくに向かって斜ななめに飛び込んでくる光に、目を細めながら、アーチを描いて飛んでいった〝何か〟を捜さがす。

「うーん。何ど処こ行った？」

　ボールを目で追っていたはずなのに、見失った。

　それもそのはずだ。

　気が付いたら湯吉が立っていたそこは、いつの間にか、

「あ、そうだ。掃そう除じの続きやんなきゃ」

　我わが家やの銭せん湯とう『はるえのゆ。』の浴場だった。

　夕陽の色をした壁かべの画えに光が映うつっている。

　てか、いつからこんな画だったっけ？

　まあ、いいか。

「掃除、掃除と……はやくしないとまたじーちゃんに怒られるしな」

　バット代わりに振り廻まわしていたデッキブラシを持ち直して、ごしごしと浴場のタイルをこする。

　湯吉の銭セン湯トーマンとしてのアイデンティティの多くがこの瞬しゆん間かんにある。

　昔むかしながらの薪まきでお湯を沸わかす（煙えん突とつから煙けむりをもくもくさせる）作業は、じーちゃんがやっていてまだまだ半人前以下の湯吉にはやらせてもらえない。

　それでも銭湯マンとしての仕事には変わりない。だから、プライドを持ってデッキブラシでタイルを磨みがくんだ。

　高いところにある窓まどから差し込む光は、透明で、浴場をぼんやりと染そめている茜色が、夕陽なのか、壁の画の色なのかよく判らない。

　ホースから流れる水は冷たくて、妙みようにたしかな実感がある。

　へんな夢ゆめ。

　ほんと夢か？

　夢じゃない？

　まあ、夢じゃなくてもいいけど。

　普段とやってることは変わらないし。

　茜あかね色いろに染そまりながら、湯ユ吉キチはもくもく作業を進めた。

　たまに、

「──ってゆう話だよ。つまんないだろ？　ってかさ、やっぱアイツ、ムカツクと思わねえ？」

　とか、お湯が抜かれた浴よく槽そうの縁ふちに腰かけている──そのコに話しかけたりしながら。

　そのコは、長い髪かみの毛もワンピースも肌はだも淡あわく透すき通りそうに真まっ白い女の子だ。

　話の内容は、自分のこと、夢のこと、銭せん湯とうのこと。

　ずっとこっちが話すばっかりだったけれど、湯吉の言こと葉ばに耳を傾かたむけながら、ときどきちいさく「そう」と、うなずいてくれていた。

　真っ白い女の子の歳としは見た目で、湯吉とおんなじくらいかちょっと上かという感じ。その膝ひざの上には、夜空に浮かぶ月のような黄おう金ごん色いろの瞳ひとみをした真っ黒の猫がちょこんと座すわっている。

　さっきからずっと、じとーっ、と湯吉のことをにらむようにして見ている。

　なんというか、この黒猫が生なま意い気きなんだ。

「おまえ、モモのことちらちら見るなよなぁっ」

　ちんまりした見た目にかわいらしい声と、えらそうな口く調ちようがぜんぜん似に合あってない。

「べつに見てねーだろー。いちいちうっせーんだよ、猫のくせに」

　と、黒猫をにらむ。

「猫じゃない！　猫、っぽいだけだっっ！」

　黒猫がぷんぷんと前まえ脚あしをばたつかさせ、湯吉に抗こう議ぎする。

　とても綺き麗れいな真っ白い女の子に、とても生意気な喋しやべる真っ黒い猫。

　普通なら、言こと葉ばにならないくらい驚おどろいてしまうことなんだろうけど。

　湯吉は、今は、あたりまえのように女の子と黒猫の存そん在ざいを受け入れている。

　さすがに最初、いきなりお風ふ呂ろの縁に座っていて、しかも、

「どうも、『しにがみ』です。なんちゃって」

　と声をかけられたのにはちょっと驚おどろいた。

　それは、オトナびているのに子供っぽいやさしくて不思議なウイスパー響きの声ヴオイスだった。

　けど、大だい丈じよう夫ぶ。

　ぜんぜん怖くない。

　だって、じーちゃんに教えてもらっていたから。

「風ふ呂ろにはな、風呂の神さまがいるんだよ。すっげーべっぴんのな。たぶん！」

　神さまはいつも見ている。

　銭セン湯トーマンの働はたらきっぷりを。

　だから、今日も真ま面じ目めに掃そう除じをしていた。

　でも、まさかだ。

　まさかと思ってたけど。

　ほんとだった。

　ものすごく綺き麗れいな女の子の神さまだ。

『しにがみ』

　っていってたから、

『しに神さま』

　ってことだろ？

　しに。ってなんか判わかんないけど。

　どっちにしたって神さまだからいいや。

　となりの喋しやべる猫もあれだ。

　きっと、神さまのしもべとかなんかだ。

　たしか、『ねこまた』ってゆうやつ。

　近所の猫のハクさん（という名前）も、ものすごい長い間生きてたらしいけど、ある日、ひょっこりいなくなっていた。

　近所の老人たちやじーちゃんばーちゃんが、

「ありゃ、きっと、猫ねこ又またになったんだよ」

　と話していたのを耳にした。

　ねこまた、ってゆうのは、ものすごく長生きをした猫が変身する妖よう怪かいみたいなもんらしい。

　人間の言こと葉ばも話せるようになる。

　この黒猫もそうなんだ。

　湯ユ吉キチは、デッキブラシでごしごしとやりながら、ちらり、横目に真っ白い女の子を見た。

　こっちを見ていた女の子と視し線せんがぶつかってしまう。

　どきどきと心しん臓ぞうの動きが速くなった。

　すると、

「ねぇ、野球はやらないの？」

　耳に聞こえるんじゃなくて、脳のうや心に染しみこんでくるみたいに女の子の声が鳴った。

「え？　──うぉっ!?」

　不意を突つかれた質問にあせって、デッキブラシを排はい水すい溝こうの溝みぞに引っかけてしまった。

「野球、やらないの？」

　もう一度、女の子が訊きいてきた。

「や……やらないよ……」

　としかし、どもってしまった。

　夢ゆめなのに、なんかうしろめたい。

　これ、夢じゃなかったっけ……。

「どうして？」

　不ふ思し議ぎそうに女の子は首をかしげる。

　それにつられてか、傍かたわらの黒猫も同じような角度で首をかしげた。

「どうして……って」

　理由なんてない。

　やりたくないから、やらないだけだ。

　ただ、それだけ。

　理由なんて、いらない。

　必ひつ要ようない。

「やりたくないの？」

「そうだよ。おれは野球選手よりも銭セン湯トーマンになりたいんだ」

　湯ユ吉キチは手を止め、女の子に向いた。

　けど、女の子の真まっ直ぐな黒目がちな瞳ひとみに見つめられると、急に恥はずかしくなって目をそらした。

「そっか。じゃあ、がんばらないとね」

　女の子の声が弾はずんだ。

　いや、







　───リン。







　という何ど処こかで聴きいたことのあるような耳鳴りにも似にた鈴すずの音ねといっしょに、女の子の声が弾はじけて、浴場に反はん響きようすることなく消えた。

「あ……あれ……？」

　キョロキョロとする。

　真っ白い女の子も黒猫もいなくなっていた。

　最初からそこにいなかったみたいに。

　まるで夢ゆめでも見ていたみたいに。

　いや、最初から夢だった？

　いつもの銭せん湯とうの壁かべ。

　何ど処こか外国の、海が見える街まちの画えが描えがかれた壁だ。

　窓まどからのぞく空は暗い夜の景色。

　ホースから流れる水と、タイルの冷たさが湯ユ吉キチに現実感をあたえてくれている。

「……神さまかぁ…………」

　湯吉はひとりごちる。

　そして、

「ん[image: ][image: ][image: ]っ、ん[image: ][image: ][image: ]ん[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ♪」

　鼻歌交じりで、掃そう除じの続きをはじめた。

　てゆーか。

　なんだろう、このどきどきは。

　あの真まっ白い女の子。

　すごく綺き麗れいだった。

　幼おさな馴な染じみで腐くされ縁えんの碧アオや同年代のクラスの女子とは、違ちがう雰ふん囲い気き。

　女の子がときどき発するウィスパーヴォイスにいちいち、耳がとんがったみたいに反はん応のうしてしまう。

　どきどきして。

　この頰ほおの赤さは、壁の画の色なのか夕陽の色なのか判わからない。

　また逢あえるだろう。

　そんな気がする。




　　　　♪




　遠くに鈴すずの音ねが聴きこえた。

　いつか耳にしたような懐なつかしい響ひびきだった。

　彼は、制服に付いた泥どろを手で払はらいながら、雨が降ったあとのアスファルトに散らばった教科書やノートをぼんやりと見下ろしていた。

　ああ。

　つまらないな。

　たいくつだ。

　そりゃそうか。

　たいくつなだけの街だ。

　ここは。

　ああ。

　なんだった？

　なんだった？

　なんで、此こ処こに立ってるんだった？

　ああ。

　もう、帰らないと。

　夕ゆう暮ぐれが迫せまってくる。

「早く明日に行きなよ」

　と無理矢理背中を押しながら。

　明日なんて、べつにこなくていいんだよ。

　本当は。

　今日なんて、たいくつなだけだ。




　やがて、

　夕暮れが黄昏たそがれる。

　背中に、茜あかね色いろを映うつしながら、彼は、ヴァイオリンを手にした。

　練習しないと。

　ナンノタメニ？

　なんだった？

　ダレノタメニ？

　誰だれだった？

　ああ。

　たいくつなだけだ。







　むかしむかし、

〝はのん〟と呼ばれた彼は、今──




　名前を失くして、彷徨さまよっていた。




　　　　♪




　昔々。

　それは、気の遠くなるような日々を通り過すぎる前のことだ。

　誰だれかにとっては、そう昔のことではないかもしれないけど。

　ある本の中にこんなことが書かれていた。




　──ヒーローとは、自分を犠ぎ牲せいにしてでも他人を守る者のことだ。




　なるほど、と思った。

　自分をかえりみず、自分以外の誰かのために力をつくす。すばらしいじゃないか。なんてすてきなことだろう。

　なんてね。

　たしかに、そのときはそう思っていたんだ。

　けど、気付いた。

　気付いてしまった。

　本当は、ヒーローなんて、ただの偶ぐう像ぞうで虚きよ像ぞうで幻まぼろしなんだってことをだ。

　そうだろう。

　自分を犠牲にして、他人を守ってなんになるんだ。

　自分はただ傷付くだけなのに。

　もし、傷付いてその結果、その傷のせいでもう誰も助けられなくなったらどうする？

　誰が、誰かを助けるんだ。

　もし、誰かを助けるのがヒーローなら、ヒーローを助けるヒーローがいなくてはならなくなる。

　そんなのはいない。

　ヒーローもいない。

　だから、誰も、誰かを助けたりしない。

　誰も、助けてなんかくれない。

　だろ？

　ほら。

　誰だって傷付くのが怖いからさ。

　傷付きたくないからさ。

　助けないんだ。

　誰だれかのために、自分が傷付くなんてバカだろう？

　そんなのを喜んでやるやつなんて、バカだ。

　大きな期き待たいを背せ負おって、大きな何かを賭として、得られるモノなんて何もない。

　残るのは、深い傷きず跡あとと、誰かのため息いきだけだ。

　つまらなそうに、さげすむような、ため息。

　ほら、ちょうど、そうだ。

　あの、煙えん突とつから出てる煙けむりみたいに。

　真まっ白で、目の前を覆おおうように、おおい隠かくすように。

　この街まちの目隠しだ。

　ヒーローのいなくなった──

　この街の大きな傷跡を隠すため息だ。

　誰かの傷を隠すためのため息だ。

　いや。

　ヒーローもため息もいらないさ。

　ほら。

　傷なんてないだろう。

　血も流れてない。

　ああ。

　もう、血も流れていないのかもな。

　そうだろ。

　だって、そうだろ。

　痛いたくも、哀かなしくも、寂さびしくも、冷たくも、汚きたなくも、ない。

　なにもない。

　ここには、何もない。

　あるのは、たいくつだけ。

　だから、ここは、たいくつなだけの街。

　たいくつなやつらが、たいくつだけを大事そうに抱かかえて、呼吸の代わりにため息をついている。ただ、それだけの街だ。

　だから、

「ハァ……」

　これは、ため息なんかじゃない。

　ただの、呼吸だ。




　　　　♪




　おそらく。

　外部からやってきたほとんどの人間が、この街まちに一歩踏ふみ入ったなら不ふ思し議ぎな感覚を受けるはずだ。

　あるひとには、懐なつかしく。あるひとにとってみれば、新しい。

　この街は、東洋と西洋が入り交じった文化を持っていたころの名残なごりを、いたるところにとどめている。

　上空から見ると、涙なみだが落ちるときの水すい滴てきに似にた形をしていて、その象しよう徴ちようのように、よっつの大きな煙えん突とつが東西南北、それぞれに建っていた。

　それは、今では珍めずらしがるひともいるくらいになった〝銭せん湯とう〟の煙突だ。

　毎日、毎日、煙けむりを吐はいている。

　けれど、それらは、いつかのままで止まってしまっている街の姿すがたとは逆ぎやくに、ひとつひとつと時代の波に押しつぶされ、取り壊こわされていった。

　それを、ひとが必ひつ要ようとしなくなったからだ。

　そして、煙を吐くのは、最後の一本だけになった。

　その最後のひとつは、今日も健けな気げに煙を吐いている。

　まだ、そうしていたんだ。

　まだ、そこにいたんだ。

　もう、いいのに。

　必要ないのに。

　誰だれも必要としてないさ。

　その煙が、ため息いきみたいに見える。

「ハァ……」

　彼は、呼吸の代わりにため息をついた。

　首を重そうにもたげながら。

　遠くに鳴る、







　───リン。







　という鈴すずの音ねのような耳鳴りのようなそれを聴きいた。

　懐なつかしい響ひびきだった。

　けど、昔のことは忘れてしまった。

　ずっと遠い昔なんだ。

　彼は、制服に付いた泥どろや汚よごれを片手で払はらいながら、水たまりに浮かんだ自分を見下ろす。

　その周まわりには、彼の教科書やノートが散らばっていた。

　べつに、何にも感じないさ。

　たいくつなだけだ。

　彼奴アイツ等らもたいくつなだけなんだ。

　だからだろ。

　たいくつしのぎにはなるかと思ったんだ。

　けど、たいくつなままだ。

　自分も彼奴等も。

　ああ。

　つまらない。

　たいくつだ。

　当然か。

　ここは、たいくつだけが残された街まちだ。

　誇ほこるモノなんてなにもない。

　教科書やノートを拾い上げると、彼は鞄かばんに押し込んだ。

　水たまりに映うつる世界は薄うすい血の色みたいに赤く染そまりはじめていた。

　もう、帰らないと。

　夕ゆう暮ぐれが迫せまってくる。

「早く明日に行けよ」

　と無理矢理背中を押している。

　彼奴アイツ等らと同じ。

　無理矢理押すだけ。

　這はいつくばる姿が見たいだけ。

　それ以外出来ない能のう無なしが。

　押すなよ。

　這い蹲つくばったって、助けて欲しいなんて思わないから。

　ムダ。

　そんなのムダ。

　明日なんて、こなくていい。

　今日が繰くり返すだけ。

　明日なんて、たいくつなだけ。

　また、今日がくるだけ。

　たいくつなだけの。

　それでも、彼は歩き出した。

　夕暮れに背中を押されながら。

「ハァ…………」

　ため息いきを呼吸の代わりに。




　　　　♪




　今日は家庭教師がくる日じゃない。けど、ヴァイオリンの講こう師しがくる日だ。

　音楽教室に通っているワケでもなく、彼の母親の古くからの友人だというひとが彼の家に直接やってきて教わっている。

　どうせ、そんなにたいしてうまくなるワケでもないと彼は自分自身のことを評ひよう価かしている。

　それなのに、母親は才さい能のうがあると信じて、才能のカケラもない息むす子こに高い月げつ謝しやを払はらってヴァイオリンやらピアノやらを習わせている。

　貴方あなたの息子にそんな才能があるワケがないでしょう？

　貴方の子供なんですよ？

　そんなことを口にすることなく、彼は今日も黙もく々もくとヴァイオリンを弾ひくだろう。

　どうしてか？

　彼は考えたこともなかった。

　母親が言うから、ただそうしているだけ。

　しかし、それがべつにおかしいと思わない。

　親が子供に過か度どの期き待たいをするのは普通のことだからだ。

　自分の子供はきっとたぐいまれな存そん在ざいで、ほかの誰だれとも違ちがう。

　だから、才能も人一倍ある。

　だから、自分の子供が一番。

　一番じゃなくてはならない。

　なんの幻げん想そうだそれは。

　忘れているだろう。期待をかけているのは自分の子供だと。

　自分をよく見てみなよ。

　期待なんて、できる？

「──ただいま帰りました」

　自分で鍵かぎを開けると、つぶやいて家の中に入る。

　母親はいない。

　彼が通う私し立りつ中学の親同士の交流会のようなものに行っている。

「みなさんと情報交こう換かんしなくてはいけないでしょう？」

　と母親は言っていた。

　けれど。

　彼は知っている。

　その交流会とやらが、ただの食事会で、あれを購こう入にゆうしただのあれが良いだの流は行やりのあそこに行っただの自じ慢まん大会だ。

「ハァ…………」

　父親は今ごろまだ会社で、母親の自慢の元もとになる資金を必ひつ死しに稼かせいでいる。

　そういえば、このところ、父親の顔をまともに見ていないな。

　そのうち、どんな声だったとか、もしかすると顔すら忘れてしまうかもな。

「……ハァ…………」

　彼は二階の自室で着替え終えると、洗面所に向かい、彼奴アイツ等らのおかげで薄うす汚よごれた制服を洗せん濯たく機きの中へ放り込んだ。

　ボタンを押す。あとは乾かわくまで放っておけばいい。

　母親は、

「制服はいつも綺き麗れいにしていないとね」

　とかすっとぼけたことを言って、シャツにアイロンがけをしてくれるだろう。

　何も知らずに。

　知るはずもない。

　知ろうともしない。

　身のほども知らないんだから。

　哀あわれだな。

　彼奴アイツ等らと同じだ。

　誰だれかより少しでも優ゆう位いに立っていたいだけ。

　こんなたいくつなだけの街まちで、誰かの上に立っても、その上にはただあの〝煙えん突とつ〟から吐はき出される真まっ白い煙けむりが漂ただよっているだけなのに。

　つかんだって、何にもありゃしないのに。

　知らないのか？

　知らないんだな。

　どうせ──




　ヴァイオリンの講こう師しがやってくる前にやっておくことがある。

　自分の部へ屋やで、ヴァイオリンを弾ひくんだ。

　母親が大金をかけて家を改かい装そうまでして作った防音のしっかりとした音楽専用室じゃなくて、自分の部屋でヴァイオリンを弾くのが日につ課かになっていた。

　彼は窓まど辺べに立つと、弓ゆみを取って奏かなでる。

　音楽。

　名前も忘れてしまった。

　偉えらくもない誰だれかが作った曲。

　練習曲とか課題曲だった。

　でも、いつもこのメロディを鳴らす。

　偉い人じんの音楽じゃない。

　いつもこのたわいもないメロディ。

　部屋鳴り。

　夕ゆう暮ぐれが押し寄せてくる。街まちの色。

　赫あかく。

「このまま、終わってしまえばいいのに」

　そう思う。

　夜がこないまま。
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　赫あかいまま。

　終わってしまえばいいのに。

「そしたら、レクイエムを鳴らすよ」

　薄うすい窓まど硝子ガラスを透すき通って響ひびく。

　窓から見えるのは、夕ゆう暮ぐれに塗ぬりつぶされた景色と、一本の煙えん突とつ。

　ため息いきの代わりに煙けむりを吐き出す。

　もう、終わってしまえばいいのに。

　誰だれも必ひつ要ようとしていないんだよ。

　お前なんか。

　ダレモヒツヨウトシテイナインダヨ。

　オマエナンカ。

　オンナジダ。

　誰も必要としていないんだよ。

　お前なんか。







　───リン。







　陽が沈しずんでいくと、夜がやってきた。

　幾いく億おくの星といっしょに。

　それと同時に、リビングで呼び鈴りんが鳴った。

　ヴァイオリンの講こう師しがきたみたいだ。

「はい……」

　彼がインターフォンに出ると、モニターに映る女性の講師はアホ面づらをさらしながら、

「コンバンワ」

　と言った。

　彼は、「今、開けます」と玄げん関かんに向かう。

　玄関の扉とびらを薄く開くと、隙すき間まから講師のアホ面が覗のぞき込んできた。

　そして、扉を自分で開いて中に入ってくる。

「コンバンワ」

　彼を見て、もう一度、講師は言った。

「母はいません。学校の保ほ護ご者しや会かいのようなものに行っているらしいのですが」

　彼は、母が用意した講師用の上履きスリツパを玄関マットの上に並べた。

　いつものように講こう師しはそれをはくと彼の後に続いて、無む駄だに防音がほどこされた部へ屋やに向かう。

　その間、講師は自分の弟で子しが最近出場したコンクールの話をはじめた。

　部屋に入ってからもしばらく続いたが、

「そうですか。それは残念でしたね」

　と彼がうなずくと、話すだけ話して満足したのか講師は、

「それでは、今日もはじめましょうか」

　と、パチンと両手を打った。

　アホ面づらで。




　　　　♪




「チョット、チョット。やめて」

　練習の最中。

　通して弾ひくはずだった曲を、講師が派は手でに手を叩たたいて制止した。

　彼は特に驚おどろいた素そ振ぶりを見せることなく、無む言ごんで講師の顔を見上げる。

　講師はあきれた風な口ぶりで、大きく首を振る。

「ダメね。ダメだわ。ええ、ダメよ。ぜんぜんダメ」

　彼は表情を変えず、じっと講師の顔を見たまま。

「あなたのヴァイオリンは、ぜんぜん心がこもってません」

　やはりあきれている。

　講師は、ため息いきをこぼすように言う。

「正確に譜ふ面めんのとおり弾くのは技術がいることです。でも、あなたのはただそれだけなんです。まるでコンピュータのよう。いえ。最近のコンピュータは進化していますから、人間が弾いているようにすることだってできるんです。なのに、どうしてですか？　あなたの演えん奏そうは、人間が弾いているように聴きこえてこない。とても哀かなしいです。とても高い技術があるだけに」

　ああ、またそれか。

　彼が講師にこんなことを言われたのは、一度や二度じゃなかった。

　このところ練習がある度たびに、決まって口にする科白せりふだ。

　評ひよう判ばんになるだけあって講師の教え方は、確かだった。

　しかし、普通なら、まだ中学生の子供にしてみれば、心に傷を作るかもしれない辛しん辣らつな科白をこうして口に出してしまう。

　すばらしい技術を持っているからこのままではもったいない。そう、私ならそれを生かすことができる。

　きっと彼も私の言こと葉ばなら判わかってくれる。

　私のことを判ってくれる。

　私なら、それができる。

　女性講こう師しは、彼の気持ちを考えることなく、自分の気持ちを一方的に投げかけていた。

　だからといって、彼が特別に抱く感情もない。

　ああ、またそれか。

　誰だれにどう聴きこえようがかまわないじゃないか。

　人間だろうが、コンピュータだろうが。

　鳴るのは、同じ音楽だ。

　たいくつなだけの。

　彼は、じっと講師を見る。

　言葉が誰かに届とどくと、本気で思っている。

　心が本当に伝わると思っている。

　知らないのか。

　知らないんだ。

　心なんて、何ど処こかに落としてきてしまったのに。

　このひとは、オトナだけど、オトナじゃない。

　オトナになれなかったんだ。

　でも、子供にもなれない。

　だから、そんなアホ面づらだ。

　講師は、彼が見つめているのを、自分の言葉に耳を傾かたむけていると勘かん違ちがいしたのか、自うぬ惚ぼれた表情でどうでもいい話をしはじめてしまった。

「私に音楽のすばらしさを教えてくれた恩おん人じんである先生はね、ほら、以前、課か題だい曲きよくで教えてあげたでしょう？　その先生が作って教えてくれたあの『ユカリンのテーマ』という曲。あの曲ずっと弾ひいてくれてたよね、君は。私、とってもうれしかったの。君にもちゃんと届いてるんだって。私ね、ずっと夢ゆめがあって、たくさんの生徒を見てきたけれど、その子たちがやがて、きっと大きな花を咲さかせてくれる。私がそうなったように、だから君にも──…………」

　ああ、

　つまらないな。

　たいくつなだけの話。

　早く終わればいいのに。

　いつも弾いてる課題曲を作ったっていう恩人の先生も、死んでしまったんだろう？

　そのひとの夢や希望もそこで死んだんだ。

　だから、あなたはこんな狭せまい部へ屋やで、才さい能のうもない中学生のレッスンなんてやっている。

　夢ゆめなんて見たばかりに。

　可か哀わい想そうに。

　そんなモノ、なくていいのに、

　その方が、楽らくだろ。

　誰だれかが言って、それに従したがっていればいい。

「はい。そうですね」

　って、言えばいい。

　そしたら、ほら、笑った。

　あなたは笑うんだ。

　楽だろう。

　──ほら。

　勘かん違ちがいなのに。

　バカバカしくて、可お笑かしくなる。

　アホらしくて、狂おかしくなりそうだ。




　彼は自分でも気付かないうちに、あの曲のあのメロディを口ずさんでいた。

　そのとき講こう師しの女性は、はじめて、彼がうっすらでも、笑っているところを見た。

　硝子ガラス細ざい工くが割れてしまったような。そんな微び笑しようだった。




　　　　♪




　夜。

　夜中。

　真夜中の残光。

　微かすかな光で目を開けた。




　それは本当に光だったのか、彼にはよく判わからなかったが、その瞬しゆん間かんに目を開いていた。

　ベッドの上で寝ね息いきを立てている彼を、魚ぎよ眼がんレンズで覗のぞき込んだようなマヌケ面づらの彼が覗き込んでいる。

　寝息が止まらないかどうかを一生懸けん命めい、確かめている。

　それを目を開いた彼が離はなれて眺ながめている。

　マヌケ面の彼が言う。

「ハローハロー。聴きこえますか？　目を開けてください。私を見てください」

　ベッドの上の彼は、目を開けない。

　目を開いている彼は、それを眺ながめながら、

　──開けるはずないよ。だって、もう、開いてしまっているから。

　そう呟つぶやく。

　けれど、その声は、マヌケ面づらの彼には届とどかず、マヌケ面の彼は、ベッドの上で寝ね息いきを立てる彼に、声をかけ続ける。

「私は持っています。あなたが望むモノを。だから、目を開けてください。私を見てください」

　──無理だよ。

「私は持っています。あなたが落としたモノを」

　──捨てたんだよ。それは。

「目を開けてください」

　──開けたら何が見える。

「私を見てください」

　──嫌いやだよ。

　マヌケ面の彼は、ベッドの上で寝息を立てる彼をマヌケ面で覗のぞき込んでいる。

　それを、目を開いた彼が哀かなしい顔で眺めていた。

　──もう、必ひつ要ようないって言ってるのに。何で現れたんだ。

　そんなことをしたら、本当に壊こわさなきゃなくなるだろう。オマエを。

「これはあなたのモノです」

　──いらないって言ってるんだ。

「判わかりますか？　これがなんだか判りますか」

　──判るよ。

「これは、あなたのモノです」

　──知ってるよ。だから、捨てたんだ。

「これは、あなたの〝心〟です」

　──もういいよ。

「これは、あなたの〝夢ゆめ〟です」

　もう、いいんだ。

　そんなモノ。

　そんなの、重たくなるだけだろ。

　痛くなるだけだろ。

　寂さびしくなるだけだろ。

　苦しくなるだけだろ。

　哀しくなるだけだろ。

　虚むなしくなるだけだろ。

　つらくなるだけだろう。

　間抜けな顚てん末まつを迎えるだけ。

　見てみろよ。そんなモノを抱かかえた奴やつ等らを。

　いつも通り朝がきて、いつも通り過ぎ去さっていくのに気付かないで。

　彼奴アイツ等らもそうだ。

　不安になって怖くなって、どうしようもない気持ちになっている。

　たいくつなだけの街まちで、たいくつなだけの心に気付かないで。

　バカだな。夢ゆめなんて見なければいいのに。

　バカだな。

　そんなの子供の見るモノだ。

　目を開けて見るモノじゃない。

　何度裏うら切ぎられたら気付く？

　何度裏切られてから、知る？

　この街にはもう、ヒーローなんていないんだぜ？

　ずっと昔に死んでしまったんだ。

　可か哀わい想そうに。

　まだ、信じているのか。

　ヒーローが現れるって。

　こんなたいくつなだけの街のヒーローが。

　バカ面づら。アホ面。マヌケ面。

　弱じやく者しやを助けてくれる、希望の存そん在ざい、ヒーローはもういない。

　まだ、信じているのか。

　自分に、すばらしい未来がやってくるって。

　すばらしい明日が待まってるって。

　夢や希望を捨てなくていいって。

　失くさなくていいなんて。

　知らないのか？

　本当はもう、ずっと前から明日なんてやってきてない。

　ヒーローが死んでから、このたいくつなだけの街は、今日を繰くり返しているだけなんだ。

　ずっとずっと変わらない。

　同じ今日が続いているだけだ。

　そんなことにも気付かないバカとマヌケとアホ面が、まだ、夢を見てやがる。

　自分が、自分だけが、世界の中心のつもりか？

　誰だれだって、脇わき役やくなんだ。

　ヒーローのいない世界じゃ、誰だって背はい景けいみたいなものなのに。

　可か哀わい想そうに。

　そんなモノ。信じていたんだな。

　ヒーローなんて。

　ずっとずっと昔のことだ。

　昔々──

　忘れたよ。

　もう、忘れてしまったんだ。

　なのに。

　なんでかな。

　あの曲のあのメロディが、聴きこえてくるよ。

　忘れようとしていることを思い出させるよ。

　哀かなしくないのに、なんで、哀しいんだ。

　なんで、忘れたはずの顔を思い出すんだろう。

　夕ゆう暮ぐれの茜あかね色いろに染そまりながら、一いつ心しん不ふ乱らんにバットを振る少年の姿すがた。

　なんで、思い出すんだろう。

　それは、この街まちの、みんなのヒーローじゃない。

　たぶん、自分のヒーローだった。

　街のひとが知らない。

　自分だけの。

　自分だけが知っている。

　ベースボールパークにて。

　ちいさなヒーロー。

　スポットライトを浴びることもなく、本当のヒーローになることをやめてしまった。

　ずっといっしょにいられるんだと思ってた。

　ヒーローになんてならなくてよかったのに。

　なれなくてもよかったのに。

　自分だけが知っているから。

　それだけでよかったのに。

　傍そばにいて、ただ、その背中をずっと見てたかっただけなのに。

　でも──




　もう、忘れたんだ。

　忘れたいんだ。




　マヌケ面づらの彼が、ベッドの上の彼の寝ね顔がおを見ながら泣いていた。

　それを見て、目を開けた彼は、涙なみだを流した。







　───リン。







　　　　♪




　目が覚めると、今日も今日がはじまっていた。

「早く明日に行きなよ」

　と背中を無理矢理押した夕ゆう暮ぐれの姿すがたはない。

　朝あさ陽ひが、カーテンに突つき刺ささっている。

　でも、どうせ、また無理矢理に背中を押される。今日の夕暮れに。

　顔を洗って、昨日きのう洗せん濯たくした学校の制服に袖そでを通す。

　案あんの定じよう、シャツにはピシッとアイロンがけがしてあった。頼んでもいないのに。

　朝食の席せきに着くと、母親が、

「脳のうの働はたらきを活発にする効こう果かがあるらしいのよ」

　とテレビで得た知識なのか、昨日の保ほ護ご者しやの集まりで仕入れた情報なのか、見み慣なれたものから見慣れないものまで、フルーツが山やま盛もりになった皿さらをテーブルの中ちゆう央おうに置きながら言った。

　朝からそんなに食べられるワケがないだろう。とか思いながらも彼は一言も発することなく、フルーツの他にも一人分にはあまりある朝食を次々と口に運んでいった。

　ふとテーブルの斜ななめ前の席に目を向けた。

　父親の席だが、今日も姿はない。すでに出社してしまった。

　この街から父親の会社までは、かなり時間がかかる。

　無理してマイホームなんて持とうとするからこの結果。

　家族のためなのかローンを払はらうためなのか、父親は休日出しゆつ勤きんしてまで働はたらいている。

　子供は私し立りつの学校に通い、塾じゆくや習い事もやっている。

　それが父親の何の見返りになるのか。彼にはよく判わからなかった。同情する気持ちはあっても感かん謝しやの想おもいは湧わいてこない。

　──まあ、可か哀わい想そうなのは、このひともか。

　ちらりと台所に立つ母親に目を向けた。

　哀あわれだな。

　みんな。

　彼奴アイツ等らも。

　自分も。




　　　　♪




　朝あさ陽ひが眩まぶしくて、目を潰つぶしたくなる。

　気持ちが悪くて吐はきそうだ。

　家を出て数分も経たたないところで彼は向こうに、ちいさな背中が歩いているのを見付けた。

　あの煙えん突とつの下に暮くらしている、銭せん湯とうの跡あと取とりで、彼と同じ歳としの男の子だった。

　昔々──

　彼とその子ともうひとりの女の子。

　三人だったころ。

　忘れたはずの背中。

　彼は、その後ろ姿すがたを見た途と端たん、足を止めた。

　いつもなら、気にもせず無む視ししているところなのに。

　何な故ぜか、足がすくんだ。

　背中が遠くなっていく。

　彼は、それが消えるまで目で追っていた。

「…………なんで……」

　無意識に彼は手を伸ばしていた。

　遠く消えていったちいさな背中に。

　まるで、呼び止めようとするみたいに。

　イカナイデ。

　タスケテホシイナンテイワナイカラ。

　ヒーローナンテイラナイカラ




　──でも、できなかったんだ。




　声は、ため息いきに変わってしまった。

　呼吸をするために。







　哀あわれな奴やつ等らの哀れな時間。

　以下、自分も含ふくむ。

　いつものことだから、たいして気にもしていない。

　たいくつなだけの街まちを一歩抜け出したところにある私し立りつ中学。

　彼が一年Ｄクラスの教室に着くなり、いつもの彼奴アイツ等らが近付いてきた。

　にやけたアホ面づらで。

　一限目の授業がはじまるまでの一寸ちよつとの時間だろうが、よほどたいくつでヒマをもてあましているらしい。

　彼奴等はいつもの三人組だ。

　三人のリーダー格の少年が、

「よう。グッドモーニングっ」

　と言って、彼の首に手を廻まわしてきた。

「おい。今日もきたんだな。昨日、もう学校にくんなっていったろうが」

　こそこそと耳もとで囁ささやく。

　彼にはまるで蚊かが飛び廻っているみたいに聞こえた。

　だから、彼は呼吸の代わりにため息いきをついた。

　と、それがシャクに障さわったんだろう。

　リーダー格の少年が彼から離はなれると、脇わきに控ひかえていたふたりに目線を送った。

　ザコの二人は彼の両脇に密みつ着ちやくするように立つと、「はーい。ちょっとあっちにいこうかぁ」なんて頭のネジが一本はずれたような調ちよう子しでひどくうれしそうに笑いながら言った。

「さっさと歩けよ、っと！」

　少年がうしろから眺ながめながら、彼の背中に蹴けりを入れた。

　制服に、少年の上うわ履ばきの跡あとがくっきりと残る。

　彼は何も言わず、ザコ二人に脇を抱かかえられるようにして歩き出した。

　クラスメイトたちは、それに気付いていなかった。

　気付かないようにするのに、一生懸けん命めいで。







「ったく、クソみてえなヤツだな、おまえは。偉えらそうにしやがって、勉強ができんのが偉いのか？　ヴァイオリンが弾ひけんのが偉いのか？」

　リーダー格の少年が、彼の腹ふく部ぶを足で押すように蹴飛ばした。

　ズザッと彼はよろめき壁かべにぶつかって、地面にへたり込んだ。

　彼は、こういうときの定番中の定番で、他の生徒や教師たちから見付かりにくい校こう舎しやの裏うら側がわに連れてこられていた。

「判わかってんのかよぉ」

　ザコ二人の左側が、しゃがんで彼の顔を覗のぞき込んでくる。

　彼は、チラリとそいつを見た。すると、

「ウワッ。コッチ見んなよ、キモチわりぃな」

　そいつは、ヘラヘラと笑う。

　つられたように、もうひとりのザコ、右側も笑った。

「つーか、うぜーから、学校くんなっつってんのによぉ？　なんで判んないワケえ？」

　座すわりこむ彼を見下ろして、リーダー格の少年は吐はき捨てた。

　彼は何も答えない。

　意味がないから。

「ったくよ、こっちがわざわざこんなところまできて、おまえみたいなクソに話しかけてやってんのによぉ」

　リーダー格の少年に、左側と右側が続いた。

「黙だまってんじゃねーよ、キモイなあ」

「喋しやべれっつってんだよっ」

　無む反はん応のうな彼にいらだった右側が、彼の髪かみの毛をつかんだ。

　しかし、

「ウワッ！　きたねぇ、クソさわっちまった！」

　そう言って、すぐに手を離はなした。

　他の二人がゲラゲラと笑い出す。

「おまえ、その手でオレのことさわんなよ？」

　リーダー格の少年が言う。

「マジで。手洗わねえと」

　右側の少年は、その手を自分のズボンにこすりつける。

「てめえのせーだろうが、なんか言えよっ」

　今度は、リーダー格の少年が、足で直接彼の顔を踏ふみ付ける。

「………………っ」

　彼は、耐たえきれず地面にうつぶせのように倒たおれてしまった。

　それでも、少年は彼の顔面から足をどけようとはせず、むしろ力を込めた。

「クソはクソらしく、地べたに落ちてろ」

　ようやく足を離した少年は、しかし、

「あーあー、クソ踏んじまったじゃねーか」

　そう言って、彼の制服に靴くつの裏うらをこすりつける。

　それから、

「おい、行こうぜ。授業はじまんぞ」

　と、ザコ二人を左右に従えて、教室へと戻っていく。

　彼はしばらくそのままで、地面に這はいつくばったままでいた。

　アスファルトから、冷たい感かん触しよくが頰ほおに伝わってくる。

　彼奴アイツ等らの足音が聞こえなくなった。

　あれで満足したワケじゃない。

　どうせ、休み時間や昼休みや放課後、暇ひまを見付けてやってくる。

　たいくつなんだろう。

　彼奴等は、彼と同じたいくつなだけのあの街まちからこの私し立りつ中学にやってきていた。

　だから──たいくつしのぎに、彼をからかっているだけだった。

　その証しよう拠こに、彼奴等は暴行と呼べるほどの暴力は振るわない。

　ケガをさせないようにしていた。

　誰だれかに見付かっても、誰かにバレたとしても、

「遊んでて、ちょっとやりすぎちゃって」

　とかそんな風ふうに言い訳わけできるようにだ。

　しかし、彼奴等は、自分たちが『悪』になるつもりはない。

　表おもて向むき真ま面じ目めで素直で良い生徒で、親にとっての愛いとしい子供だ。

　今も律りち儀ぎに、授業に間に合うよう戻った。

　彼を痛めつけることよりも、彼を地面に這はいつくばらせて、それを眺ながめて優ゆう越えつ感かんに浸ひたることが彼奴アイツ等らの目的だった。

　自分よりも下の人間が欲しいだけ。

　生なま意い気きだから、ムカツクから、反抗しないから、とかそんなのは後付けの理由。

　彼を、親や教師や学校や街やいろんなものから受けて、たまりにたまったストレスのはけ口にしている。

　けど、彼は、つらくも哀かなしくもなんともなかった。

　むしろ、彼奴等に同情すらする。

　こんなところで、こんな風にしか生きられないんだから。

　いつも通り朝を迎えて、いつも通りそれがため息いきだとも知らずに、呼吸をしている。

　自分の今いる場所、これから進むべき道、未来、悩み、夢ゆめや希望。

　そんなモノを抱かかえてしまっているせいで、不安になって怖くなってしまう。

　誰かの目を気にしながら、ちいさくなって生きている。

　自分よりも弱いモノを見付けないと、自分が自分で居いられなくなってしまう。

　そんなちっぽけな、たいくつなだけの存在だ。

　本当に未来なんてあるのか？

　ずっと今日は今日のままで、明日なんてやってこないんだぞ？

　可か哀わい想そうに。

　可哀想に。

　カワイソウニ。

　カワイソウニ。

　また、今日を繰くり返して、ずっと、そうしているしかできない。

　いつか、それに気付くとき。

　どんな表情をするだろうか？

　絶望だろう？

　そしたら、鳴らしてやるよ。

　レクイエムを。




　　　　♪




　──音楽。




　　　　♪




　夕ゆう暮ぐれた黄昏たそがれ症しよう候こう群ぐん。

　オトナになれない子供たちへ。

　子供になれないオトナたちへ。

　告つぐ。

「街まちは移りゆくから美しいんだ。なのに、この街はあの日から時間を止めたまま……」

　ため息いき。

　呼吸に代わって。

　夕暮れた。

　帰ろう。

　帰れない。

　帰ろう。

　帰りたい。

　帰ろう。

　帰れない。

　戻ろう。

　戻れない。

　戻ろう。

　戻りたい。

　ああ、もう、夕ゆう暮ぐれた。

　いつかの河か川せん敷じき。

　黄昏たそがれて這はい蹲つくばる。

　彼奴アイツ等らの顔。

　斜しや陽ようの赫あかに染そめられて、血の色。

　血の味。

　砂すなの味。

　可お笑かしくって、呼吸の仕方を忘れそうだ。

「おまえさあ、死ねばいいのにな」

　少年が笑ってる。

「おまえさあ、いなくなればいいのにな」

　少年が笑った。

「おまえさあ、なんで呼吸してんの？」

　少年は笑う。

　呼吸？

　これは、ため息いきだよ。

　おまえらを嘆なげいているんだ。

　哀かなしいのに泣けないおまえらだから。

　知ってるか？

　知ってるだろ？

　昔々、この街まちには、ヒーローがひとりいました。

　でも、この街のヒーローは死んでしまいました。

　アホでバカでマヌケな子供を助けるために。

　ボールを拾おうとして雨あがりで流れが速く水位の上がった川に落ちて溺おぼれた子供を助けるために。

　みんなのヒーローは死んでしまいました。

　だから、もう、

　ヒーローはいません。

　死んでしまいました。

　だから、ヒーローはいません。

　同時に、自分だけのヒーローもいなくなってしまいました。

　ちいさな背中がもっとちいさく、遠くなって消えてしまいました。




　──忘れたはずなのに。




　思い出してしまった。

　いつかの河か川せん敷じき。彼は、彼奴アイツ等らに足あし蹴げにされながら、ぼんやりと目を開けていた。

　遠くに空が見えた。でも、手を伸ばしたら届とどきそうだった。

　手を伸ばしたら、夕陽が呼んだ〝明日〟のしっぽでもつかめそうだ。

　こんな世界は、たいくつなだけ。

　もう、終わればいいのに。

　早く終わればいいのに。

　なんで、助けたんだろう。

　なんで、助けられたんだろう。

　あのとき、死んでれば、もっと楽らくだったはずなのに。

　痛いとか哀かなしいとかつらいとか苦しいとか、考えなくていい。

　心とか夢ゆめとか希望とか未来とか、なくてもいい。

　助けなくてよかったのに。

　この街まちの、みんなのヒーローが死んで、もうひとりの──自分だけのヒーローは、ヒーローになることをあきらめてしまった。

　最初から、ヒーローになんてなれなかったと知ってしまった。

　べつに、よかったんだ。

　ヒーローになんてならなくて。

　いっしょにいて、それがすべてで。

　背中を見てたかっただけなんだ。

　声を聴きいてたかっただけなんだ。

　だから、べつによかったんだ。

　最初から、ヒーローなんていらなかったんだ。

　そしたら、失くさなかった。

　ああ。

　もう、面めん倒どうくさいなあ………。

　呼吸するのも、代わりにため息いきをつくのも。

　面倒だ。

　ああ………。

　河か川せん敷じきの土に頰ほおを寄せながら、彼は、雨のように降ってくる彼奴アイツ等らの足の隙すき間まから、遠くを見た。

　橋の上に、人ひと影かげがいた。

　誰だれかを呼ぼうなんて思ってなかったよ。

　捜さがしてなんかなかったよ。

　だって、ヒーローはいないんだから。

　人影は、彼に気が付いて、ひどく驚おどろいていた。

　離はなれているのに、目め線せんが合っていた。

　彼と、──彼女と。

　知った顔だった。

　小学生までの幼おさな馴な染じみ。

　三人だったときの。彼とあの男の子と──あの女の子だ。

　同じ私し立りつに通っているはずだが、学校ではすれ違ちがった記き憶おくもない。

　顔も忘れかけていたのに。

　なんで、こんなときに。

　こんなところを。

　彼女は、彼と同じく、ヒーローを失った人物だ。

　実の兄だったヒーローを失い、それ以上の存そん在ざいだった自分だけのヒーローを失いそうになっている。

　でも彼と彼女が違うのは、彼女が、必ひつ死しにつなぎ止めようとしていることだ。

　毎日のように、〝アイツ〟のところへ通っている。

　無む駄だなのに。

　ヒーローはもう、いないんだぜ？

　だから、そんな顔すんなよ。

　久しぶりに逢あったんだ。

　ほら、可お笑かしいだろ？

　滑こつ稽けいだろ？

　無ぶ様ざまだろ？

　だから、笑えよ。

　そんな顔するなよ。




　死にたくなるだろう。







　───リン。




　　　　♪




　夕ゆう暮ぐれが背中を押す。

「早く明日に行きなよ」

　と無理矢理背中を押す。

　明日なんて、本当はこないんだ。

　知ってるよ。

　だから、たいくつなだけだ。




　そして、

　夕暮れが黄昏たそがれるころ。

　むかしむかし、

〝はのん〟と呼ばれた彼は、

　這はいつくばって、空を眺ながめていた。

　手が届とどきそうな空を見ていた。

　泣きながら。







　それを彼女は、何もできずに見ていた。

　見ているしかなかった。

　泣きながら。







　ふたりは、だから、〝アイツ〟のことを思い出す。

　泣いているといつも傍そばにやってきて、

「だいじょうぶか？　オレも泣いてやろうか？」

　と言っていた、バカでアホでマヌケで、でも、ふたりにとってのヒーロー。

　でも、もう、この街まちにはヒーローはいない。

　いなくなってしまった。




　帰りたい。

　あのころ。

　戻りたい。

　あの場所。

　帰れない。

　戻れない。

　懐なつかしさなんて、もう、忘れたから。







　空には、ひとつ。

　キラキラ星。




　虚うつろって彷徨さまよってた。







　　　　♪




　むかしむかしあるところに……。

　といっても、実際はそんなに昔じゃない。

　ほんの数年前。

　オトナにとっては昨日きのうのようなことかもしれない。

　けれど、子供たちにとって一日は、オトナの一週間にも一ヶ月にもなることがある。

　だから、それは子供たちにとって、気の遠くなるようなむかしむかしだった。

　だから、むかしむかしあるところに──




〝キミと君ときみがいました。〟

　君ときみはいつも、キミの背中を追いかけていました。

　そんなキミはいつも、大きくて強い背中を見ていました。

　とても憧あこがれていました。

　自分もいつかは、その大きくて強い背中を持つ〝ヒーロー〟になりたいと思っていました。

　けれど、いつだったか、ヒーローはいなくなってしまいました。

　キミと君を助けるために、身代わりに死んでしまったからです。

　キミは、背中を見失ってしまいました。

　君は、背中を見ることができなくなってしまいました。

　きみは、それでも背中を追い続けます。

　ちいさな背中を。

　キミが見失ったのは、自分の背中でした。

　君が見なくなったのは、キミのちいさな背中です。

　きみがまだ見ているのは、ちいさな背中。

　夕ゆう暮ぐれに黄昏たそがれる、それはそれはとてもちいさくて頼たよりない背中でした。




　　　　♪




　きっと。たぶん。おそらく。

　外からやってきたほとんどの人間が、この街まちに一歩踏ふみ入れば、不ふ思し議ぎな感覚を受けるだろう。

　あるひとには、懐なつかしく。あるひとにとってみれば、新しい。そんな感じで。

　この街は、東洋と西洋が入り交じった文化を持っていたころの名残なごりを、いたるところにとどめている。

　街まちを空から見れば、涙なみだが落ちるときの水すい滴てきに似にた形をしていて、その象しよう徴ちようのように、よっつの大きな煙えん突とつが東西南北、それぞれに建っていた。

　それは、今では珍めずらしいくらいの〝銭せん湯とう〟の煙突だった。

　しかし、四本あった煙突も、いつの間にか最後のひとつになっていた。

　ひとつ、またひとつと、時代の流れや開発の影えい響きようを受け、取り壊こわされ姿すがたを消していった。

　それでも、その煙突だけは毎日、毎日、煙けむりを吐はいていた。

　今も昔も変わらない姿で最後の一本は、人々から必ひつ要ようとされなくなった今も、もくもくと煙を吐く。

　まだまだこれからなんだぜ。

　明日も待まってるよ。

　アナタがやってくるのを。

　アナタがやってくる明日を待ってる。

　だから、此こ処こにたってるんだよ。

　まるで、そんなことを言っているみたいに。




　やがて、夕ゆう暮ぐれは黄昏たそがれて、黄昏たそがれは夕暮れるころ。

　そんなころ。

　茜あかね色いろに染そまる煙を吐き出す煙突に向かって歩く少女が、ひとり。長い影かげを引きずっていた。

　中学でのクラブ活動が終わると家に帰るよりも真まっ先に、近所の銭湯『はるえのゆ。』に行くのが日につ課かになっている。

　全身に浴あびたグラウンドの土つち煙けむりや汗あせを流す目的もあったけれど、少女の本当の目的は、銭湯の孫まごで幼おさな馴な染じみの少年の顔を見ることだった。

　昔は、そうでもなかった。

　そう、というのは、少年の顔を見ること。

　家もすぐ近所で、放っておいても、気が付けばいつも少年はいっしょにいて、気が付いたら傍そばにいて、いちいち気が付かなくても、いろんなことが当たり前で、とても自然で、何をしても笑えて、楽しかった。

　でも、今は、どうだろう。

　正直に言ってしまうと、

「そんな、楽しくはないか……な？」

　呼吸の代わりにため息いきが出てしまいそうになる日々。

　学校がイヤとか、部ぶ活かつが厳きびしすぎるとか、そんなことはない。

　公こう立りつの小学校から私し立りつの中学へ入学したせいで、以前からの友達は減へってしまったけど、あたらしい友達がたくさんできた。

　以前所属していたリトルリーグのチームとそんなに変わらない。

　むしろ、ソフト部の方がちょっとのんびりしてるくらいだ。先せん輩ぱいもやさしいし。

　今日だって、

「最近、練習試合とかけっこーあったし、よし。練習軽めにしよー」

　とか、いつもよりも早く部ぶ活かつが終わった。

　おかげでこうして、こんな時間に銭せん湯とうに──少年のところに行くことができている……んだけど、……前みたいに三人いっしょじゃない。

　バラバラだ。

　陽ひが暮くれるのが早くなっているのか、茜あかね色いろが迫せまってきているのを背中に感じた。

　そうしたらとたんに、もう今日が終わってしまう気がして、胸が苦しくなるようなせつなさを覚えた。

　陽が沈しずむっていうだけなのに。

　中学生になってから、ものすごく時間が経たつのが早くなった。

　ため息いきをついている間に一日が終わる。

　だから、

　そんなのはイヤだから。

　碧アオは、少年のところに行くことに決めた。

　少年は公こう立りつで、碧は私し立りつで、バラバラになってしまったけど、バラバラなのはイヤだ。

　バラバラなまま、バラバラになってしまうのはイヤなんだ。

　だから、

　ムリヤリにでも逢あいにいって、イヤがってもその顔を見てやるんだ。

　一秒もムダにできない。

「なんて言ってて、授業中とか眠くなって居い眠ねむりしそうになるんだ」

　しょうがないさ。

　だって、育ち盛りだもん。

　身長だって、ちょっと伸びた。

　ただ、好きなひとよりも高いのは問題があるなー。

　もーちょっとなんとかならんかねえ、自分。

　ならないよねー。

　なんて。

　少女は、にんまりと口もとをゆるめた。

　けど、ひとりで笑っているのを誰だれかに見られたら薄うす気き味み悪く思われてしまう、と顔を背そむけた。

　誰もいないのに。

　その拍ひよう子しに碧アオは、物もの想おもいにふけってる間に、自分が家の近くで『はるえのゆ。』の近くでもある、幅はばの広い河か川せんにかかる橋の上に立っているのに気が付いた。

　顔から笑え顔がおが消えて、碧はうつむいた。

　川の音が耳に届く。

　好きじゃないんだ。

　数年前。この川を少し下ったところで、碧の兄──丸マル岡オカ昇ノボルは、命を落とした。

　昇は野球の選手で、世界大会にも選せん抜ばつされたりと将来を期待された、このたいくつなだけの街まちで唯ゆい一いつの、〝ヒーロー〟だった。

　でも、死んでしまった。

　三人を護まもるために。

　キミと君ときみ。

　少年ともう一人と碧。

　思い出したら、痛くなる心。

　あのとき、みんなが、




「ヒーローが子供たちを救った」




　と昇を褒ほめ立てた。

　本当は、あのとき。

　本当は、叱しかってほしかったんだ。

　アタシたちは、怒おこってほしかった。

「おまえたちが悪いんだよ」

　って。

　三人があんな川の傍そばで遊んでいたから。

　危ないのに。

　雨が降って増水した、流れの速い川。

　ボールを拾おうとして、ひとりが足を滑すべらせて川に落ちた。

　少年ががそれを助けようと川に飛び込んだ。

　たったひとり──碧だけが何もできなかった。助けを呼ぼうとする声も出せなかった。

　そしたら、ヒーローがやってきた。

　川に飛び込んで、流されたふたりを助けくれた。三人が離はなればなれにならないようにしてくれた。

　なのに、ヒーローは、死んでしまった。

　なのに、離ればなれにならないようにしてくれたのに、三人はバラバラになってしまった。

　ごめんね。

　おにいちゃん。

　ごめんね。

　くやしいよ。

　かなしいよ。

　さみしいよ。

　こんな気持ちになりたくないのに。

　碧アオは、川の音を振り切るように歩き出した。

　けれど。

　その足はすぐに止まった。

　止まってしまった。

　だって。

「あれは……？　なんで……はのん……？」

　君が居いた。

　雑ざつ草そうの生えた地面がむき出しになっている川岸。

　碧の眼めには信じられない光景が映っている。

　もうひとりの幼おさな馴な染じみが、地面に這はい蹲つくばっていた。

　というよりも。

　這い蹲らされていた。

　数人の男の子たちが彼を見下ろしながら取り囲んでいる。

　碧や彼と同じ中学の制服だ。

　それに、小学校も同じだったから、男の子たちの顔を知っている。

　その状じよう況きようがなんなのかを理解するのに、時間はほとんどいらなかった。




　なんで。

　どうして。




　　　　♪




　少女は、いつものはやる気持ちを抑おさえるような早足ではなく、何かから逃げるように、あのちいさくてもおっきな背中の──少年のところへ走っていた。

　煙えん突とつが吐はき出す煙けむりで、この街まちの誰だれもが姿すがたを隠かくされてしまったみたいに、少女が歩くせまい道には誰も姿はない。

　夕焼けが足音もなく迫せまってくる。

　うしろに影かげが吸い込まれるように薄うすくなって伸びていく。

　少女は駆かけ足になる。

　煙えん突とつの下──少年のところへ向かう道。

　もしかすると、このまま夕ゆう暮ぐれに食べられてしまうのかも。

　そんなことを考えた。

　早く早く。

　焦あせりが身体からだ中を支配しはじめると、少女の気持ちと身体がちぐはぐになっていく。

「──アッ……!!」

　足がもつれて、小石すらないアスファルトの平地でつまずいてしまった。

「…………ったぁ……」

　衝しよう撃げきはあったが、肩からななめがけしていたスポーツバッグがクッションになって、膝ひざを少しすりむいた程てい度どだった。

　少し血がにじんでいるくらい。

　なのに、膝が笑っていた。

　ガクガクと情けなくふるえている。

　こんな傷、部ぶ活かつでは日常茶さ飯はん事じでしょ？

　いつものこと。

　いつものことだよ。

「……っ！」

　少女は自分の膝ひざ小こ僧ぞうを平手ではたくと、

「ダイジョウブダイジョウブ……」

　呪じゆ文もんを唱となえるように何度もそうつぶやいて、立ち上がった。

　後ろを振り返ることなく、そして、駆け出だした。

　夕暮れに影を引っ張られながら。

　何を怖がっているの。

　何で逃げ出したの。

　何もできなかったの。




　川岸の地面で這はい蹲つくばって、三人の少年に見下ろされる彼を見た。

　このふたつの眼めで見た。

　その瞬しゆん間かん。

　彼のふたつの眼と視し線せんが重なった。

　そんな顔で見ないで。




　　　　♪




　たいくつだけがあって。

　それだけがよりどころで。

　言い訳わけで。

　ほかには何もないこの街まち。

　ため息いきのような煙けむりを吐はきながら、街を隠かくそうとする煙えん突とつ。

　その下──少年が、ひとり。




　びゅん。

　一回の裏うら。

　その少年の守備。

　いつの間にか、失点中。

　ドンマイ。

　どうした？

　それがどうした。







　丈たけは七分か八分。

　ブラウンのカーゴパンツ。

　短ハーパンじゃない。中学生にもなって、短パンなんかはいてられない。

　でもちょっと暑いから、長くも短くもないやつ。

　少年は、春ハル江エ湯ユ吉キチは、空が焼ける茜あかね色いろをそのちいさな背中に感う染つさせながら、




　──びゅん。




　と、金属製のバットを振った。

　湯吉の手に、腕に感かん触しよくはない。

　しびれるようなあの感触。

　ボールを打ち返すことはなかった。

　ヒットでも、ホームランでもない。

　あたりまえだ。

　だって、ただの素振りスウイングだ。

　試合相あい手てもいない。

　ボールもない。

　ピッチャーはいない。

　バッターでもない。

　ただのスウィング。

　練習でもないんだぜ？

　必ひつ要ようないから。そんなの。

　ただの日課。

　煙えん突とつの下。

「ちゃんちゃらおかしい──ぜっ！」

　湯ユ吉キチは、びゅん、とスウィングする。

　感かん触しよくはない。

　いつもなら、脳のう裏りで描えがいているドラマチックドラマ──ナイスバットコントロールと目にも止まらないヘッドスピードで打ち返した白はつ球きゆうの高い高い放物線、自分の声が聞こえなくなるような歓かん声せい──がない。

「なんつーか……」

　身みが入らないかんじだ。

　気分が乗らないかんじだ。

　湯吉はボコボコになっている金属製のバットを杖つえがわりに、ぼんやりと、もくもくしている煙突越ごしに黄昏たそがれる空を眺ながめる。

　空は青と赤と紫と黒が交じった境きよう界かい線せんのない色をしている。

「そういや、聞こえてこないな……」

　いつもならこの時間帯に、耳障ざわりに鳴っているアレだ。

　何ど処こかの誰だれかさんが弾ひくヴァイオリンの音。

　街まち中なかを包み込むように鳴るそれが、湯吉は、

「なんかキライだ」

　とか思っていた。

　だから、聞こえたら打ち返してやる。って、思ってた。

　でも、なんで今日は鳴らないんだ？

　なにしてんだ、アイツ？

「……って、まあ、べつに関係ないもんな。関係ねー関係ねー」

　湯吉は周まわりには誰もいないのに、声に出して言い訳わけをする。

　それから、フーとちいさい背中を上下させてちいさく深呼吸すると、また空を眺めた。

　さっきよりも少しだけ青が少なくなって、赤や紫むらさきや黒が濃こくなっていた。

　湯ユ吉キチはおもむろに、使い込んでボロボロになった金属製のバットを放り出し、地面にしゃがみ込むとそのまま身体からだを倒たおして寝ねころんだ。

　大の字で、寝ころんだ。

　空を眺ながめながら。

　天てん井じようはない。

　窓まどもない。

　カーテンもない。

　月が綺き麗れいで、一番星が輝かがやきはじめる、空。

　手を伸ばせば、軽く届とどいてしまいそうな気がする。

　気がするだけ。

　知っているんだ。

　届かないって。

　手を伸ばしても、届かないんだ。

　遠くにあるモノには、届かない。

　見えるだけで、手は触ふれられない。

　それを知ったのはいつだったっけ。

　まあ、いいか。

　知ってんだ。

　届かないって。

　この手は何も触れられないって。

　何もつかめないって。

「まあ、いいか……。生きてるしな……」

　スゥ、と息いきを吸い込む。

　カビくさい土のニオイがした。

「やめなさい」

　と、いつか母親が言った。

　こうして空を眺めるのを、地面に寝転がるのをやめなさいと。

　汚きたないから。

　汚よごれるから。

　やめなさいと。

　それは、

「手を伸ばすのをやめなさい」

「あきらめなさい」

「どうせ、最初からダメだったんだから」

　と言ってるんだと思ってしまった。

　いや。

　言ってほしかったんだ。

　ちゃんとしかってほしかったんだ。

　あのときの──

「………………ううん……違ちがうよ」

　もう、忘れたんだ。

　それは。

　もう、忘れたいんだ。

　だって。

　いいだろ。

　それでも呼吸はできているんだから。

　生きてるってだけで、しあわせなこともあるさ。

　きっと。

　たぶん。

　おそらく。

　空はいよいよ境きよう界かい線せんがなくなっていく。

　青や赤や紫むらさきや黒や。

　月の白い淡あわい花びらのような明かりや。

　瞬まばたきのように点てん滅めつするちいさな星の光や。

　全部ないまぜにして、明日がやってくる。

　本当は、今日のつづき。

　明日はこない。

　今日が終わったら、今日がやってくるだけだ。

　知ってるよ。

　それでも呼吸をしているよ。

　あきらめるしかなくて、忘れるしかなくて。

　ため息いきだって、呼吸の代わりになる。

「フー……」

　目を閉じると、終わりかけの夕焼けが瞼まぶたの裏うらっかわに映った。

　夕焼けがすべてを包み込む。

　右を見ても、左を見ても、見上げても見下ろしても。ずっと茜あかね色いろ。

　いつだったか、あの〝真まっ白い女の子〟に出で逢あった景色を思い出した。

　オトナびていて子供っぽい不思議なウイスパー響きの声ヴオイスの女の子。

「また、逢あいたいな……逢えるよ……な？」

　そのとき。




　──声がした。




　蚊かの啼なくような、ちいさな声だった。




　　　　♪




　いつの間にか、二回の裏うら。

　少年、初しよ球きゆうからデッドボールで進しん塁るいを許す。

　気が付いたら、三失点め。

　めっ！







　たいくつなだけのこの街まちの象しよう徴ちようのようになっている、もくもくと夕焼けの茜あかね色いろを映うつす白い煙けむりを吐はき出す煙えん突とつの下。

『はるえのゆ。』と書かれた看かん板ばんのある──街の縮しゆく図ずのように、東洋と西洋が入り交じった文化が栄えていたころの名残なごりを外見にも内装にも持つ銭せん湯とう。

　そこの裏うら手てにある民家の中庭へ、その少女は、丸マル岡オカ碧アオは、転がるように駆かけ込んだ。

　銭こ湯この孫まごの少年とは、生まれてからずっと、物心が付く前からの腐くされ縁えんで、幼おさな馴な染じみというやつだ。家族同士の付き合いもある。

　いつもなら、まずは部ぶ活かつの汗あせを流すために銭湯に入ってから、裏うら側がわにある母おも屋やに顔を出すのが日課になっている。

　けど、今日は、そのまま裏に廻まわった。

　それも玄関ではなく、家族が使う庭につながっている勝かつ手て口ぐちからだ。

　おそらく、たぶん。

　今の時間なら、そこに少年の姿すがたがあるはずだ。

「……ゆきち……っ！」

　碧は、中庭に一歩踏ふみ入るなり、目の前の少年の名前を呼んだ。

　精せい一いつ杯ぱいのつもりだったけど、喉のどがしめつけられているみたいに声が震ふるえて、嗄かれた消えそうな音しか出なかった。

　驚おどろいたように少年は、地面に寝ねころんでいた身体からだを起こし、碧を見ながらぱちぱちと眼めを閉じたり開いたりする。

「ど……どうした……？」

　間の抜けた顔でキリンのように首を伸ばす。

　少年の声がうわずっていた。

　そして、少年は、ハッとなって、あわてて傍かたわらにあった金属質の何かしらを手にとって、身体からだのうしろに隠かくすようにした。

「あ、いや。これはべつに……っ、なんつーか、その、アレだよアレ……」

　ごまかす笑え顔がおで、する必ひつ要ようのない言い訳わけをする。

　それが何なのか、何を意味するのか。

　今の碧アオに思考を巡めぐらせて答えを導みちびくことは不可能に近い。たとえ、それが自分の望みの、行方ゆくえを示すかもしれなくても。

　今は少年の顔を見られただけで、ほっとして、同時にどうしようもなく哀かなしくなっただけだった。

「ゆきち……」

　ふるえる声で少年の名前を呼んだ。

「お、おう。……??」

　返事はしたが、少年の顔には疑ぎ問もん符ふが浮かんでいる。

　碧の様よう子すがおかしいことに気付いたらしい。

　ただ、

「どうした？」

　と訊きくだけで、それ以上は踏ふみ込んでこない。

　少年は、碧に対して一定の距きよ離りを保っていた。

　あの日から。

　このたいくつなだけの街まちの〝ヒーロー〟がいなくなったそのとき。

　少年がヒーローになることをあきらめた。

　そのとき。

　三人は、バラバラになってしまった。

　いとけない心は、ちぐはぐにすれ違ちがってばかりいる。

　それなのに、みんなオトナになろうと背伸びをして、オトナになったつもりになってる。

　自分の背中がまるまっていることにも気付かないで。

「ねえ、ゆきち……」

「どーしたよ？」

「──はのんが……」

「ん？」

〝もうひとり〟の名前が、あだ名が出た瞬しゆん間かん、少年の表情がくもった。

　それはもう露ろ骨こつに。

「そんなやつ知らねえし」

　言って少年は、スッと碧アオから視し線せんを外はずした。

「でも、はのんが……！」

「知らねえっつってんだろっ」

　乱暴に言って、少年は立ち上がり、碧に背を向ける。金属的な何かをこっそりと隠かくしながら。

　碧は、びくっと身みを震ふるわせ、それ以上何も口にできなかった。

　少年の背中は、いつかよりもちいさくて哀かなしくなった。

　憧あこがれとか希望とか夢ゆめとかいろんなモノを背せ負おっていたときの、ちいさくてもおっきな背中じゃない。

　いつもそれを追いかけていた碧は、その事実を知っていたつもりだったけれど。

　やっぱり、哀しくて寂さびしかった。

　呼吸がため息いきに変わって、全身がしびれたように動かなくなる。

　そんな碧に少年が、

「もう、いいからさ。やめようぜ？　な？　いいじゃんべつに、もう……。てか、風ふ呂ろは入ってくんだろ？　今、かーちゃんが番ばん台だいにいるから、入るなら今のうちだぞ？　もうすぐ、おれに代わるし」

　言って少年が振り返る。

　にっこりと微笑ほほえんでいた。

　少年は少年なりに今できる精せい一いつ杯ぱいで碧を気づかっていた。

　なんだかそれはとてもやさしくて、とても哀しかった。

　喉のどから振り絞しぼろうとしてた嗄かれた声は、ため息へと変わった。

「んじゃ、また、あとでな」

　と、中庭から家の中に入っていく少年の背中に何も言えず、ただ、眼めで追いかけた。

　ちいさな背中を。

　精一杯、背伸びをしてるのに、なんだかまるまったちいさな背中だった。

　だから、たぶん、判わからなくなった。

　もうひとりの少年のこと。

　助けてあげられるのは、ちいさな少年だけなんだと思う。

　でも、それを伝えていいのか。本当に。

　もうひとりは、それを望んでいるのか。

　少年には、誰だれよりも一番、知られたくないんじゃないだろうか。

　だって、アタシと同じなんだ。

〝ゆきち〟が大好きだって。

　おんなじ気持ちなんだよ。




　キミはどうして、キミのままなんだろう。

　どうして君は、遠いんだろう。

　たいくつなだけの街まちにまた、ため息いきがこぼれて、弾はじけて消えた。




　　　　♪




　三回の裏うら。

　あいまいな投球とあいまいな守備。

　譲ゆずれないモノなんてあっただろうか。

　あいまいな記き憶おくを辿たどっていくと。

　真っ黒に塗ぬりつぶされていた。

　ああ。

　塗りつぶしたのは、自分自じ身しんだったっけ。

　だって、ほら、この手は真っ黒に汚よごれている。

　汚きたないな。

　ああ、汚いね。

　酷ひどいね。

　醜みにくいね。

　そんな五失点め。

　コールドゲームはない。

　いつの間にか、めった打ち。







　幼おさな馴な染じみの少女が帰っていく背中をぼんやりと見送りながら、

「あいつ……また、背のびやがったな……」

　とかつぶやいた。

　湯ユ吉キチよりもちょっとだけ高いのに少しまるまってしまっている碧アオの背中。

　たぶん、あいつ気付いてないんだぜ。猫ねこ背ぜなのにさ。

「ったくさぁ……」

　ばふっ、とベッドの上にうつぶせに寝ね転ころがった。まるまった背せ筋すじをのばす。

　夕方から母親と銭せん湯とうの番ばん台だいを交代するはずだったけど、

「なんか具ぐ合あいが悪いみたいだからパス……」

　と他ひ人と事ごとのように言って、湯ユ吉キチは自室にこもっていた。

「はぁー」

　息いきを吸うつもりが、ため息が出た。

　なんだそりゃ。

　つーかこればっかだな、と思う。

　このまま目を閉じたら、眠れるだろうか。

　眠ったら、夢ゆめの中くらいなら、また──あの真まっ白い女の子に逢あえるだろうか。

　とても綺き麗れいな女の子。

　思い出すだけで、なんかどきどきしてしまう。

　もしかして、もしかすると……。

　これってアレか。

　これが噂うわさのアレか。

　青い春のなんとやら。

　初恋モードですか？

　初めての亦またに下した心ごころですか？

　そうですか。

「うははは……」

　はずかしくなって、ベッドの上で泳ぐようにジタバタする。

　と──

　遠くから近くから、ヴァイオリンが奏かなでるメロディが聴きこえてきた。

　いつものアレだ。アイツが弾ひいてる。

　この街まちでヴァイオリンなんてこじゃれたモノのレッスンを受けていて、それを弾けるなんてヤツはアイツくらいなもんだ。

　だから、これはアイツ。

　しかも、お決まりのメロディで、音楽に興きよう味みのない湯吉でもなんとなく覚えてしまった。

「ったく……ほんとよけいなことしやがってよ」

　ただでさえ容量不足の頭に変なもん記き憶おくさせてくれるな。

　なんて、自じ虐ぎやく的てきなことが容量不足の頭に浮かびあがってくると、同時に、ふと疑問が浮かんだ。

　今日は、少し遅おそい時間だな。

　いつもならもうちょっと早い時間にヴァイオリンの音が聴こえてくるのに。

　そして、それを打ち返すように、切り裂さくように、バットで素す振ぶりをするのが湯吉にとっての日課になっている。

　そのせいかなんなのか、音が聴こえなかった間は、素振りに身みが入らなかった。

　まあ、もともと何のためでもないけどさ。

「……そういや、アオのやつ、アイツがどうとか言ってたな……」

　さっきのことを思い出した。

　幼おさな馴な染じみの少女の様よう子すが少しおかしかったけど、

「まあ、いいか……いいよな……しかたねえもん」

　自分に何ができるってワケじゃない。

「それはおれが一番よく知ってんだ……」

　ぽそりとつぶやく。

　まるで、言い訳わけのように。







　薄うすく開いた窓まど。

　ヴァイオリンが奏かなでる音楽。

　妙みように軽快な音楽。

　聞こえる。

　聴きこえてくる。

　風といっしょにガラス窓をノックしながら、

『──入ってもいいかい？』

　音楽は、そんなことを言う。

「ダメだよ」

　としかし、少年は、うつぶせのまま目を閉じた。

　つよがりのまま、夕陽色の景色を思い出していた。

　眠りと醒さめた現実のゆらゆらとする間。

　耳に届とどく、ヴァイオリンの音楽はまるで、時間が止まってしまった、たいくつなだけのこの街まちをおくるためのレクイエムだ。

　こんなに楽しそうな旋せん律りつも何な故ぜかひどく哀かなしい。

　何故だろう。

　どうしてだろう。

　こんなに哀しいのは。

　こんなに苦しいのは。

　こんなに寂さびしいのは。

　なんでだろう。

　涙なみだが出てくるのは。




　そしたら、声が聞こえた。

　オトナびてるのに子供っぽい不思議なウイスパー響きの声ヴオイス。

　涙なみだを乾かわかす風に乗って、聞こえてきた。







　と、ともに、夕陽に包まれながら、




　転──




　　　　♪




　四回の裏うら。

　一方的な試合展開。

　打つ手なし。

　ここはバッティングセンターじゃない。

　練習じゃない。

　試合だ。

　いや、試合じゃない。

　最初から、誰だれもバッターボックスにいない。

　だから、コールドゲームはない。

　でも、はじまってる。

　試合はずっと前から。

　むかしむかし、あるところに──

　キミと君ときみがいた。

　あの日から。







　夕ゆう暮ぐれが焼けた夕べに黄昏たそがれてた。

　煙えん突とつの下。

　背の高い煙突の長い影かげは、地上に横たわる。

　今日も死体だ。まるで。

　少年は、手にしていたバットを杖つえ代がわりに地面に立てて、ぼんやり、と空を眺ながめた。

　と言っても、少年が今立っているこの場所は、左も右も上も下も、見渡す限りの茜あかね色いろの夕焼けだ。

　ここが何ど処こかって？

　そりゃあ、

　今こ宵よいの月だって遠えん慮りよしてしまうくらい綺き麗れいな風景画のような景色だった。

　それだけさ。

「──それって、そういう風ふうに使うものなの？」

　不思議なウイスパー響きの声ヴオイスに惹ひかれて、首だけを向けて振り返った。

　夜空に浮かんだ月のような黄おう金ごん色の瞳ひとみをした黒猫を膝ひざの上に乗せた、真まっ白い女の子が、いつかのようにそこにいた。

『はるえのゆ。』の浴よく槽そうの縁ふちに腰を下ろしている。

　あれ？

　風ふ呂ろ場ばにいるんだけど？

　今、掃除中だったんだっけ？

　そっか。そうだそうだ。

　納なつ得とくして少年は、杖つえ代がわりに浴場のタイルに突つき立てていた金属製の何かしら──ではなく、木製のデッキブラシを手にゴシゴシやりはじめた。

「あ、そうだよね。そう使うんだよね」

　女の子が、デッキブラシの正しい使い方について確かく認にんしている。

　そんな女の子を少年は、横よこ目めでちらりと見やった。

　髪かみの毛もワンピースも透すき通りそうな肌はだもぜんぶ真っ白なのに、唯ゆい一いつの色を持ったシューズの〝赫あか〟がやけに目を引く。

　やっぱり、不思議な感じのする女の子だ。

　そして、ものすごく綺麗で可愛かわいらしい。

　どきどきする。

　身体からだ中が発熱して、顔が真っ赤になっているのが自分でも判わかる。しかも、にんまりしてしまって、まじめな顔をしようとしても、どうにもこうにも……。

　だから、はずかしくて女の子のことがちゃんと見られなくなってしまった。

　うつむいて、タイルの同じところを何度もごしごしごしごしごしごしごしごしごしごしごしごしごしごしごしごしごしごしごし……。

　してる間になんとなく、ちらっ、と見てみる。

　浴槽の縁に腰を落として、のばした足をぷらぷらさせている。

　細くて花きや車しやな足首だ。

　少年はそれでまた、どきどきして、ごしごし……やって、また──

「あいつ、モモのこといやらしい目で見た」

　真っ白い女の子の膝の上の黒猫が、不ふ機き嫌げんそうに言った。

「そんなことないってば」

　女の子はそう言いながら、黒猫の額ひたいを花きや車しやな指先で撫なでる。

　不ふ機き嫌げんそうだった黒猫の顔が、くすぐったそうに、でもとても気持ちよさそうになった。

　チラ見した少年は、それがものすごく羨うらやましく思えた。

　いいな。

　こんな綺き麗れいな〝神さま〟にあんな風ふうに……。

　そう。

　少年は、真まっ白い女の子のことを銭せん湯とうやお風ふ呂ろに宿やどる『神さま』だと思っている。

　尊そん敬けいする銭セン湯トーマンの少年の祖そ父ふが、

「風呂にはな、風呂の神さまがいるんだよ。すっげーべっぴんのな。たぶん！」

　とか言ってた。

　まさに！

　だろ？

　銭湯に現れる不ふ思し議ぎな真っ白い女の子。

　こんなに綺麗で可愛かわいらしい。

　決まりだ。

　それだ。

　女の子も自分のことを、

〝しにがみ〟っていってたから。

『しに神さま』だから、もう、間ま違ちがいない。

　自信が確信に変わって、少年は溢あふれてくる笑えみを押さえきれずに、「ふはっ」と声が漏もれたそのとき。

「あ。ここでもやっぱり聴きこえるね」

　そう、真っ白い女の子が言った。

「え？」

　少年は女の子の方に向く。

　黒猫がなんだか不ふ審しんな瞳ひとみでにらんでいたが、とりあえず無む視しして、女の子が耳をすませるようにしているので、少年もそれにならってみた。

　すると。

「……ん、あ……っ」

　これは、ヴァイオリンアイツの音だ……！

　やれやれと、少年はタイルを磨みがいていたデッキブラシを止めた。

「ったくさあ。近所迷めい惑わくだ」

　夕焼けが映し出された銭湯の壁かべの上部に空いた天てん窓まどをにらみ見る。

　ヴァイオリンの軽快なのに何な故ぜか哀かなしく聴きこえる音が、そこから風といっしょに流れ込んでくる。

「アイツ、ずっとこればっか弾ひいてんだよな」

　もう、鼻歌で完コピできるくらいになった。

　気に入らないから、逆に気になって、憶おぼえたくもないのに、憶えてしまった。

　くそー。

「この曲、なんつったっけな……？」

　むかしむかし。

　アイツに訊きいたことがある。

　でも。

「忘れた……」

　昔すぎてもう忘れてしまったんだ。

　子供にとっての一日は、オトナにとっての一週間にも、一ヶ月にもなりうる。

　だから、それは気の遠くなるような日々を通り過ぎたことになる。

　誰だれかにとってはそうじゃなくても。

　このちいさな背中の少年にとっては、そうだった。

　その背中は、精せい一いつ杯ぱいに背伸びをしているのに、何ど処こか寂さびしそうにまるまっていた。

　少年は、視し線せんを天てん窓まどに向けたまま、じっとそよ風とヴァイオリンの音に耳を傾かたむける。

　そんな背中を真まっ白い女の子と黒猫がじっと見つめていた。

　すると、女の子は何かを思い付いたように、浴よく槽そうの縁ふちから立ち上がる。

「え？　え？　え？　なになに？　どうしたのモモ？」

　急に抱きかかえられた黒猫が驚おどろいて、大きな黄おう金ごん色いろの瞳ひとみをきょろきょろさせた。

「…………??」

　戸と惑まどう黒猫に女の子は、

「しぃー……」

　と、唇くちびるに指をあててささやいた。

　何かたくらんだ表情でにんまりと微笑ほほえんで、そして、天窓をぼんやりと見ている少年に、そーっと近付いて……、

「えぃっ」

　気のないかけ声とともに、真っ白い女の子は、黒猫の腕を手にとって、少年のちいさな背中に、むにぅ、と押しつけた。

「おふぅ[image: ][image: ]……って、今のなに!?」

　少年は感かん嘆たんにも似にたため息いきを漏もらしてから、すぐに、我われに返った。

　膝ひざから崩くずれながらも、バッと背はい後ごに振り向く。

「にくきゅー」

　そう言って、女の子はイタズラに、ひどく綺き麗れいに笑った。

　少年にとってその笑え顔がおは、心しん臓ぞうを素す手ででわしづかみされたような破は壊かい力りよくだった。

　腰から砕くだけてしまいそうだ。

「ちょ、ちょっと！　ボクの肉にく球きゆうはモモ専用なのだよっ!?」

　黒猫がワケの判わからないことを言っている。

　それは置いておこう。

　むしろ、肉球責めそれよりも気になったのは、

「変わらないモノなんてある？」

　と女の子が訊きいてきたからだ。

　女の子の黒目がちな瞳ひとみが真まっ直ぐに少年を見つめてくる。

　吸い込まれそう。

「たとえばさ……あ、たとえば、じゃないか。えっと、その〝バット〟とか」

　女の子が、少年の手の中にある〝バット〟を指さす。

　でも、これはそんなぼろぼろの金属製の何かしらじゃ……、

「あ…あれ？　なんで？　デッキブラシじゃないし。バットだぞ？　アレ？」

　それはボコボコの金属製の何かしらだった。

「キミはどうしてバットを振らないの？」

　女の子が訊く。

「そのバットってゆうのはさ、振るためにあるんじゃないの？　よく判んないけどさ」

　──振ってない、ワケじゃない。

　振ってるんだ。こんなでも。

「そう？」

　──うん。

「じゃあ、キミは何を打ち返す？　何を打ち返したい？　ずっとキミが思い描えがいてた放物線は、何ど処こに向かってる？」

　何処にも行かない。

　向かってない。

　おれが打ち返すモノなんて、何にもない。

「本当にそう？　なら、どうして。どうして、放物線のキセキを描いてた？」

　想おもい描いてもさ。

　結局は、打てないんだ。ホームランなんか。

　誰だれも期待してない。おれなんか。

　誰にも期待されない。

「そうだとしても──」

　だとしても？

「キミはまだバットを振るための場所にも立ってない。だから、まだボールもこない。だから、まだバットも振ってない。一度も」

　だって、そんな必ひつ要ようないだろ。

　誰だれかの期待を背せ負おって入るバッターボックスもない。

　誰かのために点数を獲とらなくたっていい。

　おれはおれのために、バットを振るだけ。

　何もなくても……。

　ヒーローはいなくなったんだ。

　みんな、バラバラになった。

　うまくいかないことばっかりだ。

　みんな判わかってんだ。

　打てるはずがないってさ。

　だから、期待しない。

　期待もされない。

　おれは、自分勝手に……、

「──自分のためでもいいじゃん」

　え？

「自分のためがいつの間にか、誰かの、ううん、たいせつなひとのためになってる。それがきっと〝ヒーロー〟なんじゃないかな？　だからこそ、ヒーローはバットを振る。それが自分のためで、みんなのためだから」

　けどさ……。

　バットに当たらなかったら。

　かすりもしなかったら、惨みじめだろ。

「それでもヒーローはバットを振る」

　判んないよ。そんなの。

「じゃあ、想おもい出してみて」

　何を？

「キミの〝たいせつ〟を」

　おれの……。

「そう。キミの」

　おれの……。

　浮かんだ。

　ふたつの顔は。

　笑っていて。

　それを見てる自分は笑え顔がおで。

　なんだか、とってもあったかで。

　やさしくて。

　なのに、今は、痛かった。

　こころが苦しくなる。

　手を伸ばしても、もう触ふれられない気がした。

「むかし……気の遠くなるような昔。あいつが言ってた。〝はのん〟が──」

　僕が野球をやるのは、好きだからだよ。ヘタだけど、湯ユ吉キチや碧アオといっしょにいられるしさ。本当はさ、湯吉や碧はすごいから、それを一番近くで見ていられるっていうだけでも、十分なくらいたのしいんだけどね。

「──ってさ」

　思い出した。

　思い出さなかった。

　思い出したくなかった。

　どうしてだろう。

　なんでなんだろう。

　おかしいな。

　こんな簡単であたりまえのこと。

「あいつ、運動苦手なくせに、おれたちといっしょにリトルでやってて、最初は補ほ欠けつにもなれなかったのにさ、いつの間にか、レギュラークラスまでなってて」

　少年は知っている。

〝はのん〟が、隠かくれて、すごく努力していたこと。

　だから、少年もがんばることができた。

　自分が活かつ躍やくすれば、自分のことのように、それ以上に、よろこんでくれるやつがいるから。

　一番近くで。

　だから、君ときみのためにがんばれる。

　よろこんでほしくって、もっとがんばれた。

　なのに、

「なんでかな。今は、それができないんだ。なんで、こんな風ふうになっちゃったんだろ」

　覚えてないんだ。

　忘れてしまったから。

　あの日、あのとき、あの瞬しゆん間かんから、

　ヒーローがいなくなってから、

　バラバラになった。

　いつの間にか、こんなにも距きよ離りができてしまった。

　君ときみのためにもがんばれなくなった。

　夕焼けが茜あかね色いろに、空や天てん井じようや壁かべや地面、目に映うつるすべてを染そめる世界。

　少年は、天てん窓まどから風に乗って聞こえてくるヴァイオリンの音ね色いろに耳をすました。

「おれさ。うちの銭せん湯とうが、『はるえのゆ。』がほんとに好きで、もっとたくさんのひとに来てほしいって思ってるんだけど、なんかよく判わかんなくなってきたんだ」

　手にしたぼこぼこでぼろぼろの金属製のソレを持ち上げ、見つめる。

　何かができると思っていたのに、何もできなかった。今もできないでいる。

「どうせ、何にもなれず、何ど処こへも行けないんだから、安心しなよ」

　なんて、このたいくつなだけの街まちが声をかけてくるような気がした。

〝アイツ〟が奏かなでるヴァイオリンの音に乗せて。

　それが歯がゆくて、哀かなしくて、つらくて、やりきれなくて、少年は、夕ゆう暮ぐれに黄昏たそがれながらバットを振った。

　むかしむかし、少年がまだ〝ヒーロー〟の背中を追いかけていたころのように。

「必ひつ死しんなって、バット振ったら、もしかして……何かが変わるかもって思った。むかしみたくさ、一いち打だ逆転って感じでさ。でも、ぜんぜんだったんだ」

　何が違ちがうんだろう。

　あのときと。

　何が変わったんだろう。

　あのころと。

　変わろうとした。

　変わらないでいようとした。

　どっちも自分自じ身しんで決めた。

　なのに、どうして──

「だいじょうぶ」

　声が透すき通った。

　振り向けば、真まっ白い女の子が黒猫をその花きや車しやな腕に抱いだきながら、笑っていた。

　ひどく綺き麗れいに笑っていた。

　でも、とても哀かなしそうに見えた。今にも泣き出しそうな。

「きっと、だいじょうぶだよ」

　真っ白い女の子はもう一度、言った。

「じゃないと、あたしはまた、キミのたいせつを奪うばわなきゃならなくなる……」

「え？　どういう意味？」

　少年が訊たずねると、女の子はやっぱり黒目がちな瞳ひとみを哀かなしい鈍にび色いろにしながら、

「言ったじゃん。──死神だって」

　そう、微笑ほほえんだ。

　そのとき。







　ガラガラ……ッ。







　唐とう突とつに、脱だつ衣い所じよにつながる戸が、場の空気にそぐわない間の抜けた音を立てながら開らかれた。

　耳の奥の方で、「じゃあね」という誰だれかの、お別れを言う不ふ思し議ぎな響ひびきの声がした。

　でもそれは、りりりん、と唄うたうようになる鈴すずの音ねに消えてしまった。

「──なんだ？」

　少年は、脱衣所から戸を開け入ってきた人物が視し界かい入ると同時に、首をかしげた。

「お、お、お、お、おまえ！　どうして、ここにいる!?」

　続けざまにその人物はおおげさに驚いた。

　それは──少年が尊そん敬けいしてやまない、この退たい屈くつなだけの街まち最後の、偉い大だいなる銭セン湯トーマンの──祖そ父ふだった。

「じーちゃんこそ、いいの？　もうすぐ、営業時間だし、釜かまのトコにいなくても……って、あれ？　てゆうか、今何時だっけ」

　少年は、さらに首をかしげる。

　天てん窓まどから漏もれる光。

　それから、浴場を三百六十度包み込む茜あかね色いろは、夕ゆう暮ぐれの時じ刻こくを意味しているはず。

　不思議な時間の中にいる感じだった。

　定休日はともかく、本当ならとっくに『はるえのゆ。』は営業を開始しているはずだ。

　なのに、少年は、浴場の掃除担たん当とうにも関わらず、ボロボロの金属的な何かしら──ではない、デッキブラシを手にして、突つっ立っている。

　これは、目の前の祖父にどやされてしまうだろう。

　なさけないところを、あの真まっ白い女の子に見られてしまうなあ、と思い、なにげなく目をむけたが、

「あれ？」

　いない？

　すると、祖そ父ふが、

「おい、ゆきち！　ちょっと、こっちへこい！」

　そう言いながらも、自分がこっちに近付いてくる。そして、ぐぃっ、と腕を首に廻まわしてきた。

「おまえなー。あの娘こがいくらべっぴんだからって、わしの楽しみまでうばってくれるなよっ」

　祖父は怒おこってはいたが、なんだか違ちがう意味で怒っているようだった。

　なに？

　あのこ？

　どのこ？

　意味が判わからない。

「おまえはええじゃないか。ガッコに行ったら周まわりに女子がわんさかだろ。それに比くらべて、わしは、ばあさんくらいなもんで……」

　ワケが判らない。

「いや、といっても、ばあさんが悪いってワケじゃないぞ!?　ばあさんはばあさんですばらしいんだ。が、『たまには!?』って思うだろ。ほら、あれだ、あれ。毎日カレーばっかじゃうまくてもあきるだろ？　んんっ」

　だから、意味不明でワケが判らないってば。

　でも、

「あー、おれ、毎日カレーでもいいけど」

　と少年は、素直に答えた。

「ったぁー……！　ゆきちは、まだまだガキだな。おまえのカレーはどうせあれだろ。甘あま口くちだろ。わしの言っとるのは、辛から口くちも辛口だ。インド人もビックリするようなやつ！」

「そんなの、じーちゃんだって食べられないだろ。じーちゃんも苦手じゃん。辛いの」

「うるさーい。と・に・か・く！　わしの楽しみをうばわんでくれるか!?」

「だから、それってどうゆう……」

「老おい先短いわしが、こんなべっぴんな娘むすめさんと親しくできるってだけでしあわせなんじゃ」

「…………はぁ」

「おまえには判るまい！」

「判……らないこともないけど……」

　少年は、祖父に首もとをおさえられながらも、その隙すき間まからさっきまで、真まっ白い女の子がいたはずの場所を振り返った。

　黒猫とじゃれていた女の子。

　思い出して何な故ぜか、顔が赤くなって、頭の中が真っ白になった。

　あ……。

　なんか、やばい……。

　ぐわんぐわんなってる。

　頭の中がぐわんぐわんなってる。

　天と地がどっちがどっちだか判わからない。

　目に見えるモノすべてが、黄昏たそがれて夕ゆう暮ぐれに焼けていく。

　茜あかね色いろ。

　アカネイロアウト。

　アウト。

　スリーアウト、チェンジ。

　ミラクルで、トリプルプレー。

　さあ、そろそろ。

　試合をはじめようか。

　バッターボックスに立とうか。

　今なら打てる気がする。

　逆転満まん塁るいホームラン。

　まあ、点差はある。

　ツーベースでもシングルヒットでもいい。

　つなげていこう。

　さあ、バッターボックスに立とう。

　試合をはじめよう。




　一、二、三、四回の表おもて。

　バッター。

　ヒーロー。

　誰だれかのちいさなヒーロー。




　　　　♪




　部ぶ活かつ帰りの丸マル岡オカ碧アオがいつものように、いつもの銭せん湯とうの暖簾のれんをくぐると、

「いらっしゃ……って、碧かよ」

　いつもの幼おさな馴な染じみの声が頭の上から降ってきた。

「悪かったね。アタシで」

　碧は番ばん台だいの上の春ハル江エ湯ユ吉キチとは目線を合わせずに、ポケットから出した『入浴無料チケット』を番台に置いた。

　そのまま、誰だれもいない脱だつ衣い所じよのいつものロッカーに向かおうとした。と、

「あおっ」

　名前を呼ばれた。

　振り返ると、湯ユ吉キチがばつの悪そうな、でもいつになく真ま面じ目めな表情で、

「あのさあ、おまえさ、昨日きのう……、なんかおれに言おうとしてたろ」

「…………う、うん……」

　碧アオは素直にうなずけず、曖あい昧まいな生なま返事をした。

　昨日。〝はのん〟のことを伝えようとして、伝えられなかった。

「助けてあげて」

　と言おうとして、言えなかった。

〝はのん〟の望まないことだと思う。

　けど、あのままじゃダメだ。

　瞼まぶたを閉じると、橋の上から目にしてしまった光景がはっきりと浮かび上がる。

　河か川せん敷じきで、クラスメイトに地面に這はい蹲つくばらされていたあの姿すがた。

　視し線せんが合ったのに、逃げてしまった。

　怖くて、つらくて、哀かなしくて。

　逃げ出した。

　それを湯吉に伝えれば、言こと葉ばにして吐はき出してしまえれば、少しは楽らくになると、彼のこともきっと助けられると、そう思ったのに。

　結局は、何もできなかった。

　湯吉にすがることもできなくて、ただ、夕陽に焼かれた影かげを引きずった。

　彼は望んでいない。

　湯吉に、伝えること。

　そう自分に言い聞かせて。

　でも同時に、彼を助けてあげられるのは、湯吉しかいないことも判わかっていた。

　でも言えなかった。

　言えなかったんだ。

　彼の目がそれを拒こばんでいた。

　少年のちいさな背中がそれを拒んでいた。

　でも──

「おまえさあ、なんか言ってたじゃん。〝アイツ〟がなんとかって」

　今日は、何か違ちがう。

　湯吉が訊きいてくる。

「……うん……」

　また、碧アオは曖あい昧まいにうなずいた。

　湯ユ吉キチから視し線せんを外はずして、いつものロッカーの前に立つと、中に荷物を押し込んだ。

　今、湯吉の目を見てしまったら、全部吐はき出してしまいそうだ。

　昨日きのうのことや、〝はのん〟のことや、あのときのことや、たいせつなことや、なんでもないこと。

「大だい丈じよう夫ぶ……うん、大丈夫……」

　だから、碧はそんな風ふうに言ってちいさく笑った。

　いや。笑え顔がおなんてものじゃない。

　不安で曇くもった顔をして、まるで、「お願い心配して、気にかけて」なんて言ってるみたいだった。

「そっか」

　とか、湯吉が納なつ得とくしたのか納得してないのか、ちいさくうなずく。

　碧は、自分で自分が嫌いやになった。

　本当は、あの日から──バラバラになってしまった〝三人〟をまた、元もと通どおりにつなぐのは、自分だと思っていた。

　けれど、今はつなぐどころか、細くて見えない糸を必ひつ死しにたぐり寄せてすがろうとしている。

　もしかするとそのせいで、湯吉と彼の、まだつながっているかもしれない糸も切ってしまうかもしれない。

　なにやってるんだろ、アタシは……。

「あっち向いてて」

　ため息いきが交じらないように、碧はそう言った。

「あ、お、おう……」

　と、湯吉があわてて、番ばん台だいの上で廻まわれ右をして、壁かべと向き合った。

　ちいさな背中が猫ねこ背ぜに丸まっている。

　そのちいさな背中に、碧はため息をこぼしてしまった。湯吉よりも背が高いことで、自分も無む意い識しきに背中を丸めてしまっていることに気付かないまま、あわてて唇くちびるを結んで閉じた。

　今は、たよりないちいさな背中。

　けど、ずっと見てきた。

　だから、知ってるんだ。

　この背中が、とても広くてつよくてやさしいってことを。

「ハァー……」

　ため息じゃない。

　深呼吸だ。

　スゥ……。

　ハァ……。

　なにをやってるんだ、アタシは。

　決めたはずだ。

　決めたんだ。

　アタシが、バラバラにしない。

　いつかのように。

　昔みたいに、

　キミと君と、いっしょがいい。

　なんでこんな風ふうになったんだろう。

　忘れてるだけ？

　忘れてないよ。

　覚えているよ。

　みんな忘れてしまっても。

　アタシが覚えてるから、だいじょうぶ。

　今は、ちょっとだけ、何かがズレてしまっているだけなんだ。

　だから、ちょっとだけ。

　ちょっとだけ、何かが変われば──

「ゆきち」

　名前を呼ぶと、少年は、

「んー？」

　と気のない返事をした。

　別々のほうを向きながらつづく、会話。

「最近、……〝はのん〟に逢あった……？」

　心しん臓ぞうが早くなっていくのが、判わかった。

　たとえ、もし。

　キミと君の見えない糸が切れてしまったとしても、アタシがつなぐ。

　だから。

「逢ってない」

　ちいさく短く湯ユ吉キチが言った。

　昨日きのうは、名前を出すだけで拒きよ否ひされてしまった。また同じかと思ったけれど、今日は、違ちがっていた。

「アタシは……アタシは逢ったよ……てゆうか、見かけたんだ、きのう……」

　瞼まぶたも閉じてないのに、河か川せん敷じきでの彼の姿すがたが脳のう裏りに浮かんでくる。

　這はい蹲つくばって。

　こっちを見ていた、哀かなしい目。寂さびしい目。

　目に映うつるモノすべてを拒きよ否ひするような、冷たい瞳ひとみ。

　碧アオは、ぐっと手をにぎって、真まっ直ぐに、ちいさな背中を見た。

「〝はのん〟さ、学校のクラスメイトといっしょだった」

「……へぇ……アイツも友達いたんだ」

「──……違ちがう……」

「は？」

「友達じゃない」

「あ、そうなんだ……」

「そいつら、アタシらとおんなじ小学校出身でさ。……知らなかった。気付いてあげられなかった、アタシ……」

「……？　なに言ってんだ、おまえ？」

「昨日きのう、見たの。〝はのん〟がそいつらに囲まれて、地面に這はい蹲つくばらされてた。ドロだらけになって……」

「そ、それって……まさか……」

「うん……」

「でもさ、遊んでただけじゃねーの……？」

「違う。遊んでるとかじゃれてるとかなら、あんな哀しくて寂しくて冷たい目してないよ」

　ふるえる身体からだを押さえ込むように、手のひらをもっと強くにぎった。血が滲にじみそうになるくらい。

　そして、言った。

　もしかすると、後こう悔かいするかもしれない。

　傷付けるかもしれない。

　傷付くかもしれない。

　そう思っても。

「──ゆきち、お願い。〝はのん〟を助けて」

　湯ユ吉キチは、身動きひとつせず、押し黙だまっている。

　背中を向けたまま、碧は、丸まった背中をさらに丸めている湯吉の姿すがたを想像していた。

　返ってこない答え。

　長い沈ちん黙もく。

　耐たえきれず碧の口からため息いきがこぼれそうになったとき、先に湯吉が口を開いた。

「碧さ……」

「え？　なに？」

「なんで、そういうことをおれにゆうワケ？」

「え？」

「先にさ、学校とか先生とかに言えばいいじゃねーか。なんで、おれに……」

「……だって、ゆきちしかいないじゃん」

　碧アオの科白せりふに。

　ちいさな背中がひどく動どう揺ようしているのが判わかった。

　でも、湯ユ吉キチはそれを受け止めようとしていた。

　昨日きのうまでとは何かが違ちがっていた。

　いつかのように、その背中は何かを背せ負おおうとしているみたいだった。

　湯吉が、まとまらない考えをまとめようとしているのか、力一杯髪かみをかきむしる。

「なんで、おれなんだよ。おれだぞ？　おれなんだぞ？　なんでだよ、なんでおれだよ」

　碧に言っているようで、誰だれでもない、湯吉は自分に問いかけていた。

　三人がバラバラになって、別々のほうを向いてしまってから、もう、ずいぶん経たった気がする。

　その間に、碧や湯吉がやってきたことといえば、ため息いきをつくことくらいだった。

　期待もなにもない。ここはたいくつなだけの街まちだから。

　夢ゆめを見なくなった街。

　昔と今をとどめる街の姿すがた。

　何なに気げないことを何気なく繰くり返して、日々をやり過ごしてきた。

　呼吸の代わりにため息をついて。

　街は変われず、変われなくなって、それとおんなじに、変わりたいのか、変わりたくないのか、それすら判らなくなった。

　どうすればいいんだろうと悩なやみながら、何もできなかった。

　どうしたらいいんだろうと思いながら、何もしなかった。

　街も、碧も湯吉もおんなじ。

　ずっといっしょだったのに。

　三人でいつも。

　たくさん遊んだ。

　野球したり、銭せん湯とうにも入って、お風ふ呂ろ上がりにフルーツ牛乳を飲んだり、ふざけて三人で体重計に乗って壊こわして、たくさんいたずらして、怒おこられたり、いいことをしたときはほめられたり、全部いっしょだっった。どれだけの時間と想おもい出でを共有しているだろう。

「おれにできることなんて、なんにもねえぞ」

　湯吉が言う。

「なくていいよ」

　碧は、首を振った。

　背中合わせで見えなくても。

「傍そばにいてあげて、アイツの」

「でも、今さらだろ」

「今さらなんてない」

「……アイツがイヤがるだろ」

「そんなことない」

「なんで、判わかんだよ」

「判るよ」

　だって、アタシとおんなじだもん。

　本当は、湯ユ吉キチが大好きなんだ。

　ただ、それだけだよ。

「自信まんまんだな……おまえ……」

　湯吉が呆あきれた風ふうに肩をすくめた。

　その背中がすこしだけ、真まっ直ぐになった。

　気がした。

　すると、

「……わーったよ……」

　湯吉が、ぶっきらぼうに言った。

「ほんとに？」

　碧アオは目を大きく開く。

　思わず、湯吉のほうに振り返った。

　あいかわらず、丸まった背中がそこにはあった。けど──

「つっても、なにをどうすりゃいいか判んねーけどさ……なんか……うーん、やってみる……テキトーに……」

　自信なさげだ。

　けど、それでもいい。

「うん。ありがと……ゆきち」

　碧の身体からだから、ふっ、と力が抜けた。




　バタンっ。




　とそのまま、膝ひざから崩くずれて床ゆかにへたり込んでしまった。

　その音に、

「んんっ??　どした!?」

　湯ユ吉キチが振り返りそうになった。

　碧アオはとっさに自分が脱ぬぎかけだったＴシャツをはぎ取って、湯吉めがけて投げる。

「わっ！」

　Ｔシャツは、見事に湯吉の顔面にヒットして視し界かいを奪うばった。

「こっち見んなっつってんだろ！」

　強く乱暴に言った。

　けど、本当は涙なみだが溢あふれてきてどうしようもなかったんだ。

　まだ、何も解決してないのに。

　湯吉が、一歩前に進もうとしているのを感じられたから。

　ただそれだけで、もう。

　何も変わらないかもしれない。

　何も変われないかもしれない。

　でも、変えようとしないよりはマシだ。




　きっとそうだ。




　　　　♪




　五回表おもて。

　バッター、少年。




　ばびゅん。




　素す振ぶりは十じゆう分ぶん。

　イメージは良りよう好こう。

　バッターボックスへ。




　ばびゅん。







　夕ゆう暮ぐれには、まだ少し。

　傾かたむきはじめた陽ひを頰ほおに受ける。

　少年は──春ハル江エ湯ユ吉キチは、縁えん側がわに寝ね転ころがりながら、ぼんやりとしていた。

　昨日きのう、碧アオに「やってみる」とか言ったけど、やっぱり何をどうしてどうすればいいか判わからない。

「うーん……」

　横になってみる。

「うーん……」

　うつぶせになってみる。

　碧にはああいったけれど。

「うーん………なんも思いつかねえ……」

　あきらめてこのままふて寝でもしてやろうかと思ったが、そのまま〝今日〟が終わってしまいそうで、やめておくことにした。

　生まれたころから、仲なかが良くて、いっしょにいた。だから、バラバラになって、こんなに長い時間離はなればなれになっていることなんて、なかったし、考えもしなかった。

　自分には何ができるだろう。

　こんなとき、〝ヒーロー〟がいてくれたらと思う。

　身体からだを起こすと、なんとなく、祖そ父ふの顔が頭に浮かんだ。

「じーちゃん、今、『釜かま』んとこだっけか……」







　東洋と西洋が入り交じったような景観を持つだけの、このたいくつなだけの街まち、唯ゆい一いつの銭せん湯とう『はるえのゆ。』は、煙えん突とつから出る煙けむりを見れば判る通り、バイオエネルギーがうんぬんかんぬんなんたらこうたら言われている世の中にあって、いまだに薪まきでお湯を沸わかしている。

　がんとしてガスを使ったりしないそんな祖父を銭セン湯トーマンとして、湯吉はものすごく尊そん敬けいしていた。

　頑がん固こな姿勢がかっこいいじゃないか。

　そう思っていた。

　でも──

「じーちゃん、いるー？」

　湯吉は、縁えん側がわから銭湯の裏うらにまわり、薪置き場を抜けて釜がある小屋までやってきた。

　中を覗のぞくと、祖父が、釜の清掃をやっているところだった。

　しかも、普段はあまり掃除をしないところまで念入りにやっている。

「………………？」

　なんだろう。

　じーちゃんの背中が今、すこしだけ、ちいさく見えた。

「じーちゃんっ」

　声をかけると、

「なんだ」

　とこちらを向かずに、祖そ父ふが応こたえた。

「なんで、急にそんなとこまで掃除してんの？」

　湯ユ吉キチが訊きく。

「ねぎらってやってるんだ」

「ねぎらう？」

「ああ。これまでよくがんばってくれた。ってな、感かん謝しやしているんだよ」

　祖父の表情は、なんだか、やさしくて、寂さびしそうだった。

「なんか。そんな言い方、もう、この釜かまが引いん退たいするみたいじゃん」

　何なに気げなく言った。

　すると、

「そうだ」

　何気なく祖父がうなずいた。

「え──……ま、マジでッッ!?」

　湯ユ吉キチは大おお袈げ裟さに驚おどろいた。

　それもそうだ。

　釜を引退させるなんて話、聞いた覚えがない。

「じ、じーちゃん、なんで!?」

「しんどいからだよ」

「へっ？」

「わしだって楽らくしたいんだよ」

「で、でも、今までずっと、薪まきでやってたし」

「今までやってたからって、これからもそうとはかぎらんだろ」

　思わず、口を開いたまま、ぽかんとしてしまった。

　まさか、祖父からこんな科白せりふが出てくるとは夢ゆめにも思わなかった。

　祖父が薪でお湯を沸わかしているのは、祖父の銭セン湯トーマンとしてのポリシーがあるからだと、湯吉は信じ込んでいた。

　けれど、違ちがっていた。

　祖父は、

「前からなー、考えてはいたんだよ。ただなー、改かい装そうするにもかなり金が必ひつ要ようだったんで、なかばあきらめていたんだ。しかしなあ、最近は、マッサージの方ももうけているし、街まちの景観の保ほ護ごだとか言ってるやつらをうまく丸め込めば、補ほ助じよ金きんも出そうだしな」

　湯ユ吉キチにとってショッキングな内容の話を、ひょうひょうと話す。

　普通なら、街まちの昔ながらの景観や伝統を保ほ護ごしようと訴うつたえている役所が、すでに保護対象になっている『はるえのゆ。』を釜かまからガスに変えるなんて許きよ可かしてくれるはずがない。

　でも、祖そ父ふは、

「釜はもう不ふ便べんで仕方ないから、ガスに変える。それがダメだったら、風ふ呂ろ屋やを辞やめる」

　と役所に言った。

　役所のムダに偉えらい人間たちは慌あわてた。

　もはや街の象しよう徴ちようのようになっているし、街の象徴のように仕立てている『はるえのゆ。』が失くなってしまうのは、街の保護計画に影えい響きようが出る。

　それでは困こまる。

　ガスになれば、煙えん突とつから昇るもくもくとした煙けむりは見られなくなってしまうが、『はるえのゆ。』自体がなくなるよりは──

「ってな。しぶしぶだろうが、役所のほうもオッケーをくれそうなんだ」

　言って、祖父は笑った。

　それは、とてもおだやかで、さみしそうでもあって、湯吉は何も言こと葉ばにできなかった。

　胸の辺あたりでぐるぐると気持ちが渦うずを巻いている。

　尊そん敬けいする祖父に対する想おもい。

　大好きな『はるえのゆ。』に対する想い。

「なんで。どうして」

　そんな短い言葉も、声に出せない。

「ばーさんがな、腰を悪くしたときにな。考えたんだよ。無理してもしょうがないってな。歳としも歳だ。かと言って、べつにこれでわしらが引いん退たいするワケでもないぞ。まだまだ、おまえらには任まかせられん」

　微笑ほほえむ祖父に、湯吉も笑って返したかった。

「そうだね」

　とか言って、いっしょに笑いたかった。

　けど、できなかった。

　すると、祖父が真まっ直ぐに湯吉を見てきた。

　真しん剣けんな目。

「おまえは、怖いか？　変わることが」

「え？」

「この『はるえのゆ。』だよ。……わしは怖かったんだ。だから、いろんなことを決めあぐねていたら、こんなじじいになっていたのさ。この街もおんなじさ。変われず、変わろうともせずにここまできた」

　そのうち、どこかのムダに偉えらいひとが、勝手に、




『この街まちは変わらない。変わらせない』




　なんて決めてしまった。

「まあ、それもひとつの〝道〟といえば、そうかもしれないな。けれどな、わしは変わることを選んだ。あたらしいものへとつなげるためだ。判わかるか？」

　やさしい笑え顔がおで、祖そ父ふが湯ユ吉キチに問とう。

　湯吉は、答えることができず、声にならなかった空気だけを飲み込んだ。

　ここだけじゃない。

　いろんなことが変わっていく。

　本当は、変わらなきゃならないことだってある。判ってるんだ、本当は、でも……。

「そんな顔をするな。あれからおまえはずっとそんな顔をしてる」

　あれから──

　この街からヒーローがいなくなったあの日。

　三人がバラバラになってしまったあのとき。

「おまえは、まだ変わることも変わらないことも選んでないだろう？　そんなことをしている間に、この街とおんなじになっちまうぞ。何をするにもいちいち伺うかがいをたてなきゃならない。できることもできなくなっちまった。おまえも、そうなりたいか？」

　無む意い識しきに、湯吉は首をぶんぶんと振っていた。

「よしっ」

　祖父は、にかっと笑った。

「だったら、決めろ。自分で、決めろ。未来をゆくのか、此こ処こに留とどまるのか、それとも、過か去こに埋うずもれるのか」

「じーちゃん……」

　進む、立ち止まる、戻る。

　簡単なことだけど、ひどくむずかしい。

　それは自分で決めること、決めたことだから、誰だれのせいにもできない。

　自分で自分の分の期待や夢ゆめを背せ負おうのをやめてしまった湯吉は、そんなことができるだろうかとうつむいてしまった。

　自分にできるだろうか。

「──ほら、また、おまえはそんな顔をする」

　祖父が歩み寄ってきて、湯吉のほっぺを、ぐいーっと引っ張った。

「ひーふぁん!?」

「たとえば。おまえは、うちの銭せん湯とうを好すいてくれてる。しかも、父親に代わって跡あとを継つごうとまでしてくれてるな」

　湯ユ吉キチは祖そ父ふの目を見たまま、こくんとうなずいた。

「じゃあ、それはどうしてだ？」

　祖父が湯吉のほっぺから手を離はなす。

「そりゃ、『はるえのゆ。』が好きだからに決まってんじゃん」

　ひりひりする頰ほおを手で押さえながら、湯吉は簡単に答えた。

「じゃあ、なんで好きなんだ？」

　としかし、祖父がさらに訊たずねてくる。

「って、そんなの……」

　アレ？

　なんでだっけ？

　理由？

　そんなの……。







　五回の裏うら。

　ピッチャー、少年。

　渾こん身しんの投球。

　この試合、初の三さん者しや凡ぼん退たいに切ってとる。

　ちいさな背中に、たくさんの期待を背せ負おって。

　少年は、ひとり。

　ピッチャーマウンドに立つ。

　でも、ひとりじゃない。

　仲なか間まがいた。

　今までそれを忘れてた。

　だから、こんなに打たれてしまった。

　まだ、取り返せるだろうか。

　まだ、間に合うだろうか。




　　　　♪




　思い出してみる。

　忘れたつもりだったけれど。

　忘れちゃいけないことまで忘れていたんだ。

　このたいくつなだけの街まちから、みんなの〝ヒーロー〟がいなくなった。

　湯ユ吉キチと〝はのん〟は、リトルリーグ所属のチームを離はなれて、碧アオだけが残った。

　思い出してみる。

　想おもい出でが泉いずみのようにわき上がってきた。

　どれもこれも、三人でいる瞬しゆん間かんばかり。

　みんなでいっしょに、『はるえのゆ。』の湯ゆ船ぶねにつかっている。

　湯吉と〝はのん〟と碧と。

　あの日、〝ヒーロー〟が命を投げ出して守ってくれた〝三人〟はバラバラになってしまった。

　そうだ。

　だからだ。

　少年は、守ろうとした。

　三人やヒーローとの、たのしい想い出ばかりがつまった、想い出を守ろうとした。

　それが一番近くにあったこの、銭せん湯とうだ。

　想い出がたくさんある一番好きな場所。

　野球を辞やめても、〝はのん〟と仲なかが悪くなっても、自分が変わらず、この場所も変わらなければ、大だい丈じよう夫ぶだと思ってた。

　想い出がずっと此こ処こにあれば、大丈夫だと。

　それなのに、

「──失くなった？」

　遠くで、とても近くで、オトナびているのに子供っぽい不思議なウイスパー響きの声ヴオイスが鳴った。

　とたん。

　広がる茜あかね色いろ。

　三百六十度が、夕ゆう暮ぐれに黄昏たそがれていた。

　そこに、ぽつんと立ちつくす少年が、ひとり。

　ぼろぼろのぼこぼこの金属製の何かしらを手に。

「もう、失くしちゃった？」

　夕焼けに浮かぶ雲のようにふわりと浮かんで、真まっ白い女の子が現れた。

　傍かたわらにはいつもの黒猫が黄おう金ごん色いろの瞳ひとみをくるりとこちらに向けながらいる。

「たぶん、失くしてないよ。忘れてただけだったんだ」

　少年が言うと、女の子は笑った。

　綺き麗れいに笑った。

　その夕焼けの茜色にも栄はえる赫あかい靴くつで地面を蹴けりながら、女の子が、ゆるやかに少年の近くにやってくる。

「こころの奥にずっと、たいせつにしまってたモノを思い出せたみたいだね」

　女の子の不思議なウイスパー響きの声ヴオイスは、透すき通って耳の奥に染しみこんでいく。

「でもさ、まだ、想おもい出では欠片かけらだからさ。こころの真まん中にぽっかり穴あなが空あいてるみたいで、なんか、虚むなしいんだ」

　少年は、うつむいて、自分の胸のあたりを見てみた。

　たいせつにしまっていた想いが、いつの間にか、すり替わっていた。

　意地とかプライドとか。自分の身みや心を守ろうとするモノばかり。

　この街まちで生きていくのに不ふ必ひつ要ようなモノだ。

　たいせつなモノを守ろうとしていたのに。それは、いつの間にか、自分自じ身しんを守ろうとする、ちいさな心に変わっていた。

　傷付くのも、哀かなしくなるのも、嫌きらいになるのも、呆あきれるのも、あきらめるのも、逃げるのも、突つき進むのも、全部、全部、全部、ただただ怖かった。

「なんでこんなことになってんだろうな。どうしようかなあ……。そういや、おれ、碧アオにやってみるとかなんとか言っちゃったんだよな」

　やれやれと少年は肩をすくめた。

　と、女の子がとうぜんのことのように言った。

「だったら、また、はじめてみれば。最初からやり直してみたら、その、こころの穴も埋うめられるかもしれないし」

「はじめからって、そんな……」

「できるよ。キミは──生きてるんだから」

　そう。

　ため息いきだって、呼吸をしているんだ。

　たいくつだって、息を吸って吐はいてる。

「試合はまだはじまったばかり。バットをめいっぱい振るための、その場所にもまだ立ってない」

　女の子が言った。

　少年はうなずく。

　その、とたん、




　　　　♪




　六回表おもて。

　最終回。

　ここで逆転、もしくは、同点にしなければ、試合はそこで終わる。

　まだ、はじまってもいないのに？

　だから、終わらせられない。

　少年は、自分自じ身しんに期待する。




　ばびゅん。




　素す振ぶりは絶ぜつ好こう調ちよう。

　あとは、バットをボールに当てるだけ。

　狙ねらうは、グランドスラム。

　か。

　とりあえず、こつこつヒット。




　ばびゅん。




　素振りは、もういいや。

　バッターボックスには、少年。

　今日の分の期待を背せ負おって。







　茜あかね色いろは夕ゆう暮ぐれに黄昏たそがれて、空が焼けている。

　街まちにはいつもの、ヴァイオリンの音ね色いろが響ひびいていて、湯ユ吉キチは、それに耳を傾かたむけていた。

　今日は、煙えん突とつの下でもなく、あの三百六十度茜色の天てん窓まどの下でもなく、ヴァイオリンが鳴らされている窓の真下に立っていた。

　高級でもない片かた田舎いなかの住宅地に、どでん、と建つ洋風のこじゃれた一いつ軒けん家や。

　湯吉のうちのじーちゃんが途と中ちゆうで投げ出した盆ぼん栽さいではなく、名前も知らない甘あまい匂においのしそうな花が鉢はちに植えられて、玄げん関かんまでの通路の脇わきに並べられていた。

「……きちゃった」

　うちでなんだかんだごちゃごちゃ考えてるより、こっちのほうが早いと思ったからだ。

　でも、考えなしに行動するのは、やめておけばよかったと少し後こう悔かいした。

「………………なんつーか……」

　どうしたらいいもんか。

　湯吉は、間の抜けた顔をぶら下げながら、ぼけーっと、ヴァイオリンの鳴る部へ屋やの窓を見上げていた。

　デッキブラシも金属製の何かしらも持ってない心細い両手を、部屋着のままの短ハーパンのポッケに突つっ込む。

　がさっ、と〝ソレ〟が指尖さきに触ふれる感かん触しよくがあった。

「……どーすんだよ、おれ……」

　自分で自分に訊きいてみる。

　答えは返ってこない。

　あれだけずっといっしょだったから、距きよ離りが離はなれてみると、どうやっていっしょにいたとか忘れてるのかもしれない。

　どうして一度、バラバラになったモノは、こんなにくっつきにくいんだ。

　こないだ学校で割った花びんとか。

　学年主しゆ任にんってゆうだけで偉えらそうにしてるあのハゲちらかしたおっさん教師に、ネチネチ怒おこられたっつのーの。

　……じゃねーし。

　ああ、もう、メンドーくせーなぁ！

　だいたい、おれらは花びんじゃねーっつーんだよ！

「てか！　こんなとこまできて、いまさらビビんなっつーの……！」

　すぅ、と思い切り息いきを吸い込んだ。

　そして、

「〝はのん〟!!」

　ありったけの声で叫さけぶ。

　ヴァイオリンの音にかき消されてしまわないように。

「今日はぁ！　オマエに、おれが、なんつーか、アレだ、アレ！　せ……宣せん戦せん布ふ告こくだ!!」




　何　を　言　っ　て　る　ん　だ　、お　れ　。




　叫びながら湯ユ吉キチは、自分は今、どんなアホ面づらだろうかと思った。

　でももう、引き返せない。

　引き返さない！

　バットは持ってないけど、今ある、こころで打つんだ。

　会かい心しんの当たりじゃなくていい、クリーンヒットじゃなくていい、泥どろ臭くさくてもぼてぼてのゴロでも、当たれ。

　当たってくれ。

　まだ、試合ははじまってもいないんだ。

　これで終わらせて、

　──たまるかっ！

「なんつーか、バッチコイだ!!　あ、違ちがうな、今、おれがバッターだから、どっちかっつーと……じゃなくて！」

　こうなら、やけっぱちだ。

　どんなクソボールでも、打ってやる！

　フォアボールでもデッドボールでも塁るいに出てやる！

「き、聞いてんのか!?　〝はのん〟！　そこにいんの、判わかってんだぞ！　ヴァイオリン弾ひいてんじゃねーぞ、聞け、おれの話を聞け！　むしろ、顔出せ、降りてこい！　偉えらぶってんのか、こんちくしょーっ！」

　反はん応のうはない。

　見上げる窓まどは、カーテンすら揺れず、変わらずヴァイオリンの音が聞こえてくるだけだった。

「……ぐぅ……」

　にらむようにして、うなって見上げる。

　言こと葉ばは届とどいているのか、判らない。

　こころが伝わっているのか、判らない。

　離はなれていた時間だけ、ふたりには距きよ離りがあった。

「……おれが悪いんだ……」

　声を張り上げたせいで、嗄かれた喉のどでつぶやく。

　たいせつにしまっていた想いも忘れてしまった湯ユ吉キチ。

　おなじように、〝はのん〟も、忘れてしまっているかもしれない。

　自分から距離を置いたり、遠ざけたりしてたのに。

　勝手だ。

　でも、

　──失くしてない。

　って思いたい。

　勝手だけど、こんな哀かなしい音色ねいろのヴァイオリンは、おれが打ち返すんだ。

「〝はのん〟！」

　もう一度、名前を叫さけんだ。

　変えなきゃいけないことがある。

　変えられないことがある。

　じゃあ、何ができるのか。

　何もできないのか。

　それを確かめる。

　確かめられる。

　生きているから。

　呼吸をして、ここに立っているから。

　これは、ため息いきじゃないぜ。

　深呼吸だ。

　すぅ、はあ──

　ポケットに手を突つっ込む。

　指尖さきに触ふれた〝ソレ〟を乱暴にひっつかんだ。

「──果はたし状じようだ！　おれとオマエで試合だ！　日付とか入ってるから、見ろよ！　ぜってー見ろよ！　ポストにつっこんどくからな！　見ろよ、いいな！」

　言い切って、ハァハァと肩で息しながら湯ユ吉キチは、玄げん関かんのポストに〝ソレ〟を入れた。

「〝はのん〟！　こいよ！」

　最後にそう叫さけんだ。

　そのまま、湯吉は振り向くことなく、全力疾しつ走そうでその場を離はなれた。

　背中に聞こえるヴァイオリンの音を振り払はらいながら。




　と、その約三十秒後には、




「……ただいま……」

　家に着いていた。

　そういや、アイツんち、こんな近かったんだっけ。

「はぁー……」

　疲つかれた。

　長い時間を埋うめるみたいに、一いつ気きに喋しやべるだけ喋った。

　しかも、自分でもワケの判わからないことを。

「…………ま、いっか。もう、言っちゃったしな……」

　ぼりぼりと頭をかいて、ふー、と一ひと息いきつく。でも、

「まだ、終わってねーしな。もうひとつ──」




　　　　♪




「大だい丈じよう夫ぶさ、あいつなら」

　その老人が言った。

　夕焼け色の黄昏たそがれに染そまった三百六十度の空間。

　そこにぽつんと浮かぶように存そん在ざいする銭せん湯とうの浴場にて。

　老人は、浴よく槽そうの縁ふちに、「よっこらしょ」と腰を下ろす。

　それから、視し線せんを右ななめ前に立っている、真まっ白い姿すがたをした女の子に向けた。

「どうだい、こっちにきて座すわらんか？」

「うん。そうする」

　真っ白い女の子は、胸に抱いだいた黄おう金ごん色いろの瞳ひとみをした黒猫のあごの下を指でくすぐりながら、老人のとなりに座った。

　うっすら老人の鼻の下がのびたようなのびていないような。

　ちょっぴり女の子を見る目がいやらすぃようないやらすぃくないような。

「なあ、お嬢じようちゃん」

「なに？」

　女の子の黒目がちな瞳と、黒猫の黄金色の瞳が老人に向く。

　真っ直ぐな視し線せん。しかし、老人はますますいやらすぃく鼻の下をのびのびにして、女の子との距きよ離りを微び妙みように詰つめる。

「あのなー、そのなー」

　何な故ぜか、もじもじする老人。

「なんていうかな。その……」

「ん？」

　女の子と黒猫は、同じタイミングで首をかしげる。

「ほれ、あれだ。お嬢ちゃんが『死神』だというのは、知っているワケだ」

「うん、まあ。そうだね」

「だな!?　つまりそれはあれだ……」

「なに、こいつ。さっきから、あれとかそれとかぜんぜん判わかんないんだけど」

　黒猫がかわいらしい声で生なま意い気きに言って、うさんくさそうに老人を見上げる。

「コラ、ダニエルっ。そういうこと言わないの」

　女の子は、黒猫のほっぺを軽くつまんで、むにぃーっとのばした。

「お、お嬢ちゃん！」

「……はい？」

　がっと、老人が女の子の手をにぎる。

　黒猫が、「コラーっ！」と怒って、老人の手に嚙かみつくが、びくともしない。

「最さい期ごに想おもい出でをくれっ！」

「最期？　想い出？」

　女の子は、きょとんとなる。

「そうだろ!?　死神のお嬢ちゃんがここにいるということは、つまり、そういうことだろ。わしを迎むかえにきたと……！」

「んー……？」

「いいんだいいんだ。判わかっている。皆まで言うな。わしだって、こんな美人でかわいらしい死神さんのお迎むかえでよかったと思っているんだよ。まあ、正直、もうちっと長生きしたいところだったが、いやいやいやいや、それは欲よく張ばりっていうもんだな」

　ふははは、と老ろう人じんは笑って、そして、真まっ直ぐに女の子を見つめ、大まじめな顔になった。

「お嬢じようちゃん。聞いてくれ。最さい期ごの頼たのみになるだろう」

「うん」

　素直にうなずく女の子。

「こんなわしでも、一いち応おう、銭せん湯とう野や郎ろうの端はしくれだ。だから、最期の想おもい出でも銭湯に残したい！　つまり、何が言いたいかと言えば……！」

「なに？」







「──いっしょに風ふ呂ろに入ってくれ!!」







「ハァァ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ!?」

　怒おこったような、あきれたような大声を上げたのは、黒猫だった。

　老人の真ま面じ目めな顔でごまかされそうだったけど、いや、ごまかされるワケがない。

　ものすっごい、いやらすぃ！

「バッカじゃないの!?　バッカじゃないの!?　何言ってんの!?　そんなこと無理に決まってるじゃないか！　だって、だってだよ。モモだもん、モモなんだよ!?」

　予想外のことに、黒猫はあせりまくっている。

「いいじゃないかいいじゃないか！　どうせ最期なんだから！」

「てゆーか、最期じゃないし！　おまえ、まだまだ生きるんだよ!!　──って、ワーっ!!　人間に寿じゆ命みようのこと話しちゃったじゃないか！　どうしてくれるんだよ、ワーッ！」

　しかし、真っ白い女の子は、

「うーん……」

　どうしようかなー。

　と、ちょっと悩なやんでいるではないか。

「も、モモ!?　ダメだよ、ダメ！　ぜっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっったいに、ダメ────────────っ！　こいつ、ただのエッチな人間だよ!?」

「助すけ平べえで何が悪い!?」

　老人開き直る。

「最さい期ごじゃないんだから、ダメーっ！」

「うっさい！　こうなったらもう関係ないぞ！　わしは、一度でいいから、こんなべっぴんさんと風ふ呂ろに入ってみたかったんだ！　今までもう、何十年も人に入られるばっかで、わしだって、たまには入ってもいいだろうがッ!?」

「し、知るかーっ！　勝かつ手てにひとりで入ってろよー！　モモは関係ないだろ!!　おまえじゃなくて、〝あいつ〟のことを頼たのまれただけだッッ！」
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「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

「…………なんでだぁあああああああああ！」

「そりゃ、わしの科白せりふだろ!?」

「なんで、ボクがお前とお風呂なんだよ！」

「だから、そりゃわしの科白だ!!」

　ふたりで仲なか良よく混こん浴よくになりました。

「いぃぃぃぃぃぃやぁぁぁぁぁあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁああぁあぁぁぁぁぁあ、モモぉぉ、何ど処こ行ったの、モモぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]……」

　黒猫の悲鳴にも近い魂たましいの叫さけびが、浴場に響ひびいて、茜あかね色いろの空に吸い込まれていった。




　　　　♪




　数日後。

　数日前からすると、ちょっとした未来だ。

　けど。

　まあ。

　何が変わるワケでもない。

　あいかわらず、街まちは東洋と西洋の文化が入り交じっていた名残なごりを持っていて、たいくつなだけのため息いきを量産している。

　夕ゆう暮ぐれには、黄昏たそがれる空に雲といっしょに、東洋と西洋が交じったような外観と内装を持つ街の象しよう徴ちようになりつつある銭せん湯とうの煙えん突とつから吐はき出された煙けむりが、ぷかぷかとたゆたっている。

　その煙突の下、少年がひとり──いない。

　少年は、

「いらっしゃいっ…………って、おまえかよ」

　銭湯の番ばん台だいの上で、ため息にも似にた残念な声を漏もらしていた。

「うぃーす」

　そう言いながら、女の湯の暖簾のれんをくぐってはいってきた少女が番ばん台だいに『入浴無料チケット』を置いた。

「…………はいはい……」

「……？」

　ぶっきらぼうにチケットを受け取った少年を首をかしげて不ふ思し議ぎそうに、少女が見上げた。

　いつもなら少年は、家族にだけ配られるお手製のこの無料チケットを、ご近所に住まう少年の幼おさな馴な染じみというだけで少女が所有ならびに使用していることに対して、小こ言ごとのひとつやふたつタレている。

　あぐらに頰ほお杖づえつきながら少年は、少女の視し線せんをぷいと横を向いてかわす。

　少女は、首をかしげたまま、いつものロッカーの前に移動した。

　ロッカーに部ぶ活かつ帰りの荷物を押し込むと、まだ視線を背そむけたままの少年を見る。

　数日前くらいから、少年は何も変わってないけれど、何かが変わっていた。

　うまく言こと葉ばにできないけど、幼馴染みをずっとやっていて、少年のことを一番近くでずっと見てきた少女にはなんとなくそれが判わかる。

　よい変化なのか、悪い変化なのか、それはこれから少しずつ確かになっていけばいい。

　あとは、

「もうひとりのほうか……」

　少女は、もうひとりの少年のことを想おもった。

　あのときも、今も自分は何もできなかった。

　ひとを頼たよることしかできない。

　変わってないや。

　ため息がこぼれそうになった。

　そんなとき、







　がらがら。







　と、戸が開かれる音。

　番ばん台だいのほう。男湯の暖簾のれんをくぐって誰だれかが入ってきた。

「いらっしゃ……い!?」

　と声をかけた番台の上の少年だったが、やってきたその人物の顔を見るなり、驚おどろいた表情になった。

　目を大きく開き、ぱちくりと何度も瞬まばたきをする。

　やってきた人物は、なんだか居い心ごこ地ちが悪そうに、伏ふし目がちで番台のすぐ傍そばで立ちつくしていた。

「…………うちの風ふ呂ろが、壊こわれたんだ……それだけだよ」

　番台の上の少年に目を向けず、自分の靴くつのつま先辺あたりを見たまま、彼は、〝はのん〟こと、羽ハ野ノ美ミ邦クニは言った。

　まるで言い訳わけだった。

「…………これで、いいんだろう」

　美邦は、短ハーパンのポッケからふたつに折おられた長方形の紙を取り出し、番台の上に、少年に見えるように広げた。

　その紙には『入浴無料！』と殴なぐり書きしてある。

　さっき、少女が使ったのと同じ、無料チケットだ。

　それは、数日前、少年が美邦の家に押しかけたときに、ポストに突つっ込んでいた──果はたし状じよう。

　少年はそのチケットに自分で、有ゆう効こう期き限げんを書き込んでいた。

　今日の日付が、そう。

　そして、〝はのん〟はやってきた。

　少年が、望んだ通り。

　少女が、願った通り。

　番台と仕切りで姿すがたは見えないが、美邦の声を聞いた少女は、それだけで胸がいっぱいになった。

　ただ。

　美邦にしてみると、家の風呂が壊れたから、家から一番近い銭せん湯とうにきただけ。

「ごゆっくりどーぞ」

　少年は、番台に置かれたチケットを受け取った。
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　それを確かく認にんするかしないかで、美ミ邦クニは、脱だつ衣い場じよのほうへ歩いていく。少年のことを見ないままで。

「──はのん」

　少年は自然にその名前を呼んでみた。

　美邦が自然と声に振り向いた。

「……ここ、ぜんぜん変わってないな……」

　美邦が言う。

　それから、むかしむかし、美邦がここへよくきていたころの、ロッカーの前に立つ。

「そうか？　ほんとは、体重計とかマッサージ機とかいろいろ変わったんだけど、どっかのムダに偉えらいオッサンが決めた何とか条例ってゆうやつのせいでさ、元もとに戻したんだぜ？」

　少年は、番ばん台だいの上で頰ほお杖づえをついた。

　美邦は、記き憶おくの縁ふちをなぞるように、ぐるりと銭せん湯とうの中を見み渡わたす。

　と、その視し線せんが、止まった。

　透とう明めいなガラスでおおわれた冷蔵庫──

「あ、フルーツ牛乳あるぞ？」

　少年は、昔、三人がいっしょだったころに、風ふ呂ろ上がりに決まって飲んでいたのを思い出した。

「『フルーツ牛乳は、宇う宙ちゆう』だっけ……」

　美ミ邦クニがちいさく笑って言った。

　その科白せりふは、街まちの〝ヒーロー〟で三人の〝ヒーロー〟だった、少女の兄、丸マル岡オカ昇ノボルが言っていたこと。

　なつかしいな。

　少年も少女も美邦も、想おもい出でが溢あふれて、満たされる。

　さみしさといっしょに。

「あ、それは、無タ料ダじゃねーからな？　勝かつ手てに飲むなよ？」

　少年が言った。

　昔は、三人とも勝手に飲んで、少年の祖そ父ふに怒おこられたりしていた。

「ああ、判わかったよ……」

　美邦がちいさくうなずいた。

「あのさ……」

　少年は言いにくそうに、

「今日のお湯、おれが湧わかしたんだぜ？」

　ちょっと気き恥はずかしそうに、胸ははれず、背中は少し丸まった。

　でもその瞳ひとみだけは、自じ慢まんげだった。

　しばらく沈ちん黙もくが続いて、

「そっか……」

　美邦がちいさくそうつぶやいた。

　そして、聞こえない声で、

「ありがとう。やってみるよ……生きてみる」

　そう言った。

　誰だれにも聞こえていなくても、かまわなかった。

　自分の想いだ。

　そんなふたりのやりとりを、少女が、やさしい笑えみをうかべながら見つめていた。

　そのやりとりは、ひどくぎこちなく、聞いているほうがドキドキしてしまいそうだったけど。

「……って、おい、碧アオっ。おまえ、なにふっつーに、こっちのぞいてんだよ」

　少年が、なかばにらむようにして少女を見る。

「あ、つい？」

　少女は、ぺろりと舌したを出して、おどけてみせる。

「自分は、見るなってゆうくせによっ」

　少年は、少女を責せめるような口く調ちようで言う。

「それはそれ、これはこれでしょ？」

　としかし、少女はとぼけて、さっさとロッカーの前に戻っていってしまった。

　そんなふたりのやりとりに、

「ふたりも、変わんないな……」

　ぽそりと、誰だれにも聞こえないような声で、美ミ邦クニはつぶやいた。







　子供たちの笑い声が聞こえる。

　みっつの声と夕ゆう暮ぐれが夜に吸い込まれていく。

　煙えん突とつの吐はき出す煙けむりが、夜空に消える。

　このたいくつなだけの街まちの、たったひとりの〝ヒーロー〟がいなくなったあの日から。

　少年は、もうこれ以上、たいせつなものが失くならないようにと、たいせつな想おもい出でが詰つまった場所を守ろうとした。

　もうひとりの少年は、自分のせいで、たくさんのひとのたいせつを奪うばってしまったと、すべてにおびえるようになった。

　でも、ふたりは、これ以上、たいせつを失くさないよう、奪わないよう、互たがいから距きよ離りを置くようになった。

　少女は、バラバラにならないように、それをつなぎ止めようとした。

　傷付くのを恐れながら。

　なのに。それぞれの想いは、それぞれにちぐはぐに空から廻まわって、いたずらな風にバラバラにされてしまった。

　少年は、思う。

　それはもう、元もとには戻らないかもしれない。

　手には触ふれられないかもしれない。

　もしか。

　失くしてしまったとしたら。

　そしたら、また、最初からはじめてみよう。って、思うんだ。

　変わるのか、変わらないのか。変われるのか、変われないのか。

　それが、できるか、できないかじゃなくて、たぶん、やるか、やらないかなんだろう。

　だから、今日も明日も明後日も、たいせつな笑え顔がおがここにくるのを待まつことにするよ。

　君ときみがやってくるのを待ってるよ。







　ヴァイオリンの音がした。

　夕暮れはずっと前にすぎた夜に。

　いつもの、何ど処こか哀かなしい寂さびしい音じゃない。

　なんとなく、このメロディが持つ、本来の楽しさが、少しだけ感じられるような、そんな音だった。

　そして、それに合わせるように、遠くなのか、近くなのか、鈴すずの音ねが唄うたうように鳴っていた。




　ばびゅん。




　少年は、バットを振る。

　試合ははじまったばかり。

　延長戦ならいくらでも戦うよ。

　こころなら、いくらでも投げよう。

　キミと君ときみが受け取ってくれるから。

　それぞれが、それぞれのヒーローになる。




　六回裏うら、終しゆう了りよう。

　同点のため、延長戦に突とつ入にゆう。

　試合は、まだ、はじまったばかりだ。







　───リン。








　　　　Searching for my twinkle star - fin.
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　　　　♪




　雪の中、すべてを隠かくせずに、

　雪の中、すべてを見付けられずに、

　望んでいるひとへ。

　ただ、そこで待まつひとへ。

　大切なモノが、そこに在りますよう。







　まだ幼おさなくも凜り々りしくある女の子と、そのすぐ隣となりを歩く若い少々頼たよりない感のある青年の背中を見送った。

　ふたりが歩いてきた雪の道の先には、たくさんの足あし跡あとと、いびつな形の雪だるまがひとつ、ひっそりとでも悠ゆう然ぜんと立っている。

　ふたりの姿すがたが、夜の闇やみの中に消えていくと、真まっ白いワンピースに赫あかい靴くつの少女は、女の子と青年が作った雪だるまに、そっと歩み寄った。

「遠とお廻まわりでもいいんだよね……ゆっくりさ……」

　白い少女、モモは雪だるまに触ふれた。

「このままじゃいられないことも判わかっているけれど……、このままでいてほしいって、やっぱり思っちゃうね」

　モモは、微笑ほほえんで唇くちびるをゆるませた。

　それは、さっきまでここにいたふたりのことを言っているようで、でも、モモ自じ身しんが自分に言っているようにも聞こえた。

　モモのすぐ傍かたわらの足もとに寄り添そいいる黒猫、ダニエルは、

「思うだけならかまわないんじゃない？　誰だれも怒ったりしないよ。たぶん……」

　肯こう定ていするでもなく否ひ定ていするでもない口振りで言った。

　巨きよ大だいなテーマパークの一角にあるそこは、休きゆう憩けいスペースのような広間になっている。

　だが、客のほとんどがこのテーマパークのキャラクターたちによるパレードアトラクションを見に行っているため、周しゆう囲いに人ひと影かげはない。

　さっきまで雪だるまを作っていた、女の子と青年も肩を並べて行ってしまった。

　そのふたりが作った雪だるまを背にして、ゆっくりとモモは膝ひざを折おって、座すわり込んだ。

　冬の寒さも雪冷たさも、あのふたりがここに残していったあたたかさを確かめるように、彼女は、目を閉じる。

　空は曇くもっているけれど、それが降らす雪は、広間をライトアップするための光に照てらされて、何千何億おくもの星が降ってきているように見えた。




　しんしん。

　しんしん。

　しんしん……。




　と声が聞こえる。

　光によって、星になった雪たちが話をしている。




　──そうだ。ぼくは、きみを隠かくす光になろう。

　──なら、ぼくは、きみを見付けるためのサーチライトになるよ。

　──歩いていくきみの、目印になるよ。

　──だから、帰っておいで、捜さがしておいで。




　たくさんの声、気が付けば、そこにある声。

　真まっ白い少女の膝ひざの上、丸くなる黒猫。

　少女が、黒猫の喉のどを撫なでると、ごろごろと鳴って、同じように、黒猫の赫あかい首輪に付いている大きな鈴すずが、りんりん、と歌を唄うたった。

「見えるね。きれいだね、ダニエル」

　モモは、目を閉じてもそこに映る宇う宙ちゆうに心を躍おどらせた。

「うん。見えるよ、モモ」

　同じように大きな黄おう金ごん色いろの瞳ひとみを閉じるダニエルは、小さくうなずいた。

　モモに名前を呼ばれると、なんだか、うれしくなる。

　モモの名前を呼ぶと、なんだか、くすぐったい気持ちになる。

　いつだって、彼女は、笑ってくれるから。

　ダニエルに微笑ほほえんでくれる。

　おせっかいで、泣き虫でも、とても大切なひとなんだ。

　このご主人さまが、それを判わかっているかどうか判らないけれど。

　まあ、いいか。

　モモが、不意に立ち上がった。

　そして、ダニエルをそのか細い腕に抱いたまま、円を描えがくようにクルクルと廻まわり出す。

　踊り出す。

　いつも──モモが舞うとき、それは誰だれかの魂たましいを運ぶため。

　誰かのための、哀しい踊りラストダンス。

　でも、たまには楽しいときもあるんだよ。

　そういうように、モモは、雪の星々に浮かび踊おどる。

　ダニエルもなんだか、楽しくなって、うれしくなって、モモの腕の中から飛び出すと、コウモリのような羽根を広げ、モモと同じリズムで彼女の周まわりを、ふわふわと飛んだ。

　遠くに聞こえるパレードの音。

　ひとの溢あふれる音。

　歩いてく、音。

　ちいさいのとおおきいの。

　ゆき、ひかりと星々。

　宇う宙ちゆうのまんなか、真まっ白い少女と、黒の猫。

　踊る、巡めぐる、淡あわいヒカリ。

　モモは、踊る。

　光に満たされているこの世界で、見失うモノがたくさんで、失うことが多すぎて、それでも歩いていこうと決めたひと。

　モモは、そのひとたちと自分を重ね見たのだろうか。

　ダニエルは、雪の中を舞まうモモが、とても綺き麗れいで、本当に綺麗で、なんだか哀かなしくなった。

　──このまま、消えてしまうんじゃないか。

　雪が溶とけて、失くなってしまうように。

　なのに、彼女は笑うんだ。

　綺麗に笑った。

　雪をその手で、すくって。

　空に投げる。

　また、光に照てらされて、星になる。

　それから、彼女は思い付いたように、いたずらな笑えみを浮かべた。

「…………？」

　ダニエルが、深しん刻こくそうな顔を一いつ瞬しゆんしてしまったからだろうか、それとも、ただ単たんに、モモのイタズラ心だろうか。

　モモは、手にした雪をダニエルの顔にぶつけてきた。

　本当はすり抜けることもできたけれど、よけれずにダニエルはまともに顔面でそれを受け止めた。

「ぶわっ！　な、なにするんだよぉっ！」

「雪合戦？」

「なんで疑ぎ問もん系けいなの、てか、その両手の雪玉はなに!?　もうやる気まんまんじゃないか!!」

「れっつ、ごーっ」

「わぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！」

　声、夜空と雪に消え、いつか鳴る歌のよう。

　曲がり角、きっと、わかれ道。

　続いていく足あし跡あと、待まってる猫。

　扉とびら、向こう側、失くした弱さ。




　誰だれにでも、聴きこえるから。

　耳を澄すませば、いつでも、ほら、呼んでるよ。




　そうだ。ぼくは、きみを隠かくす光になろう。

　なら、ぼくは、きみを見付けるためのサーチライトになるよ。

　歩いていくきみの、目印になるよ。

　だから、帰っておいで、捜さがしておいで。




　だいじょうぶ、この足跡を残すから。

　いつか失なくなってしまう足音でも、しっかりと消えずに残るよ。

　空から降った光の種たねが足跡に降り積もって、やがて花が咲さく。




　声、跳はね返って、ずっとこの耳に残った。

　きみの笑え顔がおといっしょに。

　ぼくの小さな手をつかんで。

　きみにつなげと、光を結ゆった。











　　　　a Little Snow Rebirth (last dance) - fin.
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黒猫と羽根うさぎをめぐる冒険。

melodies of the galaxy (short hair ver.)






　　　　♪




　いつからか、ずっと眠っていたお月さまが目を覚ました。

「どれくらいぶりだろう。」

　それは、ダレも知らないくらい、長い長い間でした。

　目覚めてすぐに、お月さまは、驚おどろきました。

　いつもずっといっしょだった、となりにたたずむ惑ほ星しの姿すがたに。

　惑星は、目を閉じる前にみたときとは、すっかり変わってしまっていました。

「ああ、なんてことだ。私が眠っている間に……。」

　月は、哀かなしくなって、なんだか泣きたくなってしまいました。

　目覚めて、はじめての瞬まばたき。

　月がまぶたを閉じると、

　ちいさな泪なみだのしずくがこぼれました。




　泪のしずくは、惑星の重力に引かれて落ちていきます。

　それは、惑星の地面に激げき突とつすると、はじけとんでしまいました。

　けれど、

　はじけとんだしずくから、うさぎがひとり現れました。




　　　　♪




　空から降ってきた。

　それは、誰だれかの涙なみだのように。

　それは、地面にぶつかると、ぱちん、とはじけて、

　幻まぼろしのように消えてしまったんだ。

　そしたら、目の前に、真まっ白い赫あかい目のうさぎが現れた。

　ボクの目の前に。

「やあ、此こ処こは何ど処こだい？」

　ボクと目が合うと、うれしそうに笑いながら、うさぎが言った。

「此処は、ボク等の街まちだよ？」

　ボクが答える。

　すると、やっぱり、うさぎはうれしそうに笑って、

「『ボク等』？　ってことは、ぼくの街まちでもあるってことだよね？」

　そう言った。

　ボクは、あれれ？　とか思った。頭をひねって考えてみた。

「うーん。そうだね。そう言われてみると、たぶん、そうかなー」

「そっか。やっぱり、そうか。そうだと思った」

　うさぎは、なんだかとても哀かなしそうに、でも、愛いとおしそうに、空や樹や草や花や家や街やボクの事を見つめた。

　うさぎが赫あかい目をこする。笑っているのに、涙なみだがこぼれていた。

「どうして、泣いてるの？　哀しいの？　何ど処こか痛い？　ケガした？」

　ボクは、一歩うさぎに近付いて、訊たずねた。

「ケガはないけど、とても哀しい事があったんだ。でも、なんでだろうね。それがなんだったのか、思い出せないんだ。それに、今は、キミに逢あえた事の方がとてもうれしいんだよ」

　うさぎがそう言うと、ボクは、うれしいのか恥はずかしいのか、顔が真まっ赤になってしまった。

「ところで、キミは？」

　今度は、うさぎが訊きいてきた。

「ボク？　ボクは、見ての通り黒猫だよ。といっても、この街じゃ、黒猫はボクだけなんだけどさ」

　ボクは答える。と、

「じゃあ、ぼくは、うさぎだ。ただのうさぎさ」

　うさぎがそんなことを言う。

　たしかに、この街にも他に、うさぎは居いるけれど。

　空から降ってきたなんて、聞いたことがない。

「どうしたんだい？」

　じっとうさぎを見ていたボクの視し線せんを変に思ったのか、うさぎが首をかしげた。

　ボクは、あわてて、首や手や足をばたばたさせて、

「ううん。なんでもないよっ。それより、これからどうするの？　街に何か用でもあるの？」

　ごまかすように街の通りの方を眺ながめた。

　誰だれもいない。

　それもそうか。こんな夜中に、通りを歩いているのは、ボクくらいだ。

　ボクも早くうちに帰ろう。

「…………あれ？」

　ボクは、はっとなった。

「どうしたの？」

　うさぎが、急に身動きをとらなくなったボクの顔を不ふ思し議ぎそうにのぞき込んできた。

「帰り方が判わからなくなっちゃったんだ」

　ボクは、しょんぼりと頭を垂たれた。

　首に御お守まもり代わりにいつもぶら下げていた大きな鈴すずが、りりりん、と歌を唄うたうように鳴った。

「そうか。それは大変だね。でも、安心して」

　うさぎが自信満々に、ぽんと、ボクの肩をたたいた。

「ぼくもいっしょだよ。帰り方を忘れてしまった。ぼく等は、〝おんなじ〟だね」

　うれしそうに、うさぎが笑う。

「なに笑ってるの？　帰り道を忘れてしまったんだよ？」

「平気、平気」

　簡単に、うさぎが言う。

「キミが居いれば、大だい丈じよう夫ぶさ」

　そして、笑った。

「なんで、そんなに自信満々なんだよ!?」

　ボクは呆あきれて、ふー、と大きくため息いきをついた。

「だって、キミはもう、知っているから」

「え？」

　ボクは、きょとんとして、うさぎを見た。

　うさぎは、微笑ほほえんで、ボクの胸の辺あたりを指さす。

「そのあたりに訊きいてみるといい。きっと、帰り道も、これからのことも教えてくれるよ」

　言われるまま、ボクは、胸に手を当てた。

　とくとく、

　とくとく、

　とくとくっ、

　鼓こ動どうが鳴っている。

「ほんとだっ。心に、〝目印〟が付いてる！」

　ボクは、うれしくなってしまった。

　ちゃんと、目印がある。

　ボクには、帰る為ための目印があるんだ。

「さあ、じゃあ、行こうか」

　うさぎが言って、歩き出した。

「行くって？　何ど処こに？」

　ボクは、あわててうさぎの背中を呼び止める。

「キミの場所さ。帰り道、それとも、行く道か、戻り道か。まあ、何ど処こだっていいよ。キミが決めたらいい」

「ええ……っと、じゃあ……」

「じゃあ？」

「とりあえず、行こう……かな？」

「よし！　さあ行こう」

　うさぎが、ボクの手をにぎった。

　そして、ボクの手を引いて歩き出す。

「ちょっと、そんなに急がなくても……」

「急いでなんかないよ。ただ、もう旅ははじまってるんだ。それもずっと、前からね。キミが思い出さなかっただけさ」

　としかし、うさぎが言った。

「判わかった。行こう。旅の続きをはじめよう」

　ボクの言こと葉ばを聞いて、うさぎがはりきって、

「うん！」

　ぽむっと、手のひらを打った。

「けど、その前に、お腹なかがすいたから、ご飯はんでも食べようか」

「ええ!?　旅をはじめるんじゃないの？」

「だから、旅はもうはじまってるんだって云っただろう？　それに、旅なんていつでも、できる。心の中でだってできる。ほら、今だってそうだ」

　うさぎは、ひどく説せつ得とく力りよくのある口く調ちようで言う。

「そんな……」

　ボクは呆あきれて、うなだれてしまう。

　すると、御お守まもり代わりの鈴すずがまた、りりりん、と歌を唄うたうように鳴った。

　旅の続きを想おもってみた。

　お腹が鳴った。

「……まあ……ごはんを食べてからでもいいかもね……」

　そうだ。

　ゆっくりでも、おそくてもいいんだ。

　飛んでいったりはできないんだから。どうせ、歩く道だ。

　歩いていこう。

　ボク等の道を。




　　　　♪




　こうして、こころの中の〝目印〟を目指す、黒猫の旅は、はじまったのでした。

　また、あの場所に帰る為ためです。

　真まっ白い花の咲さいていた処ところへ。







　夜空では、幾いく億おくの星に交じって、羽根を広げたくじらが悠ゆう然ぜんと泳いでいました。




　あの日のように。











　　　　melodies of the galaxy (short hair ver.) - fin.
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だにえるのぼうけん。

Danny, GO!!






　　　　♪




「人間に関わっちゃダメなんだよ!?　判わかってるの、モモっ！」

　というのが、日ひ頃ごろ、ダニエルがよく口にする科白せりふです。

　口くち癖ぐせになっているのかもしれません。

　だいたい、彼の主人、死神──百モ々モがほんのりでいいから、ダニエルの言うことを聞いてくれればいいのですが。

　そうもいかないから、困ったもの。

　どうして、モモが人間に関わろうとするのか、ダニエルには理解できないことでしたが、すべてを否ひ定ていしているわけではないのです。

　ちょっとくらいは、判る部分があります。

　たとえば──




　　　　♪




　今、ダニエルは、地上にやってきていましたが、めずらしくモモがいっしょにいません。

　そんなことは本当に滅めつ多たにないことです。

　仕つかえ魔まは、主人と一心同体のようなものですから。

　しかし、今、ダニエルは、ひとりっきりで下げ界かいの空を浮ふ遊ゆうしていました。

　パタパタとコウモリのような羽根をはためかせ、ダニエルは腕組み、

「……うーん……うーん…………うーん………………どうしよう……」

　大きな黄おう金ごん色いろの瞳ひとみを閉じて、眉み間けんにシワを何なん重じゆうにも寄せます。

　ダニエルは、とても困っていました。

　何がどうしたかといいますと。




　──暇ひまだから。




　です。次のモモの仕事まで、完全〝オフ〟になってしまったのです。

　急な──休きゆう暇かになりました。

　それで、何が困るのかといいますと。

　休みになったのが、急すぎて何をすればいいのかまったく判わからない。

　ということです。

　ダニエルがモモと離はなれるときは、

　モモが苦手な事務作業を天上の『死しに神がみ局きよく』でするとき、

　モモが何かやらかして〝上〟から呼び出しをくらったのに途中でモモがいなくなちゃって結局、ダニエルだけがこっぴどく叱しかられるとき、

　くらいなもの。

「休みだってさ。ダニエル、どっか行ってきたら？」

　モモは、にこやかにそう言いました。

　が、ダニエルにしてみると「どっか。って何ど処こさ……」です。

　地上の時間にして、丸一日もない短くはなく長くもない休み。

『アラーラ』家に帰るほどの休みでもありません。

　まして、ダニエルは、ものすごく立りつ派ぱな仕つかえ魔まになるまでは、家に帰らないと決めている身です。

　ちょっとやそっとで帰るワケにはいかないんだ。

　ボクが、自分で決めたことなんだから。

　主人を支えて、支えて……振り回されて…………立派な仕え魔になるには……ほど遠い気がしてきた……。

　そして、気が付けばさっきまで傍そばにいたモモはいなくなり、ダニエルひとりぼっちになっていました。

　よくよく考えてみれば、モモもダニエルに内ない緒しよで何処か行きたいところがあったのかもしれません。

　けれど、内緒で、ということだとすれば、ダニエルは少しばかりさみしい気がしました。

　自分は、何も隠かくしごとなどない。

　ない……ない…………かもしれない。

「………………」

　本当のことを言うと────ある。

　実は、日ひ頃ごろ、モモに「人間と関わるな！」といいながらもダニエルは、地上の〝あるモノ〟に、こっそりひっそり興きよう味みを持っていたのです。

「……うーん……行ってみようかな……いやいや……それはちょっと……。んー、でもなぁ。ちょっとくらい……ダメダメ！　うーん……」

　死神の仕え魔としては、地上のモノに興味や関心を持つことは、たいへんいけないことで、自分自身がそれを一番理解している……が、たいへん興味も感心もあるんです。

「ふぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！　判わかんない！　なんにも判んない！」

　腕組みを解いて、ついには頭を抱えました。

　その反動で身体からだが、宙ちゆうをくるくるとバック転します。

「なにをどうすれば……あーなってこーなるのか……」

　ダニエルの頭はフル回転です。

　そして、うーんうーんと唸うなること数分。

　回転しすぎて煙けむりが吹ふき出しそうになったときでした。

「────っ！」

　ダニエルは、何かをひらめきました。

「そうだ！　そうなんだ！　今は、休みだから、仕つかえ魔まとかそんなの関係ないや！　あるけど……。ない、ということにしよう！　うん！　そうしよう！」

　ダニエルは決めました。

　あるモノ──それがある場所にいくことにしたのです。




　　　　♪




「…………」

　ダニエルは、姿すがたを消していました。

　アスファルトの上をテクテクと歩いてゆきます。

　そのすぐ傍そばをたくさんの人間が行き交っていますが、もちろんダニエルの存そん在ざいに気付く者はいませんでした。

　それなのにダニエルはとても緊きん張ちようをしているようで、身みをこわばらせながら時とき折おり、立ち止まり誰だれかの視し線せんを気にするかのようにキョロキョロと辺あたりをうかがいます。

　万が一、このようなところをモモにでも見られたら、とってもたいへんです。

「あら〜、ダニエル。何してるのかな[image: ][image: ]？　ふっふっふ」

　とか言われちゃいそうですから。『ふ』がみっつなんです。

「よーし、この調ちよう子しで作戦を進めよう」

　いつから作戦になったのか。ダニエルは、こーしてあーしてとこれからの行動をひとつずつシュミレーションしていきます。




　テクテク。

　テクテクテク。

　テクっ……。

　…………テク……テクテク。

　テクテクテクテクテクテクテクテクテクテクテクテクテクっ。

　テク。

　テクテ、ク、テク、テクテクテクテクテク、テ…ク……。

　テクテク。

　ゆっくり進んだり、早く進んだり、どばっと進んだり、ちまっと進んだり、みちっと進んだり、ぴたっと止まったり、ふもっと飛んでみたり、また、進んだりしたり。

　ダニエルは、確実に〝あるモノ〟に近付いてゆきます。

　そして、それがダニエルの黄おう金ごん色いろの瞳ひとみの中にとらえるほどの距きよ離りになりました。

　──わわっ！　き、きたぞ！　よ、よし。ここで気を抜いちゃダメだ。こんなときこそ、慎しん重ちように……丁てい寧ねいに……かつ、スピーディーに！

　またダニエルは頭をフル回転させます。

　最後の最後で、作戦を失敗しては何にもならないのですから。

　──あ、あと……三メートル……二メートル……一メートルと三十四センチ五ミリ……一メートル……五○センチ……っ!!

　つ、着いた！




　　　　♪




　それは、とてもあったかいモノです。

　それは、とてもいいニオイがします。

　それは、とてもあまいモノです。

　それは、とてもおいしいモノです。

　それは、しっぽがあります。

　それは、あたまがあります。




　それは──たいやきです。




「つ、ついに……ついたぞーぅ！」

　ダニエルは、思わず雄叫おたけびをあげていました。

　だって、とうとうやってきたのです。

　たいやきやさんの前です。

　そこは人通りの多い商しよう店てん街がいの一角にあるお店でした。

　正面は、たいやきを焼いているところが見えるようにガラス張りになっています。

　──お、お、おいしそうっ!!

　ダニエルは、おさかなさんにめっぽう弱い体質です。虚きよ弱じやくです。

　よーし。とダニエルは、羽根を広げて舞まい上がりました。

　そして、勢いきおいを付けてたいやきを焼いている鉄板の上に、ジューっ。

「ち、違ちがう！　ダメだ！」

　ダニエルは、ハッと気付きました。

　気付いてしまいました。

　──このままたいやきを失しつ敬けいしてしまったら、人間でゆうところの〝ドロのボー〟じゃないかッ!?




「ふゎぁぁぁぁぁぁぁっ！　ダメーっ！　ぜったいにダメ！　ドロボー、ダメーっっ！　ボクはとっても優ゆう秀しゆうで立りつ派ぱな仕つかえ魔まになるんだぞ？　そんなことできないよ！　そうさ。人間の、たかが人間ごときのモノだよ？　でも、でもでも……できない[image: ][image: ]っ！　ボクのプライドと、名めい家か『アラーラ』の血が許さない！　で、で、でも！　たいやき[image: ][image: ][image: ][image: ]っ……」

　目の前まできて、たいやきをロストしなくてはならないのか？　ダニエルは、再ふたたび苦く悩のうモードに突とつ入にゆうしました。

　悩なやんで、悩んで、悩んで、考えて、考えて、考えて、小休止、悩んで、なやんで、ナ・ヤンデ、ナヤン＆デ、考え抜きました。

　すると、ダニエルの脳のう裏りに『！』がぴこぉんと音を立て、出現しました。

「しかたないけど、やるしかない！」

　それは、ダニエルの考えに少々反する考えでした。

　でも、ダニエルは意を決しました。

「こうなったら、変身だっっっ！」

　ダニエルの考えはこうです。




　相あい手てから見えないまま、たいやきを得る　→　泥ドロ棒ボー

　相手から見える　→　猫っぽい　→　追い払われる　→　たいやきを得られない

　相手から見える　→　猫っぽい　→　変身　→　人間っぽい　→　たいやきを得られる！




　たいやきを食べられるっ!!




　そうなのです。

　人間の姿すがたに変身すれば、ふつうにゲットすることができるのです。

　ダニエルは、全ぜん身しん真っ黒なのにその尖せん端たんだけが指の先ほど白くなったしっぽを天に向けます。

「──ドラールド、アウアール、ドレクトリア、ユバルー、ソラウス！」

　声高らかに呪じゆ文もんを唱となえました。

　本当は、べつに唱えたりしなくてもいいのですが、雰ふん囲い気きでした。

　ぽん、と弾はじけるようにして、ダニエルは人間の男の子の姿すがたに変身しました。

　というようなことを人ひと目めに付かない路ろ地じ裏うらに入ってからやりました。

「す、す、す、す、すいますん。じゃなかった。すいません！　た、たいやきください！」

「はい、いらっしゃい！」

　少年の姿になったダニエルがたいやきを焼いているおじさんに大きな声で言うと、おじさんも大きな声で返してくれました。

「いくつですか？」

　おじさんが訊ききます。

「え？　えっと……じゃ、じゃあ……ふたつ……」

　一個でもよかったのですが、その瞬しゆん間かんダニエルの脳のう裏りにモモの笑え顔がおがよぎり、ふたつと言っていました。

　なんだかんだといっても、ダニエルはモモのことが大好きなのです。

　こんなときもモモのことを思ってしまいます。

　が、今度は、




　モモの分もゲットしてどうするんだ？




　という考えが瞬しゆん時じによぎりました。

　たいやきをモモのところに持っていったら、バレます。

　すべてがバレてしまいます。

　念ねん密みつに練ねった計画がおじゃんです。

　しかし、いつでもダニエルの思考回路はスピーディーに判断を繰くり出すのです。

　──よし……ふたつとも食べよう！

　普通でした。

　まったく普通の考えです。

　ダニエルの中でそんな思考のワールドサミットが開かい催さいされている間に、たいやき屋のおじさんがたいやきをふたつ袋ふくろに入れていてくれました。

「はい、二百円になります」

　おじさんが言います。

「……は？」

　ダニエルは、とぼけてしまいました。

「だから、二百円ね」

　おじさんは、にこやかに言います。

「は？」

　ダニエルは、再ふたたびとぼけてしまいます。

　何な故ぜなら、ダニエルは──お金を持っていなかったからなのです。

　人間のお金など、仕つかえ魔まには必ひつ要ようないのです。

　持っているワケがないのです。




　──だって、仕え魔なんだもん！

　そんなとき、声がしました。

　すごくオトナびているようで、ひどく幼おさない不ふ思し議ぎな声でした。

　その声の持ち主をダニエルはよく知っています。

「……も、モモ……」

　そこには、モモがいました。

　とてもゆかいそうな笑えみを浮かべながら、人間の姿すがたに変身したダニエルと、おじさんの持つたいやきがふたつ入った袋を交こう互ごに見ます。

「あら〜、ダニエル。何してるのかな[image: ][image: ]？　ふっふっふっふ」

　と言われちゃいました。しかも『ふ』がよっつなんです。




　ひゅーっと音立てて吹く風に、ダニエルの中の何かが木こっ端ぱ微み塵じんに崩くずれ去さってゆくようでした。







　作戦ミツシヨン『たいやきを捕ほ獲かくせよ』




　──失敗。




　　　　♪




　けれど、実は、あのあとモモが、捕獲に失敗したはずの『たいやき』を持ってきてくれたのです。

　それは、ふたつ。袋ふくろに入っていました。

「モモ……これって？」

　ダニエルが訊ききます。

「〝上〟には、ナイショだからね」

　モモは、イタズラな笑えみを浮かべて言いました。

「う、うん！」

　なんだか、悪いことをしているようですが、それよりもモモの気持ちがとてもとってもうれしすぎるダニエルでした。

「いただきま[image: ][image: ]すっ！　う…………ぅおいしぃぃぃっっ！」




　そうして、ダニエルの休日は過すぎてゆきました。




　おしまい。











　　　　Danny, GO!! - fin.












[image: ]








だにえるのぼうけん。

Danny, DISCOVERY!!






　　　　♪




「ダニエル、ぜったい入ってきちゃダメだからねっ。のぞいてもダメっ」

　そう言って百モ々モは、いたずらに微笑ほほえむとその部へ屋やの扉とびらを閉めました。

　扉は、何もないだだっ広い白い空間のほぼ中央に浮かんでいます。

　そこからは此こ処こと同じような、別の空間につながっていたりします。

「………………なにしてるんだろ、モモ……」

　ダニエルは、ぼんやりと考えます。

　以前にも、モモが部屋にこもったまま出てこなくなることが何度かありました。

　そのときもやっぱり、「入ってきちゃダメ」と言いました。

　ダニエルにしてみると、仕つかえ魔まにはご主人さまと行動をともにする責任と義務があるんだよ？　とか思ってしまいますが、とりあえずおとなしくモモの言うことに従したがってみます。

「だって、仕え魔なんだもん」

　仕え魔にとって、ご主人さまの命令は絶対です。

　ときどき、モモの言こと葉ばにちょっぴり反することを言ってしまいますが、ときどきです。

　基本的にダニエルはモモのことが大好きですから、モモの言うことはちゃんと聞きます。

　だから、今日もこうやってモモが出てくるまで扉の前で、お行ぎよう儀ぎよく待まっているのです。

　待っているのです。

　待って、いるのです……。

「うーん……」




　うずうず。

　うずうず。

　うずうずうず。

　うずうずうずうず。

　うずうず。




　そうなんです。

　うずうずなんです。

　本当は、ダニエルは扉の向こうでモモが何をやっているのか、気になってしかたがありません。

「ちょっとくらいなら……」

　のぞいても平気？

　のぞくくらいなら？

　そんな風ふうに思ってしまいます。

　しかも今日だけではありません。

　毎回です。

　モモが部へ屋やに閉じこもるたびに、そんなことを思ってます。

　だけど、以前のことがあって……。




　実は……、

「入っちゃダメだからね」

　と言われているのにもかかわらず、ダニエルは行動を起こしたことがありました。

　何ど処こからともなく、

「仕つかえ魔まって、ご主人さまの命令はぜったいじゃなかったの？」

　とか聞こえてきましたが、聞こえないフリです。

　逆に、ぶんぶんぶんぶん、頭を振って自分に言い聞かせます。

「だって、モモってば、いっつもいっつもおかしなことばかりするから！」

　しにがみの規き則そく破やぶり常じよう習しゆう犯はんです。

　非常に優ゆう秀しゆうな仕え魔のダニエルにしてみると、これはゆゆしき問題です。

　それにたいせつなご主人さまに〝何か〟あってはたいへんです。

　たいへんなのです。

　そういうことにしてみます。

「そうなんだよ？　ボクは、モモが心配なんだよ？　ＹＯ？」

　という大たい義ぎ名めい分ぶんのもと、以前ダニエルは扉とびらの向こうに、いざ行かん、としたのです。

　が、




　──ほわちゃぁぁぁぁぁぁぁああぁぁああぁぁああぁあああぁぁぁぁぁあぁ[image: ][image: ][image: ][image: ]ッ!!




　びびびびびびびー。

　と、ものっそい電流が流れました。

　扉のノブに前まえ脚あしを触ふれるか触れないかという瞬しゆん間かん、ダニエルを強きよう烈れつな電流が襲おそったのです。

「なんでだぁ[image: ][image: ][image: ]っ」

　ただでさえ全ぜん身しん真まっ黒なのに、唯ゆい一いつ白いしっぽの尖さきまで真っ黒になりそうでした。




　次に、

　そう、こりもせずダニエルは、挑戦トライしました。

「だって、モモが心配だから！」

　完全な建たて前まえです。

　ダニエルは、本ほん音ねと建て前を使い分けるタイプだったのです。

　対策として、電流から身みを護まもるために、このためだけに対電防護服『とらいでんくん壱いち號ごう』を作成しました。

　ボク、こう見えても前脚先てさきは器用なもんで。

　モモの服もボクが作ってますもんで？

「よー、っし！　いくぞー」




　──ほわちゃぁぁぁぁぁぁぁああぁぁああぁぁああぁあああぁぁぁぁぁあぁ[image: ][image: ][image: ][image: ]ッ!!




　落とし穴あなでした。

　電流は防ぐことができましたが、

　今度は、地面にぽっかりと穴が空あいて、すっとんです。

　すっとんのとんです。

　空を飛ぶための羽根は、『とらいでんくん壱號』を着込んでいたため広げることができませんでした。

「なんでだぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ」

　ダニエルは、何ど処こまでも墜おちて逝いきました。

　なので、『とらいでんくん壱號』を改かい良りようして、あらかじめ羽根も広げておけるようにしました。『すーぱーとらいでんくん』のできあがり。がりがり。もう完かん璧ぺきです。ぺきぺきです。

「だって、モモが心配気ぎ味みだから！」

　ちょっぴり建前が本音寄りになってきましたが、とりあえずおいておくことにしました。

　そして、性しよう懲こりもなく再挑戦リトライします。

　今度こそ。今度こそ。

　なにやってるのか、暴あばいてみせる！

　ボクにないしょにしなくてもいいじゃないか。

　もうっ。

　心の中は本音でいっぱいですが、ダニエルは優ゆう秀しゆうな仕つかえ魔ま（自じし称よう）なので、表おもてに出すことはありません。

　ぱたぱたとコウモリのような羽根をはためかせて、ダニエルは、少しずつ少しずつ、用心深く扉とびらに近付いていきます。

　来る!?

　来るの!?

　ビクビクっ、しながらもダニエルはついに、前回、前々回とトラップが仕かけられていたところまでやってきました。

「────ぬふぅ!!」

　対たい策さくは万ばん全ぜんでしたが、その瞬しゆん間かんは身構えてしまいました。




　ですが、




「…………ん？　…………あれ？」

　対策まで練ねった恐怖の電流デスマッチも、落とし穴あなフリーフォールもいつまでたっても襲おそってきませんでした。

「…………なんだかなぁ……」

　ダニエルはとても拍ひよう子し抜ぬけです。

　でも、油ゆ断だんは禁きん物もつ。

　相あい手ては、あのモモです。

　油断も隙すきもあったもんじゃないのですから。

　そう思った矢先でした。

　──殺気！

「下かぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」







　──がんっ。







「………………………………ほゎちゃ……」

　上でした。

　下からじゃなくて、上からでした。

　すっかり裏うらをかかれたダニエルに、〝タライ〟攻こう撃げきです。

　直径一・五メートルの金かなダライが一点集中、ダニエルの脳のう天てんをクェイクしました。

　衝しよう撃げきもなかなかでしたが、電流や落とし穴あなほどの殺さつ傷しよう力りよくはありません。それよりも何よりも、〝タライ〟という古典に見事引っかかってしまったという精神的ダメージは、計はかり知れない威い力りよくを持ってして、ダニエルの戦意を奪うばっていきました。




　そして、今日。

　破やぶれ去さったあの日のように、またモモは扉とびらの向こう側に消えていきました。

「入ってきちゃダメだからねっ」

　と言って。

　たとえば、ダニエルがもし、お笑いのひとだったとすると、

「それは入ってこい。ってゆうフリですか？」

　などということになるワケですが。ダニエルはお笑いのひとではないので、どうどうと入っていくワケにはいかないのです。

　…………。

　…………。

　…………。

　いかないのですが、好こう奇き心しんだけがふつふつとわいてきます。

　モモは、果たして何をしているのか？

　何をたくらんでいるのか？

　てゆーか、どうどうとじゃなきゃいい？

　こっそりならいい？

　そんなことを考え出すと切りがありませんでした。

　ふつふつと、いろんな疑問や心配や思おも惑わくがあとからあとからわき上がってきてしまいます。

　けど、それよりも大きく心を占しめているダニエルの本当の気持ちは、




　ちょっぴりさびしかったのです。




　だって、ダニエルはモモに隠かくし事はありません。というか、隠してもモモには何な故ぜだかすぐにばれてしまいます。

　しにがみと仕つかえ魔まは、一心同体ですから。

　だから、ダニエルの気持ちなんて、モモにはまる判わかり。

　なのに、モモのことがときどき伝わってきません。

　モモは、こうしてひとり部へ屋やに閉じこもっています。

　ダニエルには、入っちゃいけないと言います。

　さびしいです。

　モモとダニエルは、いつもいっしょなのに。

「なんだよ、モモ……。ボクはさぁ……、だってさぁ……」

　ダニエルは、モモのことが大好きで、本当に好きで、何よりも一番に想おもっています。

　たいせつに想っています。

　でも、もしかして、モモにとってはそうではないのかもしれません。

　モモにはもっと他にたいせつなモノがあるかもです。

　けれども、それは仕方がないことかもなのです。

　ダニエルに隠かくしごとがあっても、モモにはお見通し。すぐにバレてしまいます。

　けど、モモに隠しごとがあっても、ダニエルには判わかりません。

　だって、モモはご主人さまで、ダニエルは仕つかえ魔ま。

　それに、モモに隠し事があったとしても、ダニエルにはモモにとがめたり怒おこったりする資格はありません。

　何かできるとするなら、すねて、ほっぺを膨ふくらませて、腕組みで扉とびらの向こう側からモモが帰ってくるのを待まつことくらいです。

　こうして待っていると決まってモモは、出てきたときに、

「なにすねてんの、ダニエル。ほら、おいで」

　そう言って、ダニエルを抱き上げてくれます。

　モモの胸の中はとってもあったかくて心ここ地ちがいいです。

　だから、ダニエルはすねてたことも、いろんなこともすっかり忘れてしまいます。

　だから、もういいや。と思えてしまいます。

　──しょうがないよ。だって、ボク、モモのこと好きなんだもん。

　恥はずかしいので口にはしませんが、ダニエルはいつもそう思っています。

　たいせつなモモのこと。

　だから、すねるくらいさせてよ。

　そんなときでした。




　フフン♪　フフ〜ン♪　フフンフ〜ン♪




　とか鼻歌が聞こえました。

　ぴょこっと、ダニエルは耳をそばだてて意い識しきを集中です。

　鼻歌は聴きき慣なれた声でした。

　ひどく大人びているのに子供じみた不ふ思し議ぎな声。

　やさしい声。

　一番好きな声。

「ダニエル」

　と呼ばれるだけで、うれしくなるモモの声でした。

　なんだろう、とっても楽しそう。

　弾はずむ声とリズム。

　口ずさむメロディ。

　……ボクといっしょにいるとき、こんな楽しそうなことってあったかな？

　うーん。と記き憶おくをさかのぼってみます。

　モモのこと。

　ダニエルは、モモにいつも笑っていてほしいと思っていますが、モモは泣いてしまうことが多いです。

　モモは、しにがみです。

　人の命を奪うばい運ぶことが仕事なのです。

　そのたびに、モモはいつも泣いてしまいます。

　自分以外の誰だれかのために泣いてしまいます。

　笑っていてほしいのに。

　のに……。

　のに…………。




　ん？




　あれっ？

　笑ってる？

　今、笑ってるよね？

　すっごい楽しそうに鼻歌唄うたってる。

　じゃあ、いいじゃないか。

　モモが笑え顔がおならいいじゃないか。

　いいじゃないか。

　ダニエルは、ほっと一安心でした。

　ふんどし姿すがたの漢おとこ衆しゆうがダニエルを担かついで、

「えじゃないか！　えじゃないか！」

　と、わっしょいわっしょいしています。

　しかし、頭の片かた隅すみで何かがひっかかります。

　ダニエルの奥底から再ふたたび疑問がぐつぐつとわき上がってきてしまいました。

　いいや！

　ぜんぜん、えじゃないくないよ！

　ボクがいっしょにいないのさ。

　モモは笑顔だなんて……。

　さびしーよ。




　──モモは、いったいなにをやっているんだろう？

　そして、モモは、なんでそんなに楽しそうなんだろう？

　ボク、いないのに……。

　なんで、モモってば、ひとりで楽しそうにしてるんだよぉ。

　つい、本ほん音ねが心の中から飛び出してきて、ダニエルは前まえ脚あしで器き用ように口をふさぎます。

　そうしないと、口から出ちゃいそうだったのです。

　だって、だってさぁ。

　ボクがいないのに。モモ、楽しそう。

　ボクがいなくても、いいの？

　ボクがいないほうがいい？

　そんな考えがふと浮かんできます。

　なんだかとても悲しくなってきました。

　もしか、ボクはモモにとって必ひつ要ようなくなったとしたら。

　もしか、モモがボクじゃないべつの仕つかえ魔まと楽しいひとときをエンジョイングしてたら。

　疑問の次は、不安が巻き起こりはじめました。

　別の仕え魔は、ダンディーでおまけに言こと葉ば巧たくみなやつで、モモをたぶらかしているんじゃ!?

　モモは、ぽえぽえしてるから、ころりと騙だまされてるかも!?

　ボクの言うことはいつもぜんぜん聞かないのに！

　ダニエルは頰ほおをぷーっと膨ふくらませ、腕組みで座すわり込みで抗こう議ぎしたい気分になってきます。

「むしろ！　──誰だれだぁっ！　相あい手ては、誰なんだぁ────ッッ!?」

　ダニエルの中では、モモが自分を排はい除じよして他の仕え魔とエンジョイング・ベリーマッチしているという設定が、みゃくみゃくとできあがっていっていました。

　もう止められません。

「キ───ィィッ！　こうなったら、力ずくでも確かめるぞ！　ボクはそんな無む職しよくの仕え魔との交際なんて認めませんよ！」

　ダニエル設定では、モモの新しい仕え魔は無職だそうです。

「いざ！　いかん！　扉とびらの向こう側へ！　モモをたぶらかす悪い仕え魔をこの手で……っ！」

　決意しました。

　この先にどんな過か酷こくな試し練れん（モモのトラップ）が待まち受けようともひるまないことを。

　そして、ダニエルは行くのです。

　だいすきなモモを守るために。




「どりゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ[image: ][image: ][image: ]っ！」







　…………──ほわちゃぁぁぁぁぁぁぁああぁぁああぁぁああぁあああぁあああぁぁぁぁあぁあぁぁあぁぁぁぁあぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッッッ!!







　それから、断だん末まつ魔まのような叫さけびが、何度もこだましました。




　　　　♪




　それはそれ、これはこれ、で、ダニエルはひとまず置いておいて──

「フフン♪　フフ〜ン♪　フフンフ〜ン♪」

　鼻歌が聴きこえます。

　とても楽しそうに、うかれっぱなしのその声は、やはり、モモのものでした。

　だだっ広く何もない空間。

　モモの前には、全ぜん身しんを映うつす鏡かがみが一枚宙ちゆうに浮かんでいるだけで、他には何もありません。

　もちろん。モモはひとりで、ダニエル設定である無む職しよくの仕つかえ魔まもいっしょではありません。

　鏡の前、舞まうようにしてモモは、くるくると踊おどっています。

　ふわりと浮かぶスカート。

　おなじようにうかれて、鏡に向かってポーズを取っています。

　そうです。

　モモは、しにがみですが、女の子です。

　髪かみ型がたも変えたり、全部白いですがワンピースもいろいろ持っています。

　けれど、普ふ段だん、浮かれてばかりもいられないので、モモはこうしてこうやって、ひとりでこっそりとひとりファッションショーを開かい催さいしていたのです。

　ダニエルに、内ない緒しよにしているのは、もちろん恥はずかしいから。

　きっと、ダニエルは笑います。

「モモも、女の子なんだねぇ〜」

　とか感心した口く調ちようのくせに、ちょっぴり口くち元もとが笑うのです。

「やっぱり、これかわいいなー。……でも、ちょっぴりスカート短すぎ……？」

　いつもは膝ひざが隠かくれるくらいの丈のワンピースを着ていますが、モモが今着ているのは、膝上です。

「張り切りすぎ？」

　そんな風ふうに思ってしまいますが、でも短いのもかわいいなー、とスカートをひらひらさせてみました。

　と、そのときです。

「…………──も、モモ……!?」

　声がしました。

　モモは、ハッとなって我われに返りました。

「え…えぇーっ？」

　ダニエルです。

　驚おどろいた表情のダニエルが、そこに立っていました。

「だ、ダニエル!?」

　モモも驚きました。

　部へ屋やには入ってきちゃダメだって言ってあったのに。

　まさかのために、いろんなトラップもしかけておいたのに。

　なんで？

　なんで、ダニエルがいるの!?

「モモ……そうかそうだったんだね。そうならそうと言ってくれればいいのに。ボクもこんなにならなくてすんだのにさ。いやー、やっぱり、モモも女の子なんだねぇ〜……」

　全ぜん身しんボロボロで何ど処こから持ってきたのか木の枝を松まつ葉ば杖づえ代がわりにして、ようやく立っているくせにダニエルは、そんなことを言いました。さらに、くすっと笑ったのです。







[image: ]







　そんなダニエルに、丈たけの短いスカートの裾すそをひっぱって膝ひざを隠かくそうとしながら、モモは言いました。

「──えっちっ」

「ち、ちがっ！　そ、そのボクはッ」

　モモの仕し草ぐさがかわいくてダニエルの方が照てれてしまいました。

　そして、モモもちょっとはにかんで、笑え顔がおでした。




　が、




　ダニエルは気付いてしまいました。

　モモの目がぜんぜんまったくちっとも笑ってなかったことに。

　モモは言います。

「ダニエル、入ってきちゃダメって言ったよねー？」

　にこやかですが、目だけが本気デス。

「あ、いや、その！　ぼ、ボク、ボクは、し、心配で？　そ、そう！　モモのことが心配で！だって無む職しよくの仕つかえ魔まが…………って、いない。いないよねー？」

　あたりまえ。無職の仕え魔は勝手なダニエル設定なのですから。

「あたし、言ったよねー？」

　ものっそい笑顔でモモはもう一度ダニエルに訊たずねました。

「あたしが着替えてるところみてたんでしょー？」

「み、見てない見てない。見てません！」

「まあ、いいけどさー。ウフフフフフフフフフフフフフッ」

「も…モモ……笑ってない。目が……モモ、目が笑ってないよ!?」

「だーにーえーるーっ」

「きゃ[image: ][image: ]っ。ラヴリーな言い方がよけいに怖いです。とってもいい感じに恐いＤＥＡＴＨデス!!」

「そうＤＥＡＴＨか？」

「ひぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ！」







　──ほわちゃぁぁぁぁぁぁぁああぁぁああぁぁああぁあああぁぁぁぁぁあぁ[image: ][image: ][image: ][image: ]ッ!!







　ダニエルの悲ひ鳴めいが、何もない空間にリバーブしました。
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　その後、ダニエルがどうなったのか。

　誰だれも知るよしはありません。




　結論、約やく束そくはきちんと守りましょう。

　それと、モモは怒おこらせるとちょっぴりコワイ。











　　　　Danny, DISCOVERY!! - fin.
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らくがき。Afterword of Graffiti for "rebirth"






　　　　♪




　はじめまして、おひさしぶりです。ハセガワケイスケと申します。







『しにがみのバラッド。』という物語りは、デビュー作になるのですが、正直に言ってしまうと、これほどまでに長期にわたりつづくことになるとはまったく考えていませんでした。

　それが今では（二〇一〇年七月現在）、本編の『しにがみのバラッド。』と『シニガミノバラッド。アンノウンスターズ。』で十二巻＋三巻。スピンアウトの『みずたまぱにっく。』が四巻で、合計十九巻。

　そして、この『リバース。』でシリーズは、合計二十巻になりました。えほん。を入れると、二十二巻なんですが。文庫というくくりで、二十巻っ！

　デビュー前の準備段階も入れると、かなり永ながい時間を『しにがみのバラッド。』という作品、それから、モモやダニエルといった登場人物たちと過ごしてきたことになります。

　この『しにがみのバラッド。リバース。』は、その中で、これまで文庫には収しゆう録ろくされずにいた作品たちを一いつ挙きよに集めました。何か問題があってこれまで収録は見送られた。──のではなく、ただ単たん純じゆんに、最初から文庫には収録しない前ぜん提ていで電撃ｈｐ、アニメＤＶＤ初回限定特典、ダニエルぬいぐるみ特典小しよう冊さつ子し、ドラマＣＤ特典、ケータイサイト、電撃文庫小冊子、電撃文庫応募者抽ちゆう選せんプレゼント小冊子などなど、たくさんの媒ばい体たいに掌しよう篇へん、短篇、中篇を掲けい載さいさせていただきました。ひとつひとつが完結し独立はしていますが、まぎれもなくすべて文庫収録作品と同じ想おもいが乗った『しにがみのバラッド。』の物語りたちです。

『しにがみ。』はそのときそのときの〝今〟を切り取った物語り。今回の物語りたちも、各媒体で〝今〟そのときにしか目にできないかもしれない。と決めて生まれました。なので、文庫へ収録することはないと思っていました。

　それが何な故ぜ、今回収録されることになったのかは、ボク個人的な考えの変化や編集さんのご厚こう意い、タイミング、うんぬんかんぬんと、多た種しゆ多た様ようの条件が絡からみ、とても長く面めん倒どうな話になるので、控ひかえます。苦笑

　が、一番の決め手は、みなさんの〝声〟でした。未収録作品があると知ってくれた読者の方々に、「もう読むことはできないのですか？」などとお手紙などで質問をいただくことがありました。今回の中には限られた方々の目にしか触ふれられない物語りがあり、読みたくても読むことができない状じよう況きようはどうしてもありましたし、もしかすると、このまま誰だれにも知られずに消えていってしまう物語りもあったかもしれません。

「勿もつ体たいない」といえばそうなのかもしれませんが、やはり、みなさんが「読みたい」と言っていただけるのなら、望まれているのなら、誰だれかひとりでも欲ほつしてくれるのなら、この物語りたちを届とどけたい。そう思ったんです。

　だって、これは、あなたのための──

　過か去こから未来、今現在もつづいているひとつの物語り。ひとつとして欠かすことができない全部でひとつの物語り。

　あなたのため、たったひとりのあなたのための物語りたちなのですから。




　だから──




　どうか、おもしろければ笑ってください。

　どうか、つまらなければ笑ってやってください。




　そして、この本を、物語りをめぐる、

　すべてのひとに、こころから感かん謝しやさせてください。




　ありがとう。











二〇一〇年某月某日　夏の暑さにゆらゆらと




ハセガワケイスケ
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──キミの声が聴こえたから、此処まで歩いてこれたんだ。また、歩くよ。きみのこえで。









ハセガワケイスケ

誕生日：12月26日

出身：地球

言語：日本語、造語

趣味：音楽、サッカー、写真

好味：ポテトなやつ、甘いやつ

特技：いろんな道に迷う
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イラスト／七なな草くさ

１９７９年生まれ。水瓶座のＡ型。ゲームとロボットアニメで幸せを得る大阪在住の関西人。日の当たらない生活は今も続いている。
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